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金 園 長 が

特許瀬川式完全遮光暗幕を使用せば

所要時11日一分間を出です・して

都市股火の遮蔽完全なり

室内農章の如くするも

戸外は異黒の間、敵機

の目標となることなし

型 録 贈 墨

曽 業 種 目

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル サ ッ シ

瀬川式特許スチー) ! - ドアー

朝 日 式 特 許 ス チ ー ) ! - シヤター

瀬川式特許スチールバーチジョン

瀬 川 式 持 殊 高 級 綱 製 建 具 並

プロンス・ドアー及メールシユート

其 他 一 般 的 建 築 金 物 類

瀬 川 式 遮 光 暗 幕

手 販 賓

朝 日建材株式舎祉大阪商庖

大阪市京区高麗橋二丁目( 高麗橋野村ピノv) 電話北演(23) 国4714(2) 5227(3)  

本 最 上 東 京 市 麹 町 医 丸 ノ 内 二 ( 丸 ピ ノV 内) 電話丸ノ内 1141 (4) 

北 町 工 場 東 京 市 城 東 区 北 砂 町 三 ノ 一 二

南 町 工 場 東 京 市 城 東 区 南 砂 町 七 ノ 五 o 0  

ジ ヤ ヲ タ 一 部 工 場 東 京 市 城 東 区 南 砂 七 ノ 四 七 八

東 京 市 城 東 区 北 砂 町 三 / 一 二

暗 幕 工 場 大 阪 市 東 成 区 中 川 町 日 本 ド ア ー チ ェ ッ ク 製 作 所



合 資

曾 枇 清

⑧ 

ァk 組

木 庖 東 京 市 京 橋 区 賀 町 2 丁 目 l 番 地

電 話 京 橋 4181 ( 10)  5181 ( 10)  

閥丙総務部 大 阪 市 両 区 土 佐 堀 通 2 丁 目 2 番 地

定詰土佐堀 (L! 4) 6う3 ( 6 ) 6791 ( 3 )  

大 阪 支 応 大 阪 市 阿 匡 土 佐 1開通 2 丁 目 2 番 地

京 都 支 庖 京 都 市 上 京 区 下 立 頁 遁 千 本 阿 入

名古尾支瓜: 名 i 'i 尾 市 南 l亙 古 渡 町 八 反 問 18 番 地

博 多 支 底 稲 岡 市 枇 家 町 21 番 地 ノ l

京 城 支 庄 ｽ ｾ Ｍ ｾ城府黄金ｼ町 ｬ 丁 目 ＱＰＱ 番地

牽 鴻 支 l吉 華 北 -f!i '!k 町 2 ノ 2 1  

尚 洲 支 応 大 辿 市 真 弓 町 5 番 地

新京侍業所

出 張 所

主rr J;Y 八 jる 遁 2 2 ノ l 番 地

積 街 、 熱 海 、 新 潟 、 仙華 、函館、札幌、

金搾、神戸、廃品、高松、 鳥取、小企、

長崎、熊本、鹿児島、下閥、 釜 山、未天、

鞍 ＱＱＱ 、ｼ府 官 ｉｾ 賀、持 ｮ 、 天 部、両足、

腕 7
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犬 阪 市 の 営 繕 事 務 に 就 い て

富 士 岡 重

本米 、 佐絡事務は ー の組織 ｬ こ出馬 し て 、 そ の全踏の日勤の ｉ ～ ｬ 、ｬｬＮ｜ 築 ｬｾ 術を主とする 分野

である 、建築物の建設計;lE金正人楽し 、民地 し、或ひは維持、哲管.足泊血nにも?祁;日i; る事:務務分2掌f:と して

，常日市?設F白似的1'，内A句j に諸. ( 口i

され? 仁こものでdゐbる。牛本:1協あ千合?か らAγ乍I' : j符). ‘ に引 lにこ9興iヰJへ られT仁こ 11主担必1主II 築事E務劣」 とム;;ふ、 i説;3羽採J月栄j品; 題へ幾分かの

ｔ立 Ｔ をを ｾ Ｈは立 ｦ仁こす Ｗ仁こ め 、 その 内 ａ Ｚ ｉ 坂 ､ｩ 役 ｭ ｬｴｾ ｊ 係に於 Ｎ げる場 イ ＿を＿述べ 、 柄 、 ん阪市役所所管の建築

物の色ヲ11' . Ｉｪｩｬｾ にも幾分 ｩ 紛れて み ｔ こいとＮＧＮｬＮ ｕ 、。

1、 建築建設事勢の進捗

んli 反11i  Ｇ ｉ ｾ Ｚ［［ 局に於 け る事Ｚｊｾの合計年 ｊｽＮｴＨ ま Ｔ )-J  I  n  (こDrHf i されて翌年 3J ]  ｾくに ｉ Ｚｉ ｊ ＺｕＧ ｛ されるが 、

この年度内にて そ の年度の事業が完了せ ら れる や うに 、 ｬｴ ｊ ｪ 色の Ｗ 象定を ｾＱ こて 、 こ れに ｦＡｬ ｊ って

匙行さすのであるが、それに は一f年J手三l皮立のもの lはま 4)川l に入りて7猿象3算?下<: 1而師の指i之とする 人l'刊サ午1::貨i此'( ，、 1荷j討d  

川 Ｑ沈ｾ 等をを＿汗 ｦＧ［ 将 ｬ

日迄に 先了するのカが［ＩＩ似 ｊ五以 ｪＨ 則 で あ つて ｪ地辺 ａ旦［延しても 玉文 ｴ比Ｚ汐 訓十判州 ｾｉ｜ｾｩ 桝 ｦ向守 Ｗ橡象｝期閲 ｼｈｩ Ｑリ ｬ としてある Ｔ 月 ｬ 日より Ｕ 月 Ｓ Ｑ 日

迄の千作＿［計計十Ｍ整担血 ｉｕ 期明凶叫 ｩｩ川 ｩ日川 ｜ｊ の Ｑ小ｼい Ｑ には千怜 ｼ ー牧支があ ＡｩｾｾＨ されるのである 。 工事によりでは設計から竣工

迄 ＡｾＧｩＯＮＮＮ 2， Ｓ ヶ月 にて先 了す るものがあるが 、 大 ， ｾＩｾ肌Ｎのものは数年に ＱＱ るものあれこれも

後lとされに祉経年度に於りる精算は J て速のi Wりである。

その災地に先＿ごち 前 年度に於 し 、てその ｚ ｪ ｌｩｾ を起案し＿こ ｦｾｾｬ ｾｴ［Ｇ｜ｩ｜ とか Ｑ Ｑ ｜ＱＺ ＨＧＱＢＱＢゆとかの主管 部 品Ｚ

の庶務係或ひは ｾ ￬Ｚ 計 係 は ｬ 倣 Ｚｬ￬ｉｊに 定められに ｦ ￭ 象立の制製及ｻｴＧ ｩＧ .E1jl にltMする事項」の事務を分

キ・されてゐるから 、他 の ｚ事 ｊ ｲ Ｚｦ［主［品が和杭 Ｚ ｾ ｩｩｬ 代ＧＨ ｟，ムぷ ｫヒ［川 と包 γ しく議 ｩ決 ｪた Ｔ を佐 ＿ 件べ 〈議楽 Ｔ金 ＺＢ ｦｩ何作 ｬ Ｇ 製 Ｑ寸Ｍる 口 この捌書に

はａ到辿 ｪｅＺ Ｒ築築た荘 ｾ ｾ ｩ訂計 ｼト ｊ制 ｩＳＡ

イ行併l片f人の金，傾、 !  1的、 方法令から 、駒山川である主主築1
1

(_ え;川 j象立を Jf t川知j に; 手記し? こもので

ある 。その材料訓製の| 際主? ? は技術的 な位築 悦校、j 山政令の悲築設立は一-l忠、その建築を

民地する そ れぞれの建築の校術部 ｉＢｊＨ こ ｊＡｾｻＮ 合されて ｩ｡ 働のも と に恨 ＧｔＨ に編纂されるのカ［例と

なってゐる。そ れは控築のYi i. 伯カ; J U幼 iHのあlj) l l. により 、J政lt股，tkJ地l血包の上地也質の'1'ド帆'1吹引刊1:'川:了J市，↑h山|↑'"

Ｈ斤［庁 ｦ にＨ はま剖 Ｑ惚立釘 ｩ討訓川州 ｬｩ州川ｩｉ川 ｉ ｊ片 Ｕ企 ｾ (ゆ¢ るさないものカが; あるカか〉 らである口妹に現〈今、の立刈如" パ〈物1似似1此1υ中指旨t敬投の色鎚さ動!比l処LしさJ折j斤?  

は納見兇! この i何M附可凶州lけIt川a

ｊ則り例 ｊ ｾ削叫 ｪμＴ 等等Ｍ は ｄ似 ｪ江ＨｊＡｊ ｊＨｉＧＧ｝ に 鑓 ＡＺｬｩ ｬ ｬＧ ， 米ないこ と にな っ てゐる 。

設計、工事進捗の一例

1  x  



x 2  

A 建 築

ilt 物

給 水 衛 生

Z及

型Z

房

集

B 出 築

言空 五「

1  !. 2. 1:. 1  !. 7 卜

工投 275. 000岡

以1務i昆凝土 3階建J色!丞j也1・室イ、j

ill 坪 1164. 192[': ) ) 米

延均; 35:8. 00 .，.. 

言止 決 ;j{:ョ

1  !. 6J 二 1  !. 8. 5  11. 8. 15 11. 9. 8  

11. 8 1:  12.  l. 8  11.1. 18 12.2. 15 

11 . 9 1'" 11 . 11. 14 1! .1 l. 14 11 . 12. I  

[  !. 9中 I!. 12.  18 11. 12. 18 12. 2. 4 

工'1.'( 127. 000図

織筋i品凝土 3階主主総l盆j，j

ill 路 970.94卒カ米

延坪 1997.07  .，.. 

契 約

119.9 I J. IO. 2J  

コこ

I l. 9. 9  12.8.  II 

12. 2. 16 12. 8. 20 

11. 12.2 12. 8 ド

12. 2. 5 12. 8 1' 

工 事

11 . 10. 21  12. 6. 25 

(  11-1. し建物、絞 j刀、給 水、街J+: .. 定説、 リ 7 ト共〕

2、 臨時部費と経常部費

Ｑ Ｎ 主 ｪｪ［ の絞 過 は主として Ｗ 象 ｾ ￇｩＺ ぷ ＱＱ Ｇ ， の三 ＺＢＧＱＱ I  Ｂ ｊ の う ち 、 Ｑ ｾ Ｚｪ ［ Ｑ 昨 ｩ｜ＱＱＱｾｬ こ ｉￏ Ｚが Ｚｾ［Ｑ ・るもので 、 年々の師

イ ｲ 辿物 の修 ｴｅ Ｎ 小 ｭ 悼の哨、新築｛ま ｦμＱ 三谷 ＱＧ［ ＱＱ 説に打 ｊｅｕ ［ てられ ＿ こ粧 常 ｝｜ｍＮ ｾ･Ｇｪ にて新怖され

る。その -例 としてみ:J! i 侍特訓における 11止近のこの二郎の線、加は下:ぶの泊りで 、fl ' 1'年度の

ね: 市古111をは脳時古1¥: i ' tのがJ 2% である 。 これは11止近の けi イiill 築物は) ( ] ¥，1¥分本法より鍛筋il{ 凝

土地等の恒久性控物に位かへられ fこ7こめ維持dt の減少佐" > l d こしに ?こめにも l刈るのである。

柄本年度より政年iil l，ｾｾｦ，咋 ｬＧ［ｩｬＱ ｾ には紀 ｪ 乙 Ｒ ＶＰＰ 年紀念事業等カ ヘ新 胤に迫力 ｈ され ｈｬ 世制にの

ぼること〉 忠 ふ。かくの ｾｉｉ く臨時 ｍｊ ｴ ｬ 立小辿結線的に繁閑があるに反 し て 、 経常 ＱＧ［Ｑ｜ Ｇￌ ｬＨ ｴ ま 似

ＢＱ 三 ＱＱＱ 告 一定 額に問〉とされてゐる 。が 併し迩年来［ Ｚ究の 自然的膨人［化につれて 、 ＱｾＴ Ｂ ｋ Ｇ 執れも漸Ｚ［ＷＨ

榊忽! の一筋道を辿ってゐる 。

その外 ＱＺ ｩ 年臨時に直接 ｾｲｾｍ 係をも ｦ こないが バ ｩ 令制に 油 川さ れる Ｇ ｊＡ ｩ 傍系よりの交託事業力士 ｈ Ａ

岱ある。例へば、かつては新ん| 坂ホテル 、 その他 の記念事業住設物等があり 、現今靖子せ

るものには 、 港 湾部掛 合 、 愛ｼ北 ｲｾｪ ，Ｇ［・ 人 併人 Ｚｉｖ￺ ｕｦ Ｇ郁子両ｼ民主主Ｚがある。

設 計 責 施 額

9  61'  度 10 61三 皮 11 61-: r!.f. 

経 Ｔ けｾ 88.862 87. 705 66. 216 

ｾｊＺ ，＠ Ik'f 1837. 974 1590 .440 2992.  109 

交 ;¥1: ＺＰ Ｉ｜ 、 ｾ 68. 271 470. 614 677.616 



3、 建築建設に閲する事勢費

建築建設事務に要する人件費 、 文房具 、 乎位 、 お ｭｾ ま等の事筋￟Ｚのえ Ｚ ｉ ｊ ｾ は絞常部 Ｑ ＧｩＺ 工事

に到しては各々の設計、工事監督を? 捲首するれ1¥謀に経常設として文指JY され、臨時部技に釘

しでは 、それぞれ設計、工事婚首謀係によって異な れ 営繕謀婚前のものは、下記の通り

である。 市併にー1.. 挺する j象rr - 調書の) 加 1
1
1却に創設抗、設備j!( な る 項 11がある。これが則

前工事貨であれこの総額の 一 定制合にこの ｾ ｪ ｈ ガ北が 見 込まれてゐる。それは丁度設計事

務 所 におりる設計技 ｽｉ ｊ と工事代にある訓介が保ー＿これてゐる ｾｉ ｉ くである。その事務 Ｑ ＧＱＺは更に

間H 別 に給料 、 利 ｴ 給 、 法Ｉ 川 ｊＡＨ 等に市 ｉｉ ｉ ＩＩ ｉ ｊ され 、 炊 Ｑｾ にしても そ の工事に ｉｾ Ｏ［ｊする Ａ 交通党 、 放火Ｇ

の一切を文耕する椋に表示さ れて、 l' t J i I 1i ( こ泊ってもこの純|判を 川ない様j出1まれる。下1; 己は

その ーイタj である。

T-象 :)_; ;¥ 7象 17= l詑 JI月

Zヰ 十i

オ ｜Ｚ ｾ ｉ 三 度 前 年度

改 算 額 fill Id 

7象)，，1. 傾 ?泉$ t 額

f符 滅 f>H  ;i lJ 

款 項

創設 Ｑｾ 103.500 103  500 01  103.500  

創 設1'( 103.5.0  103 う00 01  103. 500 

技ー 。III 1.000日

ｃ ｾ ｉＧ ＮＲ ＰＰＰ 閃
IA  6ヶ8月0〉

ｾ Ａ子 ;t.! 4 阿

(  JI 80四 l人 6ヶ。j j。〉

給 料
3.810  。 3.810 

投 手 8 別

(  Jl 100別 l人 8ヶ月 〉

事( 11 1[1日務ＵＰｾ を 只 270四

J j ，、 180u )

事(佐11 役2閃

夫 1.260問

延 630人〉

1* 1'( 600肉

事 佐 給 1. 059 。 1.059 'll 5判 4591口l

i並 318阿75錨

>;11  140同25鈍

侃B I  11  53 1  80闘

ｾＺ・用 ＱＧＨ 311 。 311 
消 幸毛 品 130阿

主主 f占 運 搬
90閃

ltfi I IIflI 

工 事 政1'( 

75.790悶

設 倣1'( 95.790 01  95. 790 初 皮 誠 事12 20. 000問

( 参 考 古〉
]7..r 

借入1. ' t . 480 。 480 
借 地

料400坪
(月 20銭 6ヶ) j )

華佐 賀 2. 050 。 2.050 
共済組合補助金 38阿

来世 1'( 2. 012閃

一 一 一 一 一 一

4、 市 有 建 築 物

Ｎ ｊＯ ｩ に於ける新 ｾｊｾ 土 ｴ 築の要求されるのは 多 ＼ :j; :.:1U;I¥ri - ! l ! であって 、 下d.<. にぶ されてゐるわ 1<  

3  x  



叙育 (H; 、軍当: { 局 、作梢iむとの順位であ る

ν

f

l

eej 

向 、 現代市街ｾ物の総額は ｉｉ ＨｈＢ 1  1年度

現代にて Ii. む四を起へ、反主主iユ37高1'1' .、

延1'1エ63寓土F. を起へ、司i 千T建物としては

V

1

1
s
s
h
ぺ

えｾ帯有えオ奇 ａ 汁 ノ 事判然 Ｑｴｾ

( 時台+ ーヰ+ ユ耳.;. el ! 4)

a

H

M

W

沢

a

A

A

U

@

A

瓜

!

置

盟

主

主

主

1

A
園

他の五大. f i i ¥i li を遥かに凌駕して本)' I¥ll 止

ゾぐ Ｎ Ｚ ｉ Ｈｾ ｦＮぷイｻしてゐる。

この数字から推 ｘＧｩｾ 寸るし池上ｼ三世 ｢

J'i i似2401只l延 l' I'- '?:: ; りt{l 倒 160闘にて千均

附肢は 1. 7附である o JI:削貨も附数も] 象

想外低い践であるが、 これは一両信組凶

大 1!ti.¥.7k'，モーによる 2: 設バラックノj 、星第佼が

抑制11常設依イrしてゐることにも IA: Iるの

挫設史を ｾＱ こどって比ると 、 ｬｬ ｩｩ 和 Ｂ 年

ー

岡

山

である。

12) .J現f t : は 、大正ノ乙年の8 ・7俗、昭和

j 亡年の 2.61: 干に迄躍進して外( 1 このであ

i

h

掛

川

一

"'" 

屯

ゑ

A

可

品
凪

育

部

る。そ して老初等によって版東民分し

にこ とによる改築制 ｪＪｾ の外 、 新 主見 事業当日によって士 ＿＿ｺｩ 立されて 一 筋に向上の ｪ 立を ｾｩＱＡＮＡ ってＧＩｪ ､ こ

が 、 ｦ こまにま昭和 Ｙｾ 三 の ｍｍ 何人［風水咋によってノ ｪ 、 製伎の 倒 ｩｬ Ｇ ｬ 等 多大の建築 ｬ 百も ｬ ｴ の減少全米

?こし が、その! 武7K ;rf Ｇ， ｾＺｾ ｩ 口 より ｾＧｾｾ ｉ 三の Ｓ Ｉ｝ ａ く日迄にｾ築 ＱＶｍ 係の倣ｌＱが減少傾の復引にち ｦ めに

私 Ｇ， ＪＢＨｪｦｉ Ｑ Ｘ 年度 ｊ くと ｉｉ ｻｻ 羽 ＱＹＢ ド ｬ 立ぶとのｾ築 ｩ 耐えは ＧｪＮＧＨＨかに ＶＮＷ Ｅ しか ｉ 成ノ Ｇｊ，Ｇ ;をき Tこしてゐない。

理
同

日の物築建5、

え民市有え幼年初tt 校長
晴 S. i t " - "，出

え£叫「由ーー

えゑ 九年恒国遇面:?Jpq

主主築物竣工し てT .'J;:.x

よりづ li度さされてJ ! i のJiJ i

ゆ信. .

Ｎ ｾ州

大 "-t ・牛

J l f f ヘヰ f

引に移されると 、'J! i叫に

れ 、 ｾＺＨ［ｾｊＱｉｬＮ｝Ｇ｜ 名作 ｊＺｔｈ 係に於い

てｾ築，主帳を作製され＿こ

上、 イjイf Mp長として竹'JII I_

よって火災保険{ f lif.J 'l[ら

される o i:j: 年火災以除の

.' 
H / I .'  

珂 4 σt +縦 ｴ 点下 Ｊｩｾ きをとる外 、バ ｩ

闘わ+ 炉停 fイ ｩ ｊＡＮｦｦＭ乏を ｈ ｻｴ ｪｦｾ とする Ｗ こめ力、

ら 、 ［ｦｩ ｾ ［ ｊ 1えill 物j のJJ/ ii'i f'i't

x 4  



J ; f J の事務を執 る。

本 ￯ ｬｩ で「低 下 豆 半 ｾ ｊ と刑する そ の ｦ ＧｩＧｴｌＡｊ年率は ＱＢ， ［己の泊りである 。

卜 木造 建 物ＨＱＯ ｾＰＩ

2. 耐 久建物( 功。) 銭筋浪凝土3fよ りその他耐久的込・築総泣物 にし て主主築草償坪常 り 300間以 1・

の し の

3. 耐 久住物 ( Jノも0 ) . I:."L! のill 築指IVi '31i J 勿にして述築 l別賞坪n; り300間以 上のもの

Ｎ ｉ ＮＮ Ｎｪ 己 Ｓ ｈｦ のも･Ｎ 川 可能年 ｎｾ を そ れぞれ ＳＰ ｾ Ｑ 三 、 ＶＰ 年 、 Ｙ Ｐ Ｂ 手とみ ｦ こ す Ｑ による廷の ￹Ｇｩ ｦｾｪｬ よ Ｚｴ［ ｔ ょ を

ｊ 宗 川 してゐる 。 即 ち木 辺 住 ＡｦＧｬ ｊ ｊ にては り Ｂｲ Ａｩｬｬ 築 技 の日。づっ ｦ ＧｩＧｴ ｌ ｰ し てゆき 、 ＲＹ ｾＱ 三 以上 れて狛

侠 川 ｦｩ 州 Ｇ｛ ｻｴ＾千 ｪ ー するものは 、 ＲＹ ｾ 同［ ｾ 1こn守の! i l l !f?J J;1 '1' j  ｴ Ｑ を＿そのｦＮＮＯ ｊＯ ｊ｜Ｎ Ｎ＿ ｉ ＧＮ に残徐と し て 、 ＱＱ ＩＨ 肢 も 、 ｾ ｾＮ ｾ

1: fJ 叶: によって京帳ili iに泊フーする迄放む しておく。乍然、近年の 傾向 として木造なとは使) l J

年目10 0年が' >l O こらぬ内 に土地をより以 卜. に利 J IJ Ｍ ＴＭ るにめ 、 事ｾｾの蹴仮の ｦ こ め或ひＨ 叫 Ｑ Ｚ 内 的

な嬰Aくから 、+ : : i 1 t より建築閥抗の多くとれる 1制作主li の餓紡iJも凝ゴ: 辿1sfrに改築される 、早期

に! 長束の運命にあふものも齢しとしない。

柄 、修Jlil 、一部改造されにときはそれぞれの場合に就て }; j( ｬｴｾ＠ f'It); Pの:t; i:式があるが、灯i ! J ' i

なる? こめ詳記念j J 出りる。

技術的 ｩＮ［Ｎ 佳結工事には 、 それぞれ設計を婚常 し に闘係にお い て設計 ｬｩ ￺ ｩｬ ￯ 百 ｩ が 、 Ｑｫｾ，ＺＲ Ｚ の場合

でもー摂 して }目立 fこせる肢に介煩保管されてゐる。

6、 市組織における建築技術者

大 ｉ ｾ 反 司 ｎｴ 良 Ｚｬ￬ｉｊ に於いて辿築事務引 ｊ Ｓ 吋してゐる ｬ｜ｩ ￭ＯＢ ｊ ｬ こは 、 手え 育 部 建 設謀 、 Ｊｾｩｊ ｾ｝ Ｎ 令官位結謀 、

電みｻ局 ＧｲＺｾ ｴＺ［Ｈ［係 、 ｬ ￭［ＺＺ［ｮ ｬＧｲＮ Ｇ ［ ｪ 述 ｊ 立の ｩｬｩ 築 係が ｮ 月Ａ成ひは係としてある外に 、 ｗｾｦｴ 部徐脊係 、 水 道部

下水， ［ ｾｬ 、 {米主li 問、 lリ小|ド1 ヅ央央刈 ｌとれ ＺＱ叶山 Ｉ市 ｬ ｩ 場 Ｓ訓， ｉ Ｎｪｉ皮 ｩ立 ｴｺれ ｲ ［ ｾ丸払 Ｑ

オ木壬 Ｑ 仁 ＧＮ Ｗ ｊ市 ｦ の Ｇぷ ｩ没支古制備［出 ｲｲｊ 万 ＩＱＱ 而 Ｂ可 ｷ に 、 契約事務 ｬ 二 、 ｉｾｾ 泣きれてゐる述築技術 ｾ Ｂ￭Ｇの数も齢 し としない。

( ¥I {j12. 9)  

所 胤 I ｾ ｊｩ，用途 ｼ 所在地 ｼ 級

例都 Ｑ Ｑｾ ' f  }守宅，] .• 戦 i ｪ ｾ ｾ ゎ杖 ｅ 丁 |  

済同面両 敷 地 11節

捜
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市 に 於 け る 営 繕 事 業 経 営

‘

ア
貯

+

h
r

耳目

緒 日

-dj の侍判事業 e ［ｈｉ ｊ ょ、も行 ｉＡ 艇に於け る ， ＺＧＳｾＮ ｩ ｦＺ ［ｃ，ｾＱ｟ ｾ 仁 ｴ と大発あるものではないが 、 ａ Ｚ ｻＨ 日 ｔ ｬｪ に於て

は ｊ ｾ 苦む事ヨミヵ ［ ｊｴ ［ ＧｩＱｦ し である行めに ｊ とと附随して琵 ｾ ｉ Ｚ ，するＺｩｬｬ築が開穎に ｩ［ 了む Ｑ ｝ ， Ｚ e 、i I i が行政

卜 のぷ 村 Ｇ ￬Ｈ ｉ Ｇ［Ｇｦ 茂 ｉ ｾｍ であるｲＮ ｳ めに多数のノ ｪ 、制岐の担当ＧさをＧ手ＺＮｦｉｉｉＮする守 ， Ｚ e 、及び， '，事の一切が建築

Ｔ 句 ￬ｬｾ の ｙｊｲ ｩ 千 下 に ｩ ｪ はねばならぬ Ｇ ｨ と Ｓ く日 Ｇｊ に ､ ｪ の併判事ｽｻＺの多くが ｮｾ 伽 ｬ ¥t' itf f  I'dこ;Jくなるもの

である事力［ｾＧＮＩＺに具な る と ＱＸｩＱ ひ件ゃう 。 ｩＮＢｊ dj に於てはr - l i治台i謹盟の |性色T質4 卜

るヨ蔀f 筋 ｼ上 ‘の過 ｲｩ 泌央をぞ＿防 ｩｬＺ せんん ， 力が ｱηＳ めに仏山ｾ［Ｚ ¥梓桁ヰ府Jな る千令?;計|十-捗規l日F限R;及及U!川，:河j;

ｼ持附 ｪ紡制 ｨ討 ｝ は守事 ｩｾｊＧ 主 ［ｴ［ の険行 に ｬ叫 ，Ｇ，な［Ｚ＿りてよベ守＿の ｪμ胤 Ｓ孔 ｴ 陀の 卜 Ｍ に比 Ｑ絞皮釘「的 ｩド内 Ｂｊ 煩羽判Ｈなる Ｑ弓 Ｑ ‘ｩＺｦ Ｚ防労に月服 ｒ さねばならぬ 。 ，之と入勺 ＵＳＵ ‘人占の

ｾＺｉ相ｻ日 ｼ 児 ｆ ￮Ｂ Ｚ ｅ 似の ｪ ミれに比して Ｍ ､ ｪ の佐官 ［ＨＮｩ ＺＧ ｊＧＺＺｸｫ ＮｦＮ Ｇ ［ｾ［伐に過んのｦＧ ｬ 抗争却して ｆ ｩ るを ＿ 』よ る事力 ｱ ｬＧ ， Ｍ＾ＡＮＺＺる

曽 繕 機 関 の 職 能

ｔｉｩに常 置さ る 〉借れ一機 ￟ｍ の ｾｩｍ￬ｾ は存 ｋｩ｜､ｕ 亡々 ｊ じめらる Ｇ［ＮＩ｛ｩ 長 Ｑ 奇妙 ｌ 科 に 依って ー 阪ではない

が 、 考察 し 得べき職能の純悶は弐のｾＢきものであらう。

( 1  )  建築工事設計及l弘行

( 2)  建築物の維持符. 1 ' 11
1

.

(3)  建築物の汗憤

( 4)  建築附属什捺の; 丸一! 及符. f IH

イタリとして j t‘京Tl j の: 符料;険制である丈r; 築課に於ては 、よ等の 1:1-
1

( 1  ) 舎建築課設置の汁

J賞 [-1として掌J 1n . して吊るが 、( 2) は雌合の符刊文子; 訴に於て分' 学し電訊の件J ' l ' . のみを?掌J1J1.

する 、 ＨＳＩ ば ｮｦｴ ｜ 介竹 ｊ ｉ ｈ 卜 必 ｊ 嬰なる火災保険のＱＮ［ｾめの住築物什 Ｑ 貨及［竹中 ＱｌＺ｜ＧｾＺＨ こ 干ｼ、うて生す ・ る

ｩｬｬ 築物の質収 Ｑ ｴ ｾ 特 ［ＱＧ Ｑ ・ Ｑ ｴＧＨＺ 及 ｴｮ Ｇ ， ｲ［ Ｚｪ｛日 ｲ ＧｩＧｬのｲＮｾめの什出力げでありよ守ーの ヲ ｩ ｬＺｦ 労金他局訴の委託に依

って掌別して用る 、( 4) は令計訓に於てよ合' 引1J 1. し建築訴は. 7i " : ¥ Ａ， ｩｾ る ｊ ｪｴ カザＡｬ ｾｬ 、。

然/ 乍戸ら之 t等?等穿の諸r乎項F頁iは車(;げi

f灼;1冷:?.引t料主機11，閥』品似与計1に介，掌子空:せしむるす1引F 力が;:1枇l比止も 7介守J 附Ijl_j' ，内句で局あ) ると，巴巴、 λふ、ものである 。

事 業 経 皆 費 ? 諌 象 算

ｦ併キ ｴ料 Ｚ￭［Ｇ 付 Ｔ機 ｴ没 ｾｉ 闘』制 ｍ批 ｴれ，主［巳 ｾ， ｴ舟＿に要する Ｗ弔 ｊ ｦＮ務 Ｑ究 ＲＲ町 一 Ｑ 像象 Ｑ羽 ＿ 編成成占の現 Ｑ欣 ｉｊ伏 ｪ犬〈をを ＿ Ｑ削 ＯＡｊ川 Ｓ犯 ｬ るに ｉ 公』雌彪をを Ｇｩ 辿 ｬ必 ｢ じて ｊ共心人んＺ創制 ｩ司 Ｔ引｛はま

る口 即 ち分 ｩ主 Ｒ ヰ事 ｦ ｲ Ｚ務労の ｪん ＨＱ Ｇ郁 ［ Ｑ ｜ 分ををｾ r山片 u る主副辿r築築'"1仁'.IJ司事4の泣J計計|十.Jy蛇泣F杯!仔千に耳要ミ主Tする事務1' t に就ては;波' J H労炉

建築工事執行にのみ必要なる τ 時であるといふ見解に依り之を事業究の 1"1
1
に抱合せしめ粧

7  x  
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常事務先色分実IJ して日 'JiNの虞fl l!_をnすのが通例である 。市 してJ共七引{他血の岱t符持機附に 分，手空: せら

る〉ττj打Tl務努 に主去封τ't して必必.草要Eなる 'Jf印王務労幻3抗I{l像象2引r功力;涼品(; '引;

ゾ大〈布初都 Ｑ甘恥川 ｜ Ｑ川仙Ｂ山 ｬ ￮ｉにこ於 ての ｆ約粍 ［ｅｪ 験 に ｦ伏 ｩ火〈れ ｬぱま ｬ舟 ｔ匂 ｾＮＪ刊持可持 Ｍ づτＱｴＺ ［栄 ｴ佐 ｾｩ 主 立 は諸般の τＧ ｝ｴＺ打， ＺＧＱ干川刊刊Ｎ↑ ｨ仙 ｼｉｨｍ陥 ｡ＩＱ古 ｬｊ山 ｬｩｪ Ｎ の 下 に Ｔ年 ｬド 三 ｊ火〈に￭Ａｾりです年しき ＱｦＧ￬ Ｎｌ三金

Ｇ ＡￚれさＧるものであるが徐 ｩｊ Ａｬ ｊ しｙｩＡｦＺ芸大す ｦ 放の失琵 ｊＡ｜ｾ ｾ＠ Ａｕｾ＠ ｾ＠ J七年次に 11 る|三均1，((には，IL: しき314

動が ＱＡ｜ 札 、 ものである 。 にも係らす・現献の ， ｾｮ ｾ＠ ' J"; f_f; J t  ｦ 象ｾ ［ Ｈ計 二 Ｂ ， Ｉ［Ｑ Ｑ［に依りではれ年比の Ｇ ｊ ｕｉｾ

れ昔、 ， Ｑ Ｑ ＼ 疋 ｬ こｼ際し動指する・ ｨｊｾｾ ｾ Ｚ ，ｾ守の嶋 ｩ 成 ｴ こ 主 ｈ 位して事務Ｉ Ｉ を按配するに者一しき苦胞を初 Ｑ ｜ はね

ばならぬ 、 託するるに Ｇ､ ｩ に於ける舟ｫＺｾＺ］ＧｽｔＭ ｾ ｾｾ会 Ｚ Ｈ［ｩ ｾｾＮｾ＠ ｾ こ ［Ｚ［＿りでは先づ・ ｊｕＱＵ 能京の江主 ｬｎ ｻｴ＾計る可ｾ ｾ ｮＺ＠

ｬ ま川然であるが Ｉｊ ｉｪに Ｇ ｝ｩＺｊ Ｇｾｩ ｬＡＺ の ｬｦ Ｇ￬ｌ ､ こまￌＡ ι しで ご ｝ＱＺ務ＩＩを如 何に ［ｶ ，Ｇ ｊ ｷ Ｇｩするかに常に方政を請す

る必要が起るのであ るo ｾｾｦ く の ￚｬｬ ＼行公 ｊ ＺＡ［ｓ の也市 ＧｾＺ ｔ ｊｩ Ｚｊｾ 辻Ｚ主将のＩ［［主力 ［Ｑｾ ｜ｩ ｜Ｑ に於げる主主築市筋

目付［ Ｚ也 、の方 ｪ 金主帆そーに す るＡｩｊ ｾ 態は，とを建築 Ｗ ＱＱＱ Ｒ の千 ｛する ｱ Ｇ ，ｬ ｩｊ ぜなりとしてのみ お過するに

長加 fこり作るものであらうか。

事 業 量 の 消 長

Ｍ Ｂｩ に於ける昔話事 ｾｾ Ｎ Ｚｉｾ Ｚ の げ ￬ ｌ ミの ｩｌＡ ｕｆｾ が如何に大なるものであるかの一例と し て氷 点 ￎ li に

於ける )1立近五 tti j年のJ Hl i {t>摘1!J 1 して見ゃう。

ＭＪ京 ｲｬｊ 五 Ｚｉｩｾ経工事 ｙ ＧｬＮ誤算 綴調 Ｈ 事務貨を Ｗ 合よ すっ

1j三
今ζ 昭 和六 年 度 |  日 向 昭和| ベl' 皮

決 算 額 2. 786. 795肉| 7. 610. 980阿| 6. Ｐ Ｒ ｾＮＮ＠ 226附

ｾｴ ＺｋＨ ま オ ｴ Ｚ ｾ ｂ｣ {t> ｴＩＨｾｔ 制に ｉｫ ってＺｋＨまし＿こものである が ｊｉＨｩ 手Ｂ八年 ｬｩｺ Ｍ の τ 存 ｾｉｾ 社は ｊｉＨｩ 手Ｂ ; "年lit-

のj よれの三日七分に述して )，1; 'るo ｩ 互に Ｑ［ Ａｾ ｊ ｾｩｾ 全容する・ ｊ ，Ｚ は ｴｬｴ､ ぷこ於て火Ｈまされて ｊ ， ｉ ［Ｍ な いが泌

"1三lit- に於て 'N されTこる守JfI汚-11l :はrt t : Kに於げる，; 攻"1三14- の']1ヨ; Fill - と比例するものでなく 1j:JS-:，:ー

は齢 〈ても仰に年度がぷ， Ｇ［ｉ Ｇ ｗｊ 川 であっＱＺＱ Ｑ めにＱＭＧＺ＼可 ｩ Ｚｊｬｾ ｾ Ｚｬｴ と比例せ古る す ｦ ft Jt {t> 1tlf'i する

!J" も起り得るのである。

兎も f(UfO;-C Ｂｪ の代 ［ Ｊ［ＨＺ］￯ｪｩ Ｚｊｉｾ は各日に州総いで起る新 ＧｩＮｾ［・ Ｇ ｊ ｕＡｾ｜ＺｻｔＳ 、多卜 ｮ Ｚ ｾｦ￮ のえＡｬ築 ［ｾｉＭ Ｍ， ｈＺ に依っ

てnはる〉のであるが f千年l丘に於てJrfr ＼のｾＢ ｾｬｴＺ｜Ｅ ［ ーの ｉ 怜 ｩ 成 金ｾＨして万 ［ るのである。

事 務 費 の 調 節

主 ￟ 築世間事業のｉＧ ｌ ＧｬＱＧ ト ー そのが ［ｾ，［ｾｾ・に Ｑ［［＿ りてヰ ｩＺｾ ヲ Ｉｊ の ｩｊ ，Ｇ ， ｊ Qli (  i  !.!j(，f担 litilli ，1  ｊ ｾｉ ［ きものである引を＿

是認しでも共和伎を IIJ 及 (1'.)( こ1i( i少ならしむろすM 叶f. ｊｾｾＺ Ａ ［ ｩ＠ Ｎ［ｾＮｾ［＠ Ｑ ＭＮ Ｕ く必 ｾｴｴ のＲｦｩ Ｚｊ 買である。

li 出γ !汗タは工事技jijii ljl q- ，If-に };i' iかLＱＧ［ る ｪＺ ｊｉ ｾｩ 誌と ｊＧｪ 倣なる技能とを放 せ要 する事務であるが 、

保に ￯ ｬｩ の営絡事ｾ｜ｾの如〈多聞知の砧築を＿Ｇ手ＺＮｦ ｬ｜Ａ し Ｓく は他にｾｬＧｩｦ ｹｉ ｊ 無く 白治 植のみが 必 砲とする

建 築の 新開業 買を取以ふが如き職能に於ては 、 よ夕方Ｚを＿二 ＡＺ ｩｾｩ に ｪｦｪｉ ｕｊＨ 執行する ｮ めに常に締法ｊＺＯ，ｬＺ

能なる事務 j J 全整備せねばならぬ 、此の事務ゴJ の整備には長年月 に豆 る組織的訓練が必要



であって斯〈して生育し? こる強力なる事務 j J を時あって倣壊し克に必要に膝じ て再建せん

としても能家主? 問害する事韮しきものがある。能率を考! 意寸るに於ては IIjft 徐々にる機関の

改革のみが許容さる〉であらう。又一商事務捨訟手 ｾＧＱ こる ｟､ｩ [j 個々の身分の問題として考従

するもＮｾｾ激多数の保 川 Ｑ Ｑ Ｚ 長Ｕ￩は悔しな 百 ｛きである事は論を要せぬ ｯｬ 担＿ｪＨれば営絡事業経営に

於ては共事務ブ ｊ を年度に 一 任りて常利ｩＧｉｬこイ ｲ 位する ＺＺＧ ｦｦＮのＱＱＧ，堅金棄つるに偲ぴｾｾｾきものがある。

事務ブ ｊ を＿［ ＿ 他に ｪｾＨ つ灯めには宇Ｚ Ｚｑ ｬｬ す 司 き事務量の消長を問ＱＱＺし之を＿常値に似つ可き計誌が

考/ • Ｎ｜Ｉ Ｚ され得る ｄ 然 Ｇ Ｑ ＺＺ ら ｾ ｝ｻｾｾｾ Ｍ ｾ｛の ｾ ＭｉＧ主は全＼ Tl i財政上の問題であって皆絡事務ブJ の能率よら

拡 ＧＱ ＱＱＮさる〉 ものでは Ｑｈｾ ぃ。而かも市に於ける管持機闘は常に潤自の珠算百 一 ｬＧ 主を有せ十他の

事業局の事業 lこ'1' 1な、建築事業の委託抗告を? 託すものである放に明白の珠算粍昔、を行す場合

に比して著しき間期lこをヶ. fl ふものである。

斯くの虫f I き抗況の中に i li の笹口ー事務ゴJ のiij.'. j色:ii を如何に底上IHし得るにらうか 、屡々 事業] L [

の減少する年度に| 味合し? こるボ京市の経験 に依れば偶々建築課に於りる事業は多くの年度

椴紋! ' J i : 't の綜合に依り成立するを以て年度全跨りて事務究の消極的調節]を10す事カ; /1' ，米 、

よれに依って事務 } J のもlt傾向"Jii).'.jUii を避けつ〉あるが「働りと働りどわが幕し祭にならゴ

り」の歎を繰り返しつ〉常に事務費7象'l; 7の不足を背! 白: して昂る i伏態である。

市 皆 繕 事 業 の 特 質

ｩｬｾ きに緒言に於て述べ Ｗ こる如＼ T! i の J持続事業は多〈の特質を有するのであって之等は事

:::.¥ミ杭侍 上に過大なる f坊主と成る。

共のーは起 ft ' t 認可の遅延である白 川i に於ける皆絡事業の太宗を: ' f . t すものは殆ど総て財 源

を起 ｦｩＧ｜Ｚ に求めて爪る。事業後算が ￭ｬ Ｉ Ｍ 千＿に於て議決されて後政府に封して起債認可の Ｑ Ｑｾ 請を

nすのであるが、 Ｉ｜二つ ＩｫｾＨｪＧｬ 事業内零の検討が ｉ 波事 ｾＧｾ Ｚ ｕ 労 Ｇｦ 了脱に於て行はれ共認可営経 ｦ こる

後ＩＨ磁 γ｛ に於てＡｊＮＡに ｉｾ ｽ び寺 ｦ ｾ ｾｉｾ 内存の審 ｦｆ を ＺＧￜ はれる。斯くして大蔵行の起ｦ￬Ｇ｜Ｚ認可を得る迄

に ｨ ｾ ｻ も ｙ ｩ ｬＮ 純 なる若手 ｊＧｾｾ こ於てきヘノ ｩｴ 年以トー を要し て お ［ｬｾ に依りで は年飴金要するもの もある。

侍持機闘に於ては rl i千? に於りる} 象'!;r の議1}.とに依って事務庁!-fJ1 : { e 樹つるのであるが起債認可

の遅延の行めに所要事務党政 ｲｲ の内 ｾ Ｑ ， ｊ ヵＺ件られす事 ｲ Ｓｦｊ Ｍ ＧＨの ん註ＮＰ Ｑ｜ に ｬ 列 車 ｦｉ を米す事が多 い、 或

は叉他の事業事防費ｻｦＺｬ ｬ え梓へてぷ ｾ ｉ を完了し＿ことしても起債認可辺延のｦＮｴめ ｬ こ 工事に岩手

する事力 ［ｉｉ Ｇ ，ｾ Ｈ十 ｊｱＺ ｮ に於て事務教を主究する事法しきものがある。

Ｚ Ａ ｾ 二は建築事業は 他 局の委託事業である事である。 Ｍ ｦｬＮ 市 千＿に於て議決され Ｗ こる事業後

3; 7 = であっても事業計32の初11' ¥11迄決定 し? こる ものでなく 、昔給機闘に釘す る多〈の建築7象拡

執行の委託は形式ばかりで設， Ｇ｜ Ｍ Ｑ の ｩｚ 施に際して委託Ｚｦ，Ｚｾｾ局とのＺｦￍￎＢ簡の反援に多〈の時日を

11( し漸 U! ; 本，j l

遅延等をも作ひ之等のMけ刻き }'nii が建築事業経位・の困刻々 倍加する。

第二は市 の昔話; 事業の特質と して共事業は多数のノj 、梯慎工事の累積で司ある事である。此

9 x  



FI t の工事に要する設計監将費は大規模の建築を !jl ( 扱ょ、場合に比し て高 率に昇る事は否み得

ぎる事である。市の皆結事業は如何にl ' ド蚊の多きものであるか 、又如( nJ にノj 、分 岐 の 工 事 が

仰! として東京市 に於げる i昭和 l十年度の立記引こ徴して児ゃ う。多きものであるか 、

工事Iq 邸宅、金線(!l lll"!( 工事規模

4. 589. 065悶47 5  [I j': ;間以 i二

1. 110. 437[11J 48  I，'I!; inl 以ヒ

324.. 724附318 1，' 勾関以ド

即ち工事総 ｩ Ｇ ｉ Ｚｾ 投 Ｔ Ｑ Ｓ の ｾ Ｑ Ｑ Ｗ 割強はＷ｛ＧＮ均 Ｑ ＰＰ Ｐ 悶の工事である。

ｊ共 七 四は ｔ司而市 ｨ打 ｩ の Ｑｩ皆Ｚ皆岩 Ｑな ｊ ‘建築工 主事 ＢＧ ＺＧ Ｑ拶執 ｾｬ 行は ｔ而 ｉ ｩ ｦ ｾ街勾土地也建 Ｒ築 奈物法に ｦ似依 ｴ火〈る地方行政 ￎ ハ， Ｑｬ

ある 。此 の Ｑ蛇［立 ｅ ，作行 ｅ昨｛住守色Ｎに Ｓ封 ｊ して建築認 Ｑ可可をを＿車杭 Ｑ主Ｚる ｔ行［ｾめの手有許 ｩ＿Ｍ 穎の整備 ＱＱＮ 詔忍 ｬ 可汀Ｍをを ｾｦ 得与る迄の時 円 の Ｒ技 ｴ 洋泊 j  

及び工事施行 中 の監作行臨検の打合せ等に ｈｾ l) i li の借料機l姻は多〈の' 1n労を負指しなげれ

ばならぬ ｯ 凡 引 ｬｩ は Ｔ ｾ のＧ野純Ｇｪ［Ｚ ｊｾ を，ｾｾむに常り ｼ 司己の者 ｉ ｬ ￯ｬｩ の ｨＧ ，｜築の ｲｾ めに建築物法の令 ｬｩ ，立 ｬ

する 円 的に副はん事をｾ ［ｪｦ ｩ よ、は Ｇ 日然てーあって而も大都 市 に於ける Ｇ［［ＮｾＪ￬ Ｈ，Ｚ機刷は共職立を 君 主す ｮ

めに古賀せる能力を備ふるものである。既に行「憾の営む建築工事は建築物法地方5124刊憾の

話 可 を 必要 とせきずる悦例を設けある ltl

工事に釘 し ては行肢と同様の Ａ｛ｩｬ 微を η す 可 きは Ｇｊｉ 然の Ｚ＼｝ｩＮ であると ｽｾ ，｟，ｓ 、 。

率上じ費務事

Tl i に於け る替絡事業の性質はtI U-.の記述に依って大要を |リj示 し得? こと 1よu、。此事業主? 杭

倍するに市 りて工事の粍iff 化 石" ，余liiJ Iす可きはお然であるが同開建築の制裕化に行くりて此円

が ｪ を ｩｬｩ 成し得るであらう。此事は叉事務ブ ｊ を＿能率化する事にも合致する口墜校 市 場ｾ役 所

街頭便所等共他の建築にして工事の全部又は一 部に規俗統ー を探月i し得るもの市の営誼物

に多数に干r- ずf: する。然乍ら叉ー!て迷せる如き 市 J皆jij 号事業の特質は共経営にI T i

であって事務能率の ｩ￟ｫ の低めに各般の考慮を捌 Ｑ ょ、にもｻ系ら十所要事務 ｱｾ は工事 究 に比 し

てf副委EにJ -.るものである 。 jltl 長に又東京 di に於ける lt 例に依って工事政に到する事務先制

を汁品1-1
1

，して ;ι ゃ う。

此Ａ怠に Ｇ ｊ ＧｦＮ ｦ タ Ｑ ＱＨ とｦ￭ｩｽするものは人 ｩＧｬＧ Ｑ Ｑ ｣ と物 ｩ Ａｪ ＺＮＱ ｾ の線、 υｼ である ｯ

昭和 I六年度以降ート・年度に烹る建築工事1
1

む敢に事務持決算訓

司王rw{' ( 工事1'( 比 五訳事務 i'{工事費村要t

0. 081  ト227.486阿15. 247. 208閲y'( 
一 般 建 築( 1)  

0. 030 450.030回15. 502.023間小製校建築補助 y'(( 2)  

0.240  317. 389阿1.325.850阿!'{ 
山

門4交市( 3)  

此 次 に 於 て ( 1  Ｉの一 般 建築 技 と 糾 するものは工事 ｩＮＱ ｾ の 比 叡に 依 って事務 Ｑ ｦｬ 象ｾ ｾ Ｈ を 編 成

しにる Ｇ ｊ 訪日 ｴ である ｯ 此 比 率は強 Ｓ ｊ＿ ｾ に於て Ｕ Ｅ と 定めら れ にものであるが 昭和 ｬ 十 二年度 以

1 0  x  



降よ ｬ ま Ｖ Ｅ に 哨 制さ れ て照る。 Ｈ Ｒ Ｉ の 小 皐校建築制 Ｉ ｪ｝ ＩＩ Ｑｾ e 糾す るは東京市に於て は'1、製佼

建築工事 ｬ こ限り Ｍ ､ｩ 建築課 に 於て工事の設計ーを局し工事費を匿に柿給 し 匿に於て工事の ｦｦ ｾＧＺＭ 負

契約事務及び監作を1 . . 1 すのであってT!i の建築課の事務は工事の設計とw ; : に於で営むT 事の

統括的』直行を合す丈でゐる。此lK務先は像' 1 ; i. に於て工事伐の 3% e 定めら れ?こものであ る

が昭和1十三年度以降 3. 5% に増制して鼎る。 ( 3) の市役所伐と郁するは事務費7象慌を十|九ま

ざる小工事の総1.;1!ーであって此開の工事は建築課の経常司王務費珠算に依って竿: . EHして昂る。

建築謀の杭常事務は工事をf I : は 5 るものもあるので陥って此虞に現はる〉事務費の比率は

/f ｾ＠ H  ｬ Ｇ ，Ｚｾ ［ に高率に ー ｼ てって居るのである 。

此衣 ｬ こ於てＨりの事務代の後Ｚｴ￬Ｚは Ｕ Ｅ である。之は工事 ＺＱｾ に劃して Ｗ ＶＲ ， ＳＶＰ 闘に 相 訴す

るo ｬＡｐ ち Ｇｬｖ ｴＡ ￬ し＿こる Ｇ ｊｈ ぢ Ｑ ｾ 1，227，486闘との義制 465，126[日lはλ が1年度に J i り平均一箇年

ＷＷ ， ＵＲ Ｑ 問先 Ｑ 象ｴ［ ｱ こ比 し て 不 足を米して ＩＷ ｾ Ｇ るのである ｯ i'!iiし て年度事業費の決算に於て1 I t 不

足は Ｍ Ｑｾｩ｜ 事業 一 像 ｗ Ｍ￡ＺＧ民 ｊ ｉ ＧＺ しでじ Ｇ ｊ ｕｾ より事務 先 に似林へてえ Ｚ 妙 ｩ し 一 台 Ｑ ｜ は事務 貨 を Ｎ ｫｾ ｪＺ ニの間

後年度に繰越して虫色ＮＱＧ ＱＱＡＮ してｽ， ， ｾ ，るのである。今若し此の事務伎の比率を Ｖ Ｅ に［ 増額 すると Ｑ Ｑ ｕ

Ｑ せば事務 先 徐 ＧｾｲＨ ま Ｙ Ｑ Ｔ ， ＵＵＲ 瓜悶Ａにに 相 Ｇ Ｑ Ｑ市 ［Ｑｉｻｴ ［ し Ｑ沈 ｴ抑れ 泊寺判司事手訂 ｉ務方針 ｪ 代 ｴ との宗発主頒 Ｓ引 Ｑ Ｒ ， Ｙ句 ＳＴ 岡と成り此 一 ｐ ＧＺ折何 Ｗｴ 刈 Ｑｴ計 ［司 ｩ 年
Ｓ 千ｆＭ三 均

イ小、;是邑制[は立5兄2，1円55悶と 1成皮る 。此イ小、足制を伝?外車:fY:

るとし T仁こブ
T
な4 らば t好始f合i めてt

杭，笠
E皆力が;_b民Jl J，:外生iι之する; 凡正込みカが; 勺与ユ:i/_立工つので dあbる。車:!ii ｾｬ＠

均う臼2，89兜8同であるものを 105，053闘に士待相すればよいのである。 ( 肉に昭和十二年度に於り

る建築諜の市役所絞常事待先は89，551聞に増額されて肘る)

以 上 の ｾｕｑ 綴に於て小撃佼建築制山 ＱＩＺＯ ＧＨ の事務 技 士的資には綱れなかっ ｔ こが 昭和十 ご年度以降

の小墜校建築は木造建築が多いのでよに要する事務先は従米の如〈餓筋コンク リート 浩 建

築の多かつに場合に比して常然檎んす可きものと見 fこからである。

市曽繕機関事務費強算編成方針

大有淵 ＺＯ｜Ｑ｜ 甘 ｜ｔ 市打 に於 ｖげ＿る ｊ 侍持 ｴ結結 Ｒ許 Ｍ 機刷の て事お ｩＺ Ｚｘｾ去来和杭 ，ｾｾ包 ｩｅＺ 管の方法は Ｔ弁 宇 ｭ附 ｜Ｑ バ山 Ａ ｩ メ犬とれぞれ ｚ 事 Ｓお詐詐判 ￬ＺＧ什Ｍヘ ｾ Ｇ ｉ山 ｬ

づ余 ｲ矢、モ＿の考 ｦ祭元に依 れ ば苧常 Ｚ ｉ訓 ｉＧｬ瑚 Ｇｬｬ 日 Ａ τ 市 ｬ ｈ 務労をを［Ｍｾ Ｎ蛾 ｚλ 太 ［ する車事Ｎに依りて，とカが［↑恒包久 ｦ的 ｬ 内句写事手 Ｑ務芳機倒である事の性質主を＿強

め之 にＨ Ｑｊ依 ｴ火 ｩ つ て 経 常 事務 抗 をを ［ＭＱ 地位得し五 日 に ｾｦｊＧａ ｾ に約する事務 Ｑ ｾ の 比 率を高めて臨時事務 質 の

輸 大を 計 り斯 〈 して先つ事 ｦｾ 年 ｪｮ 象 Ｑ＿Ｚ の安宅Ｍ￡ＺＧＱ￭Ｇｻｬ［ｦみとする方主 ｼ ーを樹つ可きであると 思 五、。

掌珂1事務の繍λ; に相! 在する事務の ーは建築物の W. f l ! ! . である。大都市に 於り る建築物の

.財産はE
額 に達 するものであってJ k ・京1Ii に於げる |昭和|十一年度調貨に 依れば 建築物而杭

2，707，530平米偵絡 109，045，996闘である。之等常時の作J } I 1. に釘 し技術的考き誌を 力Hよ、る 事 tこ

依 っ て建 築 物 の ｦｾｻ 長 年以の延長ＺＭ￡ＺＧ期 す る事は本易である。殊 に建 築 物の附帯 設 備 は 建 築 物

Ｑｴ ｩ 絡 の 内約 ＲＵ Ｅ に速 す るものである力［ｾ ｾ 色 Ｚ ｊＺｊＡ｟ｾ ｊｩ ｊ に釘 し て ｱ Ｇ ， �Ｎ に技 術的考 祭を 必 要 とするも

のであ り之に依ってm川の純情的効果 を高め設備の保存年以の延長 を期する 事叉容易であ

る。 向他 の 相臆 する事務は 建 築 物 に 附属する ｾ ｴ 兵等の設 計 及共管 理である 。 近代的 事務ｾ ［

1  1  x  



理法に準じて之等のものは科接的にして且つ技術的なる考絡を必要とするものであり之等

の事務は皆結機組の分: 引こ属せしなるに最も相肱しきものである。

i  ｉｪ に於て皆絡事主の設 ｾ Ｍ ｉ ＧＡｩｧ ｲＺＯｻ 干に 要 する事務貨の工事 Ｚｊｾ に到する比京は ｊｬ 之小値そ Ｖ Ｅ とし

なりればならぬ。余は* 京 dj に於ける過去のl 'r紡より見てJl: J [ しきをいすe るものであるが

又 Ｉ Ｉｉｊ に建築工事以外の こ ＱＺ 木工事じ於 て ｊ ｊｾ こ ｲ ｬ ｊ 予が 建 築の立 ｮ く Ｚｩ ｬ Ａ［ ＭＮＺｴＺＺｴ｟ユＺ Ｇ ｝ｦに附せ らるＧＢ i lj の事業

の場介に之を要する事務貨を 6JGとして起債認可を得て) ; r ，' る多くの tli: 例全会I1るものであ

る。一般 l こJ :木工事に比して建築工事は多くの事fヲJ i:'t: 裂 する ::: hはm司会 f夫? こないであら

う口斯かる lt 例より見るも建築事業に於げる事務 JI(_ の比率を 6 %以 上とする事の至抗なる

を? 信す' るものである 。昭 和 卜 てイl' 九月

x  t  2  



建 築 士 乞 官 房 長 建 築 技 術 者

堀 越 夏目

lJ1築 L 法 lこ就い て論令る には 、建 築 ー上法案が現在如 何 になって居 るかを ): 11 らなげればな

らない。建 築 二1:法認さが辿築 界に/1'，現 し てから 、殆ど十徐 年の成 月を経過 し て居 る 。 共の11，¥]

にjli J :台の!l 犬去しの経 fじするに辿れて、建築 工l 法案も著し〈 謎 化 を してボTこのであ る。

位l:¥l か ら は れ ば 建築ゴー法 といへば日本主主築 1: 合 の専買のや うに思はれ て、建築士法は-

I 不挫 の もののや うに考 へ られ居 るが、現 在 に於ては 、建築 士 法案 は 日本建築士合 が主 11日

し て居る ｾｾ ｄ 善的な法案であると ｟ｬ，ｴＡ， る こと は ｉ Ｍ ｉ Ｇ， ｾＨな いし 、 ｹＮ｟十 年 一 日 の如 ＼ /"jー の 醤案 に 固

執 して 居 る ものでは1n円 、 市 に 時勢 に! 色じ進歩改訂せ られ て 居 るのである。 今簡 翠に建築

士法 案の現 ず1: まで の経過を記述 し て比 ゃ う。

建築 士法 1Iil ];主は 円本建築土合 が創 立以外七から提111 '，して居る重要問題であって 、共 の法 案

に就 い ては終始 不 断 ｬ 二 割五研究を 行 って 、 屡々 Ｑ 改訂全力 ｊｉ へて完Ｑｩｉｬ￬ｾｾ回 し、 現に定案を 保 持

しつつ も、1f，i ほ研ラ目どを和行しつつあ るのである o y. _ 共の ;j，I]定 期 成 運動 と し ては 、常に輿 論

を＿動 かし て政界の ｾ ｉｊｉ 併を 求 め 、 既 に 干 行 凶議 併に 於ては次の如き経 過 を甑はして 居る 。

帯 園議 曾に於ける建誕士法に閲する請願・建議案立立法案の経過一覧

第 五 十 議 令 大 正 14 101三 3 月 建築士法制定 に附する 建議案衆政院に於て可決兎i過

第五十一議合 大 jF 15 {Io 3 月 同窓議案衆議院に l二陸せら る但し遊説に及ば守して議合間合

第五十二議合 昭 和 2 !.ド 3 月 同進議案衆議院に於で可決' i l l l 過、同議際交族院に於て採探せら る

第五十三談合 昭 和 2 年 5 月

Ｈｾｩｪ 缶詰合〉
提出なし

第五卜四議合 H召府] 3!.1二 1)1解散 拠出なし

第五十五議合 昭和 311三 4月、5月 提出なし

(if:，¥J!寺i昂合)

第五十六議令 昭 和 4 10ド3 月 法築士法案( 談員提出〕衆議院に於て可決主主; 晶、貴族院に回問団IJ

¥1議合i羽合

第五十七議令 昭和 5 !.I' 1  )l 解散 法案提:P1 なし

第五十八議合 昭和 5 !.j-' 4月、 5月 法案提出なし

( 臨耳部品合〉

第五ー卜九議合 昭 和 6 /，ド 3 月
建築設計監督士法案〔議員提出〕衆議院に於て委員付託審議未了

の{ 蒜議合胡合

第 六 1- 議 令 昭和 7 10ドl 月解散 法案提 1

1

1
1

，なし

ｾｾ ｾ Ｏ、 十 一議令昭 和 Ｗ 1. 1ム 3 )] 法案提 ，Ｇ｜ｾ なし
ｃｾ 斜 ｩ 年ｍ，合 ｪ

第六卜二談合 昭 和 7 1. 1三 6 Jl 

ｃｾＺ ｩｦ，崎由合Ｉ
法案提出なし

先"フ叶ー三百花令 昭和 7 !. ド 旬 、9月 法案提 ｈｾ なし
Ｈｾｉ ｉＮ｜滋合 ｊ

第六 卜凶議合 昭 和 Ｘ ＡＮ ｦ ｾ 2 )1 
建築士法案( 議員拠出〉衆議院に於て委員 i.j 託議誠永了の彼議合

間合

1 3  x  



第六トヨ ￭｟ｾ 五 合 昭 和1 9 イ1'. 3 )J  

第六〈臨十崎民六高合議}令 昭 和9.1，ドI I刀- 12)J  

第六十七議合 昭 和 10 1，1三 2 刀

第六 仁八日高令 昭 和 11イド 1)J 解散

第六十j し議令 昭 和 11 年 5 )J  

第 七 卜総 合 日召平fI 12  { I'. 3  ) J  

述築士 ｊ 上 ･ 員三Ｈ議員提 ｾ ｉ ｜Ｉ 衆［為院に於て可決ｊￏＡￍ過 、 貴族院に於 ｴ 砕

かl委員に H託せらる伺し審議に災ぱす' して議令l羽合

?と家主主nllなし

建築士法案Ｈ議員従ＺＱＧ，Ｉ衆議院に於て委 員 Ａ、 ｊ Ｂ 託議議未 了 の ￭ｳｦｾ 議 ｦｲ
ｉ ｾ 守￝Ｂ ￬

法案提H'.なし

法案占 ｾ ｮｬ Ｎ なし

建築ーと法案( 議員従: 1' ，) 衆議院に j冷て委JユH託、同委J Hj "W，:池

;品 以 1二

大 11: 14年 3 J-J抗li + JAf "i に於て初 めて住築1 : 法 ':! il JA に闘 す る佳 品 束 力Z米 議|民営通 過 す る

に先 立つて 、 日本位 築 Ｑ Ｚ 併は ｾ ｬ Ｚ の 年 の Ｒ ＩＭＱ に建 築 ｩ 法案 を， Ｇ，Ｚ 来して 、 一 般住 築附 係 者に能

不し て 、 ｾ ｴ の ぷｽＮｉ， を＿ オえ め に のであ る 。 よ れは Ｍ Ｎｊｩ 米議ｼむ と ｲｩｪ 主 ｌＱ を動かして 、 えｾ 議案提 川 をｾｾ

［ｬ ｬ ｪ す る と ｉ ，ｾ 時 に 、 他 Ｉ ｪ に於て えｾ 築外のイ ｻ 識 ＱＱ の ｮｊｊＩ ｊ を件ん が ＱＱ めであっ Ｑ］ 。

之 れが建 築 ー Ｑ Ｚ 法 案 が 我が ｩｬｬ 築界への 例比 参であっ Ｑ ］ 。従って ｪ 併 以に於げる反響Ａは ｾ Ｑ ＱＧ ， Ｚ Ｚ Ｚ Ｂ 大

なるもの で あっ fこ。辿 築 家111，1人に到しては砧築 製 合1Ul ( こ991iUJ. 護 法、1"1答 数573i呂、 内貨

の 分551辺 、否 の 分 12iuJ. ，J  ｾ の Ｑ 也 の分 ＱＰ 泊と し 寸 、 結県で 、 数千的 ｴ こ比 れ ば 賛成｟ｦ￭Ｇが総別多

数 で あ る や うに比 える が 、止必必r; 築』胤' 1-のl t甘l'

でも ｩ述 主し て 肘 らな か つ ｦ七こと 』比 ｌ ら れる［欣 ｼ伏た ｦ 勢 ｚ秀 ｌ に ｻｉＺつ に のである。此の 時 代には迎築 ｉ ｾ の職業』

米 ピ 微 々 ＿ こるもので 、 主 主 築 Ｑ Ｚ の 人 蚊も少な し 一般のＮｦ ｬ ｾ ＮｬｦｊＧ Ｈ t  ＱＡ｜ ｾ＠ ｾ 、 上に 日 本建 築士併は ｩｬｬ ｾ 来

事 併から 飛 び11'， し?こ反逆 11'のや うに，目、は れ る科ーで 、五Jt 築 界 からは Il II 民間されて日 つ にので

ある か ら多 〈のill 築家は思k殺 の. ｾ＠ .  Ｎｬこ尺 ｬ ｊ の ，む を＿放 し て Ｉ ，Ｑ ＺＧ Ｑ こ と ＱＱｲｩ ふて差［ｫｾよ い のであっ ＿ こ。

勿 ｬ 治此 の 法案 とても制 作研 究を ｴ 下 ね Ｇ Ｑ 民 Ｇｆｴ こ ｾ ｜ Ｇ ｌＮ 奈され＿こも のではあっ ＿こ が 、 Ｈｉｉｓ せ よ我陣 ｼ で 辿

築 ! の 業 務が 護法 しkf iめて、米 Tご円のJ主い時代 であっ Tこから 、後 から 比 ては f，'，J ｻま多 く の ｾ ｱ ｬ

!1l Ji そ有 し て居つにこ とは己むを件な い所 であら う。

此 の 運動と 議 令 tこ於ける 建議 案 の 通 過 tこ刺戟されて 、建 築 準 作 で ti 、 )(I L: 1  4年 3)-1に「主li

築 上法案調作ニ MMス;t..- Q'，i5JIJ 委L l 併J ｻｴ＾創設 して ｩｖ ， ｉ ， Ｑ Ｑ ｾ 研究を Ｑ｜Ｚ Ｇ ｈｦ ￬ し ＿ このであるが 、 北時 の えｲ［

築 界 の 情 勢 に抑 さ れ て 、 特 に ｉｉｉｊ Ｚｬｩｪを Ｑｦｊｉ ｗ と する こ とな しに Ｔ 年のふｾ ｆｬ が経 過し て し まっ＿こ。

時 は 昭和 ＱＴ 年 Ｓ 月 、 え ｾ築 Ｑ Ｚ 法 案はみ Ｇ ｩ 五 十 六議併に於て， ｜［ｾｦ 刊を 川 の が ｾｦ ｩＧ 従として 初 めて衆議

院 を通過 し 1: のである。 此に 雫って建 築ー1:法 案はn. 髄ie'j の法 11' 楽と して定 形 を 執 ，) ，i'rっ

て一 日本位築 1: の私 案であっ ?こものが、:，' ，:法 I(J tこ現 はれに法案 となっ ?このであるから 、ill

築 界 に 於 け る間 引 も肉'i る大であ っ?こ。

此 ｬ こ於て往 築空晃子＿は ｫ ｾ 、 ＱＱ｜ Ｑ 休 ＱＱ 民してＩ， ｉ ｾ Ｎ つ ＱＺ ￞ ｩＱ 併を起 し て 、 ｈ 討，ＨＺＯｬ Ｔ ＡＭ ド ＳＩ｝ 以＿ｪ Ｈ ｾ ｽ ぴ位 築 Ｑ Ｚ

法 案Ｍの 検討 を ｉｊ Ｚ ｊ ｾｦ ￬ して 、 ｉ ， ［ ｊ 年 Ｙ ハ に 至って 悲 築墜合 ｩｌＺ 奈の ｩｬｬ 築 ｬ ［ 法案を ｾ ｦｈ _! -.げ にの で あ

る 。 Ｔ ｾ れ は何と Ｎ ｪ ｾ の年の イ ｾ Ｎ ＧｩＺｦｾ｝ｊＺ 十 六 ｾ［ｴｴ Ｇｲで衆議院を泊 過し＿ こ えｾ 築 Ｎ ＱＺ 法 案 ＱＧ Ｑ Ｇ の 「 往 築 ｉ Ｚｊ な

る 柄 引 ｾｫ を「 建 築設 ｾ Ｇ ｉ 日立ＧｬＧｦ 1: J と改めに丈りのものであっ? こ。辿築磨子? と しては仰 l寺米議院

に於て石[ と決 し に 法f i' 柴 の 内各 を1淳司j' す るの; むに 川 ?このであるロ 而 し て此 の法案 は 米 議 院

議 ＨＱＱＩｻ Ｚ Ａｬ Ｇ ， のものであることは［ｩｉＧ ｊ ｊ 、 迄もカ｜ ｾい が 、 ｊ ｾ れは ｊ ｬ ｸ り も ｬＡＧｩ Ｑ まさすＮ [ 1イ記述築 1. 令 /J; .，'( ! i
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し支持し米つにものに他ならな いのである。

そ こで、 日本建築士合も建築撃合主歩調をー にするの立を以て 、従米の「建築士」とい

ふ稿抗告? 改めて「建築設計監任τI: J と替え 、主主に期せす・して 、建築墜合 主日本建築土台と

が同ーの「建築設計昨日土」法案を支持するに五つ Tこのである。

J うち此の時に初めて 、 「建築設計監 ヨ 仔」 τ ｌ 法案は我がｾ 築界の総 立を以て支持、されに Ｉ Ｑ 安

否＿隠る ｬ 二五つ ｦ こ のである。然し之は民際は Ｉｉ Ｇ￞式丈げに留まって 、 買良 Ｎ に建築 ｊ界早の知識ををｾ }九嶋L鳴鳥め

て審議検討討. しT仁こキ私討1J叫1

ぎな いと 見るのが至首でめつ? 仁こ。

越えて昭和 9 年 3 月建築士法奈は第六十五議合に於て I存度衆議院を通過しに。之よ り先

き、昭和18 年以米内務常局に於ては建築士法案の屡々議令に提11'，され、然かも - e皮 び 衆

議 l民営通過し ?こことに鑑 み 、/ ，，" ] 法案の内容を検討するの7むを 以て 、数次日本建築士合の委

ｈ の意 見 ぞ徴することがあっ ＱＺ 。此の機合に日本建築土合の委員は ＱＱＱ ・ 局の芯 ｴ ｦｾ［ ｾ を諒〈こと

ｻｴＧ得ると同時に 、 在ｾＨの法案 ｴ こ著しい快陥のイがすることを指摘され 、 主大なる改正 Ｑ ・ｻｴＧ必要

とするこ e { t ' 護兄し? こ。

そこで児に銑 ｾＰＺ ｗ 司奈研究の結果 、 ｉｉｦｪ ＮｦＯｬ 11 年 11 月 6 日改訂せる立案を得て、之守護必し? こ

のである。此の法案こそは昭和 12年第七十議併に舵11'，され米議院に於て委f H 七if:、/， iJ委 H

(.1にて可決通過、; 符に衆議院を通過せんとする時、;R31;? の政情による解散 lこよって、日ーし

くも審議未了となり果てfこ最新の建築士法案である。

以 k はノト日迄での建築士法改ミの経過である口今日; 築一1: 法案を挑んで 、'f rnti ¥建築技術者 と

建 築 士 主建築副賞業 との闘係を述べるに常ては、此の最新の主主築士法案、民月 昭和 12年 3

月 第七十議合に於て 、衆議院議[ 1 から提11¥されTこ法fl1 : 案に綴って之を論じなげればならな

い。故tこ読者諸賢には新しい法案全一読されに上、此 のノj 、論告? 読んで頂き度いのである。

( ，日本建築てI:j n百平1112年 7月蹴参! ! の

此彪には使宜のｦＮｴめ建築 Ｑ Ｚ 法案 ｉｾ ｾ 本論に必 要な る篠 ｲ 頁丈りを＿次に抜草する。

建築士法案

第七線 建築士ノ、誠錠公正二 Jt ノ業務ヲ行 7 へジ

第八 保 建築士ノ、 ｊ ｴ ノ業務］倒シ委強者以外ノ Ｚ 者ヨ リ ｒ ｬＱ興 ｪｾ ノ イ也 Ｏ 利鎌 ヲ 受クノ レ コ ト ヲ得ス

第九鱗建築士ノ、自ラ左ノ管業ヲ匁 ν 又ノ、左ノ管業ヲ角ス者ノ使用人タル コト ヲ得ス

一 建築土木= 除J スル諸質業

ニ 建築材料= 閥スル商工業

三土地家屋= 側スル代理署長

第 卜三僚 主主築士火ノ、建築士タリジ者共 ノ業務上知得タルzJ: f . 1 J l ニシテ委猶者二必要ナル秘術 7

放ナク漏i I ! ! : シ IJ. J レト キノ、六月以ド ノ懲役叉ノ、千閲以ド ノ罰金 二彪ス

首 ｬ￭ｊ ｾ 頁 ノ 界 ノ 、 告訴ヲ待テ之 Ｗ 論ス
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第七僚 建 築士の業主立と しての建築の設計監'1王には誠氏公 正の将!j' lil l
l
がJJI 要 であることを

定め? こものである。

建 築士の業務に於ては 、 建築主より建築工事に ｉｾ 討する材料 、 労力等の選揮 、 検官 、 』 ｊＲＴ ・ ｆ

に到して委任される 多 〈の 事｝貨を合んで居るから 、 之れに日つては ｉｾｍ 係有からＡｬ ｾｲ 興共の他

の 利 主 主主＿受けることの不岱は ｭｾ ｊ ｪ 、迄もない。第 Ｘ 僚 は之れを正 し〈 行ふべき こ とをえＺめに

ものである。

第 Ｙ 僚に怒り ＧＱ こ管業にｾＯｴ ｊ 係することは 、建 築士の業務を公正に 行 ｩ 、 に支 ｾｩＺＢｾ ＮＡＺＱ 三じ幼す く

且つ業務を公正に行ふことｾ表明する こ とが不可能となるから 、 之を主 ｴ 築 て Ｑ Ｚ 一 般に祭 ＱＱＺ す

るのである。

建築土は業務上 、 主 ｴ 築のえ ｴ 築食道に ｉ ｾ ｍ し、 設， ｮ に ｼ 刺 し、 ｘ 斗 Ｚｊ ｦｦ 象 Ｚｊ［ Ｇ ｩｾ ｾＧ に防 ｪ しｬ｝ｽ［築｟￬ ミ の ｔ こ

めにｾ Ｎ ｾの ｦｾ ， 衝を 品主斗エすべき多くのＺ［ｊＧｪＺ ｊ 貨をｾ ｊ ｉ ｩｬＮ Ｑｾ え よ、 ｯ ｾｬ Ｎ Ｇｾ トーに別し て 部 Ｑ ＳＱＱ 昨 ｩ ｾこ ｊｪｾ｜ て不足 、特ＱＧ￬ Ｑｩｬ｜ ￭ 史の Ｓ ｩＺ

を史め? このである。

建築士法案には、主主築 二 Ｑ Ｚ の資絡に Ｑｾ ｴＮ ｊ す る事項 、 主主築 ｼ ーの樺利及び義務に闘する ｾ ｆ Ｎ｣ｾが制

定されて居る。 市して此 の法案の ｊ え礎を成すものは 、ｩＩｊ［ 築 Ｑ Ｚ が建 築 の設 ｾ ｩ ＭｪＭｾＺＦｩ杯全 ｮ すぷ ｊ 努

力 Ｇ Ｑ｜Ｇ陪の建築技術者が建 築 の設計目立作をｾｾす職務と全＼ ｉＧￎｊ ー であると詐 ｵ 、 ｲ ｾ￭ から Ｑ Ｎ Ｑ｜ 殻して

居る。或は全〈同一 で あると いふことは少し く強く 言 ひ過ぎるかも如lれな いが、IIi J様であ

る とい よ、こ主 は認められるであろう。而して全 〈同一 で あることが望ま しい のである 。

Ｇￎ Ｚ Ｎ 公雌の建築技術有力［建 築 の設 ｒ Ｍ ｉ Ｇ Ｎ ｾｴｾ ＯＱ 千を行ょ 、 場介には 、 Ｍ Ｍｦｩｬ Ｚ，Ｈ 行公Ｊのｾ ｦｬＮ 務紀 Ｑ ＱＡ Ｚ ｾこ従って

肘るが局めに、 ｊｾ の ｉ 誠氏公 Ｑ Ｑ 三 、 日Ａ＿朕潔 ￍｉ が ｻぷ 殺され 、 又之れ干 ｻるが行 めに 行公 ｎ Ｚｾ Ｈ で は共の

*01を信任することカ ql' ，似るのである。

行吏服務紀千1 ' :1いに は弐の1条項がある 。

第一線 凡ソ官支ノ、天皇陛|、及天皇陛 1; Ｏ政府 ユ謝シ 忠 Ｇ ， ｗ ｩ 勤 勉ヲ ー Ｑ Ｂ ト シ法 律 命令 ニ 従ヒ各 ｾ ｴ 職務

ヲ君主スへシ

第 四 係 官吏ノ、己/ 職 務 ユ 閥 スル ト又 ノ、イ也 ノ官支ヨ リIJ[ I失nシタノレトヲ 1mノ、ス官ノ 機砕; ヲ苦言洩スル

コトヲ禁スJ t 織 ヲ港ク後 ニ於テモ亦同政トス ( 後略〉

第 五 係 官吏ノ、な ］職 務 Ｑ ＭＰ 永を まノ女脊ヲ ｾｈ 係 人 ニ漏 示 スルコ ト ヲ 主 主 ス

第 八 係 官吏ノ、本 嵐長 官 ノ討 'IJ '7 ｩ やし こ 当 Ｑ ・世レノ、 ＺＱ Ａ ［職 務 ］附 ν Ａ 也、 労 久 ノ、謝 ［ 接 又 ノ、 ｍ ｾ キノ 名花 ヲ以

テスルモ直接 ト|百円安 トヲFrUノ、ス総テ他人 ノatt i立ヲ受 クルコト '7:j !トス ( 後略〉

第 卜一係 官吏 対 ー ニ ｾ ｴ 家 族 ノ 、 不嵐長 官ノ 許 ｰ ｊ ヲ ｱｾ� }レニゴドガレノ、直接 ト附扱 トヲ問ノ、ス ifli %f '7 tl- ム

コトヲ H十ス

又 Ｑ ，正 ｊ 際 ｾｌ ｩ 服務品目 ｉＡ Ｚ には Ｚ］ｊ Ｈ の如〈主じ め られである 。

x  1 6  

第 一僚 がf収支員ノ、法令= 従ヒ忠、t Z=J Cノ職務ヲ 溢ス ヘシ ( 後関与〉

第 三保 所f阪支員ノ、紙、 テ公務 = 附 スル機符ヲ材、 こ漏洩 シヌ、ノ、永 後 n lHI :i; ' ノ、女; 1?7 ギl、= 漏ぷ スル

コトヲ件ス ;! t ノ職? 渇クノ後 二j冷テモ亦同シ 〈後 略〉

第 五線 ＯＨ Ｎ ｦＢ 孫吏員ノ、［Ａｴ ノ 職 翌 年こ日目シ直拶 ト 間接トＧＷ Ｑ 刊 ｪ ノ 、ス 自己ＭＦノ 、 ｊ ｴ ノイ也 ノ モ ノノ Ｉｾ =- ｕ ｉＱ 輿ｾ ｾ /  



{ 也ノ利主主ヲ供給七シムルノ約束ヲ角スコ トヲ件ス

l(.f懸吏 員ノ、指輝監 E子者/ ; 許可ヲ受タル二非サレノ、 J U議f f l - =- i#1シ 直 接 ト間接 トヲ問 ハ ス 自

己若ノ、共ノイ也ノモノノ銭二 ｾｦｲ 央久ーノイ也ノ利主主ヲ受タルコトヲ件ス

第 七 保 有 給 ノ 府 阪 支 良 ノ、指七時ζ 任 者 ノ 許 可 7 '受クルユ非サレハ倍、' 3 A ヲ銭 γ 若ノ、家族ヲシテ倍業

ヲ 然 サ シ メ ス ハ給料若ノ、報酬ヲ受タへキ他ノゴr. ｾ 務ヲ行 Ｗ コト ＷＱｾ ｩＺス

￯ ｬｩ ｬｬ ｬｦ 十 ｊ 吏員服務紀行 ｉ に も ［ｩ ｦ ￬ どよれと ｈ 様のｾｽｾＩじがある。

又行公吏は公務L1 として刑法の「日職 ノ罪」に従はなげればならな L、o -)[-IJ 法 r-i'aJ 肱ノ

ｾｩｕ の草には次の規定がある。

1行，

第百九十七{ 傑 公務員 叉 ノ、 ｎＧ 裁人 ￟ｾ 職務二時ｴＮｊ￲Ｏ賄賂ヲ収受シ 叉 ハ之ヲ要求若クノ、約束￲Ｏ 9' ;!.- トキ

ノ、三年 以ドノ 怒 役 二 盛 ス 閃 テ 不 正 ノh J苓ヲ潟 ν 又ノ、キ目 'a; / 行 局 7 匁ササルトキノ、 一 { jミ以トー

十 年 以1‘ ノ 懲 役 = 慮 ス ( 後略〉

μ として ｬは立 ｩ利 ｦｬ刊 ｬリ ｬ 法に定 められ＿仁 こ ｦ､ｩ 払 ｩｾ ，職依 ノ ｾｩ ド ｵ のｻ僚康 ｬ頃頚に ｊ泣主 Ｗ背＿する乙とな〈並到助 ｾ ｊ 務するので ､あ ｢ るが

ｉ故投に ｊ共七の誠 ｉ笠主公 ｩ正ヒにして Ｗ，治 Ｑ舟号 ｽｾｪ販 ｉｦｴｩ 潔紫「 什 Ｑ Ｑ ，な手る こと Ｖを＿凶 ｪ法去に ｦμ依 Ｔ火〈つてｻ保示 ｪ諸託さ ｴれ ｬ 、 而して凶ぷはよれあ

るがnめに行公史そ1 . 1任し、jfi: 要なる J[ 法務会安心して任せ得るのである。

元 Ｔ米 ＼ＺＧￎ 行 ｦハ什 Ｎ ｾｾ公 ｨ史 ｩ在Ｚの ｈ服 ｒ 務紀作なるものは他の ｴ法主令にｻ依 ｴ火〈つてｻはま統［日山山制 Ａ￬ｬ川 ￬ｬ川 ｬリ ｬ すすＭることの ｈ出 ｬ川 Ｔ米 Ｔ ない Ｑ事 Ｚ ｦｊ 項寅Ｍ一一

即ち 0ιμJ忠tt忠ω占ι、UI回J

カが; 官公吏の服務に主到J 寸る紀f作|ドT とし? 仁こものである。 j斯折力か〉る 1布w噴賓はi民己川に在つても首然 aぐ: r らな

けれぱならないF所列でゐつて 、眼目If 助l係に在る被fmf _ f i - に就いては l亘ii，l i _fi-rf!l J に刊に服務m定の

無い場介に於ても 、'u:: ti jfH J_矧i砂等のi'tt佐佐掘って j片る J乱 "'il にf:tdi L!-:ーから計りで型軽し

憐 ｽ ｊ に ｎ する ｩ ＧＺｴ質的の立任感からも 、 之 主宰の 事 ｬ 賓がｩｩＱ人Ｉ ー されてＩ， ｲ ｾ ，るのである。

民川に在って 一所にｉｩ￮ｬ ｦｬ ，ｪｩされる こと無く 一役公米に ｉ［Ｂｊ って ｊｾ の職能を提供して肘る職た

で公衆のＡ万任をＩ，基礎とするものに在つては 、 同五 ￧Ｈ ま ｊｾ の職能に肱じて服務の訟を定めて 、

一般公衆の利主主主? 保護して肘る。持nil i法、舞1，1it 二1: 法、計.f1H 1: 法、新l " l U:等は何れ も此の趣

旨'に依って制定せられにものである。

此j起に建築士の業務に酷似する帰l遊| 法、計 _E'I J士法、掛川 l 払・ 1¥-' の主要なる t条項を慰げ

て見 るとｾ｜くのＪｾである 。

紫護士法

第 二十 係 詳 謎 士 ノ 、 減 資 ヱ J t /  ｾ税務ヲ 行ヒ戦務Ｏ内外ＧＷ Ｑ 百 ｬ ハズ ｊｴ /  rib 位 7 保 持 ス ヘ シ

第 二 十 一 線 競演七叉 ハ ｦｩｩｴｾ［ ｩｾ 士タリ ｹ 者ノ、 ｊｴＭ Ｏ 職務 ｜ ｾ究 ｬ ｊ ｩ こ 宇シタル枝、＿干 ｪ ヲ保持スノレト ｩｬｩ 利ヲ ［［Ｈ￮ シ義務

ヲ ｊｻＷ 但シｻ也ノ ￬ｾ 令 ］Ｍ ))11段 ノ 規 定 ア ル ψ 合ノ、此 / r沢ニイI二ラ ス

第 二 十 七 隊 鮮浪士ハ報酬アル公務ヲ雪景ヌルコトヲ Ｇｈ トス ｦ ｴｬ｟シポ矧 ｾｬｩｩｦｲ . ( #ノ、地 ) j 議 合 議 員 卜鋳 リ)/...

ノ、官5545ノ、公者ヨ リ社 二命セラレ若ノ、n扇 託 セ ラ レタ ル議 拶 ヲ 行 7 ノ、比ノ[ 浪ニ ヂ10 ラ λ

然苦'1，士ノ、 I;)f f{l瀞J!?ー|二合ノ笥ニ可ヲ受クルヱ非サレノ、商業J t ノイ也管利ヲ目的 トス ル 業 務 ヲ 管 ミ

若ノ、之 ヲ 後 ム者ノ 使 用 人 ト翁 リ叉ノ、 営 利 ヲ 目 的 ト ス ル 法人 ノ業 務 執 行 社 員、 取締役若ノ、使
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用 人 トj 毒ルコ トヲ符ズ

富十 王里 士 法

第 七 線 五n 里士ノ、J t ノ業務 γ 公 正 ニ 行 7 二支隊 ア リ卜 ; 忍メラルル :j i 百= 付百十王理 士 ノ 業 務 7 行フコ

トヲf斗ズ

第卜 - I!集 計:flj!_ ｬＺ ｘ ノ、 ρｩ 守里士罫 リ ン菅波ナク Ｉｕｾｉ 努 ｕＡ～ｾ ，及じｾ［Ｎ J レj l : J (  =-小j 知件 タ ル 秘 所 ヲ 漏il 止ジ

x ノ、結刈シタ) ! - 卜午ノ、 一 年以 1" ノ懲役;5Z J 、「 日 以 1: ノヨ金二五匙ス ( 後 略 〉

鱗 理 士 法

1.i'; r- ー旅 耕 理ーし令 ノタi"里士ノ j員組ヲ保持 ν 薬 務 ノ 後i主7 箇 Pレヲ以 テ民的 卜Z

第 二 十 二僚 主枠連士久ノ 、 税理士タ リ シ者故ナク ｊ ｾ ノ業務上Ｚｴ ｲ ｱｾ ｲＭ ;z )レ後明者、考 案 者、持 .tfH!1願 者

又 ノ、登録出願 者 ノ登明 考 案;5z ノ、事業仁ノ秘?を，:'7 i蔚世 ν 又ノ、締丹1:/ ;z ノレ トキ ノ、六 月以 1・ / !a 

役叉ノ、五百回以下ノ 罰金二 民主ス

古 ｾ ｅ 頁Ｏ界ノ、告訴ヲ侍テ之ヲ論ス

以上 に抜ｾ し＿ こ依 ｊ 貨は針護士 、 計 ｝ＧＱ Ｑ｜仁Ｇｦえひ ［ｪＹ ｹＭ ｦ Ｇｬ｜ 1: の執務土二迎人' 1 ' すべき立務会不しにもの

であって、之等 ｛故能 人力［ｾｾ の倣務ＺｬＨＨ主主務を凪 ＱＺ 台 一般に提供して Ｉ， ｾｩ ることに到して凶家ヵ［

祉合一般に共の ｦη 任をｻ米諸するものである。而して ｊｾ の趣旨とする所は行公 Ｙｩ に到してほ ｼ

家が要求する所と全く I' i] ，f . みなのである 口

即 ち ｬ ｰ 羽海ｻは以 ｬ 泌がｬￍｩＭｴ ｫＺｩ Ｇ､ 接 ｦ￭Ｚ 川寸る 行公Ｊに求 む、る ｪ 列と ｬＧｩ ｊ 拡ー の τ ｪ Ｇ［ｊ 買を 、 ｉ ｬｴｴ 合 一般が ｾＳ ＧＺｪ 立

職能人に事営委射する場合に I"Jって 、ょに保拾をして肘るのである 。

建築土は一般に一所にｽ副， ｉｦ されるのでは Ｑｮｾ ＼ 、 ｦｪ､ 清一般に ｼむ ってｾ ｾ の主務を提供して居

り、而 して共の業務fこる砧築の試; ¥1 監作は" ＧｾＮ公雌 の 主｝ｽ［ｩＮＡｴ ｩＳｩＺ ｾｌￏ＠ _f i ' の行」、me I"J ーなのである

然るに建築士法の Ｑｮｾ い現在では 、 ｬ ＨＺ ｬｩ Ｇ､ ( こ於て建築上が控楽 i:: の安. ! i i . i に依って業務を行ふ

場合 ｬ こは 、 共の執務の誠氏公正は ー に必築士の ｦ 忠義にｦＺＡｾつてのみ保 ｦ これて ｊ ，ｲｩＭるのであっ

て 、 建築 主の信 任に到しては 、 ｦＢｊ ｾ 非同法上のｻ公正 Ｒ も ＱＡＡｾｾ 、イｻ掠なのである。

建築の; 設計監'1子に闘して建築ー! の栄務と 行公l! f : t l の建築技術- ?i ' の Jfi l X 務とは全く同様なもの

であるから 、建 築主の ( ，¥' 1 T : に却して述築士の業務の I誠氏公正を! 札澄する上に於て 、 'jJ '公0. : :

に服務紀作の有るが ， ｾ ｮ ＼ 、 建築 ＱＺ に建築 ｉｾ 法の ［ ｬ ｪ ｬ ｊ どを要するのは ＱＱＱ ・ 然ではあるま い か。

j析かる見地から主j } ; 築 1: 法力; i I i lJ どを? は るに亘れば、l(:lil lの主主築しがえL ¥築1 ) 去に従ってみ務

念行ふこと 、官公民tの処採決術 ，x- カ;' ，'¥・公の服務削 rj! :¥こ従ってi改修を行」、5111¥でめつになら

ば、え!! J 従主の建築合E住民現に討しては女こいの注悩まり 、土j } ; 楽ぷ計、斗乃は::i'1・干の 卜. には 不安

不正を去り 、従って建築物の民質的 I;; J上 と 建築 1".伐 の介fl¥! .化とを- s j q: し、民営建築の必jタ

護法ぞ促寸乙と! 刷る) . ; . なるものがあるであろう。

宵公憾の建築技術｟ｦ￭Ｇと建築 ＱＺ との比較は Ｑ Ｂ ，述のｾｦＱ ¥であって 、現必二建築 14法 の ;hlJ 定' i . い

時に於ても殆ど同;肢の執務を行って};I i - るが、建 築 i 法力行1; リ広されに!溌lこは全く同ーのもの

となるであろう。

建築 Ａ と行公 雌の主主築波術者ーの ｲ ｾ す業務が同 一であるとなれば 、主主 築 ｉ ｾ とｩｬＱ築 ｬｩｎ ｩＧ ｬ ＮＺ｜Ｇｾ 将

x  1 8  



主 の闘 係 は 、 官公 Ｑ ， ＱＺＺ［｜ の建築Ａ支術 ｾと ｬｩｬｖ 負業者 と のｩＣ ｊ 係 と ｼ 司ーと 見 ら れる ｲＺ ろう口

建築土 法 に於て建築 ｊＺ が建築土木に闘 す る ｾｍｽＺＺ ｬ ＺＮ｜Ｇｾ 、 建築 ｩ オ料に闘す る 商工業又は土 地 家

屋 にl制する 代思業を営みえはよ れを営む者の1 ! t 川 人fこることを? 禁じであるのは 、wr かる 営

業 に 掛は ること が建築上の職務を公 正 に 行 五 、上 に支陣営住ｾ " " 9' る嫌ひあ り、且つ共の業務の

公正 を『止命に 表明するM以で無 いからであ る。之 れは決して 、此等の営主と建築のi設計監

督の仕事 とが釆ね行はれ ること が不首であるとか、不正であるとか或は 不合埋であるとか

いふ ことを意味し て居 るので ない。建築の設計監' 皆そ以て峨能と する 建築土 におして建築

に闘係 ある商 業を営むこと を禁令 るのであって 、宛 も官公吏が或 るt条件の下に 営利業に携

はることを禁ぜら れて居 るの と同 じ趣旨である。

従 来動 もすれば建築土法は建築土 と請負業者 とを別立せしむる法律の様に考へられ、殊

に請負業者に反封の躍がｲＧｏＺ ｊ かつ ｦ こ のは 、 建築士は ［ ｭ Ｎ￭ＺＵＮ業 に Ｏｾｍ 係しでは な らないと い ふ こと

か ら、 逆に請負業者の ｉ Ｍ ｉｾ の設 計 ＱＨＢが建築上となれな い 料 品 ミとなり 、 何 ｦ ご か建築士の方が低

越し て居る 如く見 るの 偏見か らではあ るまいかと 忠はれる。

建築士法は決して建築士と建築請負業 ｊｦ とを別立させであるものでは Ｑｈ ｾ ¥、建築土が如

何に主主築主に到して誠民公正に共の業務念行ふべきかの紀ｦｉＡＺｾ規定するものである。

建築 J: 法問題の，ii j ;主は向ほ多端である o 1ことえ底衆議院に舵 IP，され、ヨト= に之を通過 する

ことが ｊｕￆ なっても 、 ＺＡ ｩ ｊｪＢ 之氏胞に至ることは速かに期ねすることは ｉｩ｜ ｾ七まし 、 。 日 本主 ｾ 築士

合では不屈不焼部H王術筑して期成運動を続けて居るが、此の問題が建築界全般に受げ容れ

られるに王らなければ望みは薄いのである。

在、には建築士法力行/，IJ;とされるに至るまで此のIl umのm先に淡頭する先Mはあるが 、似て

此の 間 題 に建 築界全般が刷 心 をｾ ft良けるや うになるのは rnJ Il 寺であるかを考へると望洋の嘆が

無い で もなし、。 ( 12. 9. 8)
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餓 道 省 所 管 建 築 物 と 営 繕 事 務

坂 本 室長 ま住

1  銭這省組織と官制上より見たる替繕事努機構

1}x道業務の組織は明治初年頃に於ては l ._; 部行ゃーに1¥1; 行などの 会a 掛{ f なして) ; 持つ fこに過ぎ

なかっ ｦ こ が 、 鍛道の普及 ｬ こ作ひ 、 ［Ｚ｜ｾｦＺ刻市大さる〉に ａ えんで 、 Ｚ じ ｦｬ 官千 ｦ 鍛道局に芥絡し ｦ こので

ある。

;l t後lリj治 18年頃よれ或は内| 刻に 、!有効千1、に 、」点 lまi正f. i' 竹[ にj渇して 、銭道局 、餓泊。必或

ｬ ま鍛道作業局などと Ｊ￭ｾ しに。 ｬ リ ｪ 治 ＴＱ 年鈎逝 ｬ 誌となるに及んで ｫｦｩ めてｾＡ￬ＧＺｩＺ ￌｉＺ 行肢としての ｗｊｬ ー

を備へ、組織編成の ト‘に ー飛躍を示すに王つに。

大正 Ｙ 年遂に銭道ヂ｛に ＦＱ ・格し 、 附＿ｪ＼ｩ千字放の業務膨ｊｩｬｬーと ｪｬｾ t二組織のプtl t {f '>{<iし?こ。故近の

組織 一般を天示すれば お の ｾ ｮ くなる 。

就! j -I皆給事務にI #J聯めるものを系統的に配列すれは¥

「 保 縦一 1- }; 1! 、縦 一 1 ー庶務係ー

- -;1r益課一|一餓 蹴 j - 1! ?: 鰍 - 1-…  一保線係ー

本行 l均 l一 間 諜 ー| 瑚 111 l一 服 謀 ー | 州 問-l一 雄 係 ー ト 刷 版

Iー建築課ー| 卜 必築課( 束点 ・大阪 _ 1 1ー 工 事 係 -

一改 瓦 事 務 所 1ー工事課( 名古屋 ・札腕 〕

c.w:京 ・大|奴 ・ト初日〉

- "JI" lIE課ー

み: 'ii : i l l 設局一

一工事課ー

一逮殺事務所 ( 金 凶に 11箇所〉

l一定紙事務所( 倍V ' } ，) II )

ｊ Ｂ ，ι は餓道に於げるよ本迎築ｻｦ包合する綜合機 Ｚｾ 却であ っ て 、 ＿餓 ｬ波 ｴ 迅迫 ｬ ｊ主 ｾｊ 務努の ｬ特十ト持持刷 、与♀剖 ｾｦＧ刊Ｇ Ｏ性 ｼ

ｴ祁［ｾＧＮＮｔ了 Ｍ司耳 ωＳ リ寸ＮｬＧｩ培ｽ紅 ｬ ￯Ｑ 孤目鈎 Ｑ に行 ｬは立れるもの ｬｊｬＱ ご ノ少 Ｇｙ 、なくし 、 その多くは他の」上‘ 木( 主として) こ工仁Z事拝に辿辿a イ併古し

て』地極行されるものカが: 常でめる O 従つてi符弓結事T務タのみを念? 切り肉雌1佐Lして一.弓fITaI し?仁こ機十村榊J停t となす事L-t除凶j.:付，1  l  

ｴ灘ｾｻ ー なる ｆ ＡＡ￮Ｂ 以である。

持品事務それ白樫から比れば . 主的にも質的にもプ. 務局系統に j惑するものがJt の大部分

を占めてゐる。亦工場必築並にその附帯建物、竜王F抑制係: i l l 築物3肢にその附帯建物及自動車

ね ， ｪｾ 悌 ｬ 係、建築物並にその附帯住物等は犬々工作ー局 、 電元ｻ局』止運輸局系統に於て 、 各 その 訂、 ｩｅ

ｻｦ立案し 、 Ｗ 象算の主也 、Ｂｻｦなし 、 建築工事に闘する Ｚ｣ ｪＧｾ項 Ｈ設 ［ 十 を合む〉を工務局系統に委託

するのである。よ等の貼 ｪ 係は 、 ｾ築物の附帯設備にる・既日換制や電般電力の如 〈 強 ｾｱＺ の主
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台= は工務局系統 lこありながら .T .!J t の 施 行 を 工 作 局 、電 気 局 、科 系 統 lこ委託するのと同然で

あ る。

［Ｚｪ Ｈ に Ａ 二 Ｚ ｩ 己防 ｬ 係局 Ｂ県の 分 宇 ＢＧｆｲ ￭Ｇｬ ｾＱ 見辺 行行 ［ｉ［ｉｊ 及分 ｬ ￬Ｎ 栄 悦科 Ｇ Ｎｬ こＩＡｾｾＮイ干して参考に貸して はよう 口

銑迅 ｬ ｾｦ Ｎ ＧￎＧ ｲ Ｚ Ｇ ｡ ｩｉｊ 抜」之

第一傑 鍛滋7ζ 臣( ま図. . f J - 娘道ー及之 に附聯する凶 岱白動車並J毛の附キ替の業務会管Z里し地方俄道、iI¥九

道ft の{ 也の陸i墨色? 段脊す

第七 係 建設局 に 於てはメ ｅ の事務をＮｾＺ る

! 、新設線路の謝脊，; 十: J I にI#. lする= 存在L

2、新設線路及建造物の工事 にI#lする 司王 f頁

第三十二係 工務局 に於ては;注の事務をきf: る

ｬ 、 士地 、 総 ｅ 普及注Ｓｦｴ物の保存及ＢＧ￬ ［ｊｾｴ に 附 する τ ｉ ｾｊ ｊＮ ｩ

2、線路及建治物の 改又に附する可PJ {

釣ー迅柄、分課税科 抜一次

第三十三傑 工務局 に;庄の関設を7泣く

l、保 線 認 2、"，;1' f証 i諜

2、改 又 課 4、述 築 課

第三十三保 工務局保線課に於ては;在の事務を? 掌 る

ｬ 、 線路及 ｴｬｴ ｩｬｈ 勿の Ｑ 呆 ＨＺｦ 工事の青空 Ｍ［Ｑ Ｑ ・及協 工に 捌 寸る ヲ ｊ ｝Ｚｊ ｊｾ

2、線路及也造物の保存工事用材料の準備に 附する司王IJ '[

7、土地、線路及建造物の件捜にゆJする事現

4、局内イ也謀に腿せき' る事唄

第 二十三 僚 の二工務局計 ｾｪ｛ 課に於ては友の事務合掌る

l、線路及活E造物の改又; 調査に 附する 事項

2、線路及1 l t 造物の攻支の計J f に附する事現

第二十回線工務局吹支認に 於ては左の事務を 掌 る

ｬ 、 線路 及建造物の吹瓦工事の役 ［ＱＧ 及抱行 に 測 する ｾ ｉ ｾ ｾ ｬＧＨ

2、線路及l i 造物の吹叉工事用 材料の準備に制する司P J '(

1n二十五係 工務局建築課に於ては左の事務を掌 る

l、建物の殺計及施行に ml する 7JP頁

2、建物の工事用材料の準備に附する事項

以上本ｦＧ ￮ 局謀の 分 空事項抜ｾｾに依って事務分掌の太制をづ ［ ［ ＱＱ るそ得ベ〈 、 営給事務に到す

る制改Ｚ機闘は建築課の設世以後始めてＮＡｊ ｈ Ｇｒ度の統［刷会得 ｔ こる次第でめって 、 業務 ｉ ＢＧ ｊ ｾ 卒は 分

科規秤. に示す如〈僅かに二事』買に要目告されて照る。然しながら之を更に敷初して見る と次

の如き内容となるものである。

ィ 、 審脊 事 項 各 餓 道 局 に 於 て は 局 長 徳 限 内 工 事 は 本 省 全 粧 づ し て 施 行 し 得 る も 一件 3

x  2 2  



高 閲( 現行) 以 t の工事に封しては 、本省、伺ひとなってその認可ぞ必要とする事になって

ゐる。

叉大都内( 東京、大|夜、下閥) 附近中: 要改良工事 lこ就て特に指定金受げにものは 、さを岡

三改良事務所が、本省[直結として工事を1j.: ってゐる o よ等工事の主要のもの lこ就ては設計ー

伺 及施行具申書となってー臨本省を純"1する事になってゐる。その中の建築工事の審資を

なすのである口

口、計認: 事項、重要工事に釘しでは周叉は改良事務所々管工事と捌i も一肱本行が大衆的

見地 にも とづいて計事? : 事項を1 f . : ってゐる。

ハ、設計事項、大停車場本尾、時. 合病院、ホテル、1 J i : J - i J 宵合共他特に本省に於て設計す

るを使と認むるもの〉建築物の設計 、見出 り、示方需の作製等をなす。

ニ、構 造設計強度計算、上司大建築物の納造設計、強度計算;及工場、電気閥係、建物の設

計一其他事項金1f.: o 0  

ホ、調任事項、後算の単{ 賀、建築材料、棋刑判、|品:;1表、統 計、住築MMi系制度及 人事等の

調 停、統制。

へ 、 ｾＴ，Ｚ他建築物の肢体＿ 的 事項

元ＰＡ＼ｩ本符は地方局所現 ｾｾＢ￬ 機 ｉ ｍｩ ｊ の締 Ｇ ， ｾＺｋｴＧｬ 千Ｚｯ ￬ 立にその指場 ｬ こ詰るを以て任す・べ主性質のもので

める。従って管制ー事務から見るならば 、設計地工の加さは原則として名局所に於てなすべ

きものである 。然るに大建築物の虫f I きは、 その計主より設計に至る まで その業務の繁雑性

し或 一定の期限に ｾｬｊ ｪＮｊ せられるのとで一時に多数の人的要棄を必要とする場合が多し、。

然も各局所 ｬ こ於て常時多数の建築技術日会配置する事｛立 、 定員防 ｬ 係 ｊ Ｍ Ｎ ｉ ｾｉ 刻 ｻ ，の事 に属するＨｴ＾

以て 、本名fに或一定要員を備へて 、各局所の所管中の大建築物に限ってよが設計を推古する

事は人1' loJl(の 上から有利であるとの見地 lこ);長事 、本 ?iに於て設計する場合が多 いのである

- n函現業機gf ; ] に於て 、佳結業務は常に他の機助:J ( 土木を主とするもの) の 中に包合せ ら

れ、樹立の営繕業務機闘を千f しなかっ? こ事が従来の猷略で‘ もあっ? このである。鍋遣に於け

る管給事務の重要性は時代の反映として故近者しく認識を深めて今k1: 。その一つの現はれ

として餓道局工務部内へ建築諜の間立設置の機運漸〈熟し 、遂に本年六 月に は先つ火京;反

大阪ド ｉ ， ｪ 餓道局より建築課の設世を見るに王り 、 閥 ｾ＼ｩ北こん他 の Ｖ 局に及ばんとして昂る。

鈎道局工務部建築課の事務分ブユ: を、取り' て見ょう。

餓道局介課規定抜悲

第二十僚のニ 工務部建築課は左の事項を学る

l、建物の管理

2、建物の保存及改夏に附する調査並に計責

3、建物の保存及攻R 放に建設に闘する工事の設計審査施行及'rni 督

4、工事用品の審査及準備計il
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5、建物の翠帳及閲兵の笠洩並に保存

6、i llJ:勿の統計

7、建物の事故調査並に報告

Ｘ 、 ｊ ｉ ｾ の イ也 建物 ｩ こ糊 する 妓術的事項

2  鐘蓮曾計 と管繕に関聯せる科目解疏

鍛迅千? 計は共事業の特異性から特別合計ーとして他省一般合計ーと分縦してlR扱はれてゐる

事は Ｑ ｾ Ｑ ｩ｝ ＹＺＱ Ｑ の事である 。

守I i ' 岡鍛道合計法に依れば、 その第四僚に

「本合計は之を資本l幼定、用r弘勘定及牧主主勘定 :こ以分すJ

とめつて、 之等三 ｊ助 ｕ幼 ｪ 完力が［ｾ矧慨虫生 ｵ 道立の Ｑ像象 Ｑ泊＿

資イみ本〉正 Ｚ �仰肋 ｕ肋｝定といよふ、のは 鍛 ｩ道主の正 担砧 ｉｉ 設改良 に ｅ攻婆 ｅＵ｡ す る子資 そ 金の ｬ川 ｬ川 ｩ 納 Ｑ整容川 をを ｾＱ 伺 ｾ古 ＺＳＳ す ものであつ て、償ｾ

主主金繰入額、公債募集金放問ill 借入金淀川底財産貰例代金、共他附属雑牧入{ t ' j; J.て歳入と

し 、 餓道建設費 、 銀道改 良史、自動 ＧｉＨ か ｩｴ 設備 投、同 ｪｩＧｴ ＱＧｬ・ Ｑ 泣金 ｊ ｾＱ 也 を ｬ 京 ＯＢ ， とする。

牧筏似j 定と いふ のは、予渡辺J苫菜、|ての牧入支出を整J ' IUする rt めに i設りられに勘定であっ

て 、 Ｓ，Ｄ総牧入、Ｇｦｦ ｴ 牧入ＩＢＡ｝［を以て阪入土し 、 総係費 、 ｦ ｾｾＪ 泉賀 、 保電費 、 運輸抗 、 運特賀 、 修

耳J: 代、制l充費等の事業費、地方償辺布1i ] l J J 1I( hえ資本干IJ 了匂; を以て歳/ - 1 '， とする。

ｉ ｬｊ ｲｩｦ ｬ 勘定といよ、のは待ｾＧｾ 1-.及. T' l t，U こ必要な柿々なる持J I . . 、機械共他の 11] ':，' ，を調注する

?こめに 川 し人れせねばな らぬ金を整1 ' 'I!.す るにめに設けら れ? こ令号|ーである。

要 するに 資 本 ｗ ｊ 定と牧草，Ｇ￬Ｚ ｉｉｊ ｊ ＩＮｬＺとの ｉｨｍｦ 系は前｟ｦ￭ Ｇ は ｲｾ 号叫に 卜 牧徒主＿生守るべき要具」の佳，［立改

良を? なすもので、後? れま之! 1F資本j幼定に於て建設改良せられ? こる財産 {e平IJ 川 して、b長谷ft

物を? 運送 し》牧主主主?専とげ、共の牧錠'rl.1より 之等財産の i円川運怖に要する 1VIJ 及之が維持 fl多

J l l l . に要する費用金支mしてft< のである 。

それでは以上上- 諸i糊幼定の !ぺlい1，ｾ管岱 ｴ結許 ｅ砂闘告品 Ａ 係に也 ｦ楼妾 ｂ帥闘 ｨ討， ｊ ｩ辿 Ｑ止 ￬ 一するものはＨ

;設，i泣:没幻支奴3究2ι 、己改文良 E賀及自勤司車i 綿j投t空勾勾等古可穿i; でdゐう りL 、牧 Ｒ続芯制 ｊ仰肋 Ｙ幼｝定 で｛はま剖 ｩ似米 材車紘 ｪ泉 ＡｾＱ 究 ｅ 、 有Ii充1'( 等 でめる 0 31.. 枇近住築

材料の文字(}1171多きを )JII へ川JA勘定にお;i 診を栄る事亦少しとしなし、。

三 たに主ｲ［設と改良と の席目 ｉｊ に就き少 し く［詮 ｉｾｪ を Ｉ ｊｉｉ へて 世〈必 要がある。

建設と いふのは木Tご政投せ られざる地方に新に線路を位設するものでめって 、鍔道な草

地方に於 げる 質名Ｚの交ｩｗを似に し 、 口 然 ｬ ｦ ｩｬ ｦ，｜ の 開拓を ＿なすを ｪ［Ｉ、て ご ｴＺ｟ ｬ ｬｬｾ としてゐる ｯ 共使命

向 ら改良とは別例の もの? こるや論なさ 所 である。

大 ｊ ｉＺ ｉ ｉ 年法律百 ｭ 枕ｻｴＧ以て蝕む敷設法を設定し 、 全 同に於て終ｾＨ建 設せらるべ き 般道 線

路を7象光線として決定し?このである。

よ 空 宇新設線路の敷設に作 って 、 イ和 Ｍ ｉ Ｎ Ｈ ｾ 本屋 、 」二 家 、 機 ｩ ｢ ｍｬ， ｪｬ 、 官令 、 諸 ，［古 ｪ 折共 他各 杭の営

繕事務が附帯 してくるのである 。
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改良と ￁ へば 、 よｾ要略すると「既設の ，［九世備の 不備不足を ＺＧｴ Ｑｬ Ｑ ひ 、 或は鎖雌してその ［ 機

能全域大せしめ 、以て! I l 1:合文化の進展 lこ作って増進する交通ikの精力Hにj J 肱せしむる 1=め

になす所の事業」と云ーよ、事になる 。

俄lli 建設' 日時に於ては新総の普及 、地方! 日H石のnめに主ブJ を1t . ぎ 、設備の完否に就ては

熟慮の徐地な し 不 敢l(x . 開通せしむると いふ事に1 J i : 駄が世かれるものが多い。従って足ら

ぬ所は後で何i足すればよいといよ、1m:念が織込まれ勝ちでめる。まして都合附近に於げる交

通 Ｍ ｾￎｃ の Ｎ ＧＺＡ［ｭＺ なる哨迭は大都ｔｬ ｩ 交通機知の大改良て事Ｚの促世となって 、 華々しい改良工事が

大方の大都市・に於て展開される所ー以でゐる。

業務内容から見れば、建 次、改良共にさし? こる相違のあるべき答はないけれど 、建築的

に比れば、建設は その規模側 めて1)、 き し た 方 摂ilf ，ff，' .!t こて ii¥J に介はせ得るの類が. $ いのに

反し 、 改良の方では般本的に匙 ￯ｬｩ し 、 既 ｦｪＺ の ｬｴ 利ｻに徴して速主将 ｾｅ にまで役立＿こしむべき

ノ ｫ 久施設をなすもの多く荒 ￭ ｬ りにも質的にも諜々しい ｔ｟ｔｲｾ￞ ［ｾ いのである 。

ｬｾｦｊｾＱ ，Ｈ は事業究のー科Ａ Ｑ であって 、 線路の保守 、 ｩ 邑 ＱＮ Ｍ ［紘電力線の ｻ ｉｾ 館 、 住物の修特等を

包合するもので、情絡事:f多としては版めて地味なものである。

ＱＱＱＱ 充授は Ａ 日 ｪ じ牧待勘定の内にあっても版めてＡ， ＮｹＩＧｾ な ｈ ｉＡ である ｯ ) け(fllj 充工事とえふの

は 、 資本 ｾ Ｑ ｦＮ ｊ j (  I  ｌ ｜ｊｬＱｬ ち「将米牧ＱｊＺｾ生す ･ ベｾ ｊＡｊ�ｾ のれ ｉｊ ，泣」をなすものであって 、 ＧＱ Ｇ［Ｑ 純なる財

搾の 維持 ￯Ｚ 保存の Ｑｾ 川ではない ｣ さりとて住設 、 改良 の ｾｮ くん地位［のものでなく 、 ＱＱ 肘ごＧ営業

を行ふ ＱＭ Ｍ に於て必 要なる資 本 のｦＱＱ Ｑ プ じを 、 Ｍ ｊｾ Ｎ ｘ［ ｜ｉ 五行 λ 、に［過ぎぬので 、 控，［党改良の如〈櫨猷 Ｇｩｾ

として議併の1品質を得る必要のないものである 。

以上 ｬ 討会道合計 の 内岱純に 附係 ｪ 従事 Ｑ ｾＱＱ の慨嘆を述べ＿このであるが 、 ｊｊｩ に之を科 ｉ ］ Ａ ffJ 平疏

に ｭｾＮ し 、 建築に ｉＣｊ 聯する もの〉みにＩ比 ｌ 、て夫ぶ して よ ｌ る。

項
討 Ｑ ｾ ￟ｩＧｪ ｾ ｊ I 細 節円五 k irr- I 解 疏

Jl} 辺住; 交代

イ"J ん |iI 階辺

I  I峨 洲 市 庫、保 存 師、仮貨物庫等の断ぽ

色ｾ l，本 '('t に編入す

現|ー ー 末雇、川 の 融 取 諸 機 械 崎 工 作 物、道

ｼ 路等 一 切 の 役耐 ｪｪｾｈＮ Ｂ 編入す

fi'l f々誠 所 I _  i 酬 J t1t竺王土! こ要する総ての酬を編入す

叩 12| ! - - i
イ"1 イ々吉減所 I I  

叩 貨 ! l  一 !  各励山馴珂耐拠府紅制{ 作下同悶叩叩物悩附附道部蹴E路 件 奇

1  引和例'11所V引「工 主場努 I  I  
1  i' "  ' "  - ' - ""，.  I  I 設備吹を編入す

州 ￯ｪＧτｊｾ 例 ｪＭ ｉ

諸何物資 |級官哲建 物

| 本工事に要す る工唆材料費、事慨を編入す

|……一一一向小屋に係る ｲｾ 州立 ｅ 停車場に編入する ｦ 霞耳目釘の
il 民生 1里会| 余〈外総ての級建物に要する 以 ド前

段に閉じ
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鍛

何 所 倉 庫 1 I 本氏の解疏は本節の絢節に 同 じ

ｪ ピ ｾ ｲ 1  1 向上

官 会 I I同上

令 宿 所 I I同 l二

詩 詰 所 1 I 向上線路用具物置ノj合 体 質に編 入す

諮 番 所 1 I 本 授 の 慨 は 本 節 の 細 節 に 同 じ

建築用汽 I I  

車投 ｬ 土七 ｾｉ Ｍ 一一 型腕 小屋
l 土工授 ! ! 継物竺竺竺主 竺竺 土

| 停車場設備に要する建物其他の言者建造物並備

何 凝 |r M酬 を編 入す

停 車 場 奴 |何 桝 滋 賀 |

何 信 糊 費 l

何 慨 捌 I 1  

ｴ 際会費 ｉ ｾ 喜与守護 ｅｌ 蓄財及以七附属の融訟物

官 合 費 | 芳 及 合 宿所並 附 雌逃物に要する費用金編

Z $: 1l( 1 工務用 f師 会 除く

言者建物質| 旋 官官費| 旋館並附属建造物に要する費用金編 入す

何線々路 |何々間線 I I教 脅 1'Jf ￐ 空 ｼ 容宿舎 ｊｾ 他附 厩ｾ造物を含む

病 院 1'l. I 診療所、療益所自主附庖i l ¥: 造物を含む

精 設 費 | 路増設費 I I  _ _ _ _ _ _ _ _ _ _  ｾ＠ 一一

|  l  |γ 』つコE 轡竺塑塑竺空r 土 : 竺 竺竺竺±竺丘土土:土ど土-f土fii

!「一 ! 諸制准逃凶物焚 |弓2謎2包z諸努椀哲?作t叫占認昨号?イ倫附」川中の哨細 節mH電

| 本 '('l. の解跡[ 立回「官主化設備費」中の相' 出納官官

定問電 力 終 判 に 同 じ、後勢電機絡を含む

電力線路貨 | 本代の桝疏(ま トI r定化設備費 J 中のキ日常細節

| にI百i じ

電 気工事政 |石 瓦lflT配 雨 前 官 「 定的生備資 」抑 制 鮒

ｩ ｾ 竺塑 Ｑ ＲＲＳ 鮮問「定化設備山州欄

蹴 線 附 | 向上

|竺民竺出 向上

I  I  I 本工事に基因し杉純撤去改築又は新築増築等

lli I  I  I  I  I に要する技用は他の各ドl に附す る設備と錐 L

I 線路改支 質I I  I  I 水質に編入す

何 線々路 I I  I  

改 反 費 I I  I  

I  I  I  I 本工事に基掴し移鱒撤去改築又は新築精築等

停 車 場 I I  I に要する i' l . 用は{ 也の各闘に附する 設備と践し

攻 頁 受 I I  I 本校に編入す
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1  1 停 車 場 の 帥 及 構内 諾 酬 の 間 工 事 貨 を編

入す

I  1  :本工jj 正事百l _. ，ft 時撤去改築又は新築府要事

1  Ｑ に要する Ｑ ＧＱＮ用は他 の各自 に附する設 ｊ ｲｈ とｾｬＮ，
1  1  ;本授に編入す

l  料 、蜘 日 務所、波 M 習所、病 院

| 及以 川町 酬 の 攻 耐 合 及 公 庫 投

に風せき' る識をEJ勿の '( ' ( 用を編入す

1  1 官舎並合宿所及附属主造物に要す る 闘 を 編

入す

1  1 用 品 倉 庫 及 附 馳 造 物 に 要す る費用含編 入す

|  は 工 恥 こ 間 開 撤 去 改 築 久 峨 概 等 に

|  する ｾＧＨ用Ｈま他の各自 に 制 する設 備と錐も本

よ1担三週 主す ー 」 一 一

I  1 腕 所、開 l刷 、電気機関車庫、電車庫の諸

設 備に要する一切の貸用を編入す

停 車 場 投 1 I 柑 の細々節並解疏は闘 に同じ

諸 建 物 質 1 同ヒ

- 一一一一一 問所 、 一 荷 電所ご両 Ｑｾ Ｎ ｬｰＩ 八 回目定室 、 領査室ご

党系建 造 物政充従事 、 町線室 、 織忽室 、 電源室 、 官 ｾＱ 冬場 、
ji)i1吉所、修王国.室、億泉1幾掛i車;j庫、'i fC'区j庫等の

建物」毛布康等に要する 代用

I  I  

I  l  

倉 庫 貸

改

2 7  x  

l  k 見 附 側、他 、耐 用 桑

| 増築等に要する 質 問 の 各 討 に 附する 五完備

と錐 L 本質に 編 入す

f<tl * 力 |何 重苦低投 I I  I 電力後生並鎚成設備に要する ー引の' { ' t 用金編

|側 攻 1 入す

設 備 投 |何々問l迭 1 Ｑ 送電線及中 間関 ｉｾ Ｇ ｉ 所に要する 一 切の賞用金編
管E設備投 1 .  | 入す

何総電設 I I  

備 投 I I  I受電並鐙成設備に要する一明 の政周を編入す

1  I  I 本 工 事 に 酬 しれ 、撤去、改築又峨 、

汗T築等 iこ要する Hi ( ま他の各自に闘する設計II

k 錐も 主張費に 編入す

送 電 及 腕 路 に 要する 一切 の費用を編入す

開 設 備 に 要する べ lの 費 用 州 入す

|  | 電力技術に要する 一切の費用を編入す

|  同 こ訓 し側 、除 、郎 ( 鵬、

| 府 耕 一 7'U1' l l11m <7) 11- 自に闘する言生前

と雑 L本 '('1.に 編入す

1  I 波 及 配 制 的 こ 要 す る ー引 の 質 問 編 入 す

同 l

高阿波逝 I -f 1  Ｇ Ｉ ｉ ｜ ｾ 毛 ｬｩＡ 瓦ぬ 通信技術に要す Ｓ 一一 切 ＼ＷＩ Ｑ ＧＱＮ 耳干 を ＺＺＭ Ｑ 議入
イ吉設備費 I 1  1 す

一一一一一|一一一一一一一一一一一一| 一一一一一一一日 迂 事 lこ基肉し杉輔、撤去、改築叉[ま薪棄で

I  I  I  げ 築 相 こ 要 す る 聞 は 他 の 制 iこ附する 削

Ｑ と ｮｾ も 司 王 Ｑ ＧＱＮに 編入 す

{ 可線白動信I 向軍I i 及牟向1Jl! にf吉城筏 l主に要する 一切の費用

銃 殺 日ii ｾＧＨ ｉ＠ 1 を編 入す

電気信務保| 自動語読 1 一 | 千n功及卒l当動信減袋直ーの薪扇誌亜互支 正妻子

|言之倫貨 I 1 る一切の' 1' 1. 則自ヶ編 入す

安 言 受 倫 到 百 瓦 肩夜 下 一 一 一 1-- 電主主信青島袋町肌; 瀧袋置亙萱瓦夏ゼ歪寝所 属

奇生UI i i 攻 I 1  I 従等に要す る一切の質問を編 入す

I  - 1  ｾｾ Ｍ 瓦了宜 主 及電気機 ｉ 聯動装置 ｊ 電京釦鈴蚕 置
官Ｚｴｾ保 安 ｉ I  I  j熊勾1電気保安袋位、定試及官Z空枕{ 傑 l伊JM! 装置

設 備 1'( I  I 列車 自動停 止装置等に要する 一切のY' 1: 用を編

|  目 | 入す

I  本工事に 基因 し側 、撤去、改築又は新築、

| 牒 等 に 要 す る 費 用 は 他 の 各 自 に 闘 す る 制

定化技術' 0 ( ，

l  何 11Il電; ィ七

I W生 官lil 1-'.( 

賢

一

費

一

技

術

一

備

一

愉

史

一

変

↑

設

億

一

燈

一

力

舵

一

億

一

電

力

投

一一備

低

投

! : ' 1B 自[l，v記号制 i11'i 1

ｾ信技師 ｩｬｬ ＧＱＮ ｬ 一一一一｛一
電話殺備1'1. 1

良



工 場 1'(

自

重b

J [-( 

何所工場

停 車 場 設 |

級 建 物 故 |

エ場1: ! ! : 巡: 物質

1  1  

| と錐も 本y'{ に編入す

| 酬i匹、附 長、電車区の事柄修繕制ii iに符

りでは常 該 ｾＧ，ｾとす

| 本質の細身節也に解疏は目に同じ

| 向上

| 珍 療 一 汽 綴 室 間 後 住 室 空 気 略

紛 室、機 MblJi 正橋秤室、倉庫、洗面所、令会所

更衣室、技工材料室、技工使所、職努物経等

の1，{ 周五? 編入す

| 械 の 解 疏 lま目中 相営科目に同じ

l -…一
一一一一一一一「一一一一一「語初及仕の附属設備に要すーる工費、ー荷扇夜、

何自動車保 I I雑貨を編入す

I  I 本屋Jt 他書官縫物及諸工作物道路等 - 1:]J の設備

自 動 車 剛l1i

i

J 竺I I  ｾｾ町 一一一一一一一一
一 一一ーヲ主工事に要する工授、材料費、雑貨を編入す

やI 車 庫

定の 1，{ 用は主主y'{ に編入す

1t:庫前総i袋、洗車場上家、修総務、 ガソ リン

庫、物ti'1及救主主具 i宣誓5、井戸及貯水槽、給油

排 水設備、給 水設備

線 | 自 動 車 線 | 純 物 投 -1 - I  I  

設 備 投 ト一一一一一! ;  一一一一一寸

目 I  [ 何所事務所 I I 本工事に要する工授、材料費、雑授を編入す

仏 I I  Iレ 一 一 一 一i 一 一 一 ーヨ 不 屋 に 係 る 費 削 停車広に編入する仮建物

[1辺 諸 建 物 I I の建設貨を i徐〈外総ての仮注物質に要する以

1. I  I  ド古il 段に同じ

備 I I  Iト一一一一一一 一 一一一一一-

! 官 合 I I 本1賀Eの角解ヰ疏{ はま本官節官の細百節育に同じ

Ｑｾ＠

三五

f呆線' { ' (

λL 

x  2 8  

一

五宿 川 |向上

五玄石「 - 1悶 1: 刈 E寄 印 刷 、 屋 も 殺 に編入す

諸 番 所 I 1 本政の解疏は本節の絢節に同じ

I  I 本授は攻「俄造改頁! ' { _ ¥目 rw海道線々路精

I  h' . - " ' "  ｾＢ＠ " "  I  I 設 !'{J 以 F線路滑設に附する各自の細官官に扱

線路修繕判 停 車 蕩 投 1 記せ るもの の保守に要する費用

I  I  I 停車場跨線橋及地下滋乗降場洗商舟i等

I  ｉ 本質の来個々節民解疏 Ａｩ ＷＭ 住討の節「線路修繕 ｾｉＨ

腿 合 Y'{ I  I  ｊ 高田節「停車場ｾ ZY J に同し、本省、銭道局事

|  | 務所、令議所、集合所、 iltoJ' J要産物等

官 会 費 1 I 同 t 又官合、合宿所、附 随 物 同 制f

同上又用品分j威、 同事務室、附属往生お

1i i!巨 吹 同 1:)<. 工場、被服工場、印刷境、製材 場、従

修場、附溺浴場 、集合所、守衛言台所等

一一一一一「一一一一一一| 問主又務総育問" 後竪所、防J sfl 所、附j嬰語物

後姥電所1'(_ I  I 等

一 一 一 一 一 一 一 一 | 同 t 叉標本展、車軍兵ー事務室、貨物掛、注高掛

産物 Ｑ 腕零 ｹ ＧｴＮ ｬ ｬ 襲合ｾ ＧＨ

ｼ 船舶掛 、 制Ｉ椴手 、 隷棟内踏切警手 ｾｴ 他悪事民話
| 戸;}j- 、官1: 1吉宗、低話交換室、信減扱所、 リー パ

i  - 1: 家、提| 咋与野ヒ家、貨物 l二家、貨物保守?J r

小街物吸所、荷捌所、椅: M' - 小屋、待合室、4保

障ｾ Ｚ害行待 ｦ 干所 、 貸付待｟ｬＩ ｉ ｊ 待合 所 、 燈室 、 応変
革用品収議室及消毒室 、 事布保管室 、 講習ｾｳＮ
自動車置場、入力車置局 、附園建物

療 所 授 I 同ヒ又各単節、以長及効役以下従事只の制f

I 附I要注物

旋 館 賞 ¥ ¥間 以 附腕 物 及 庭園設備 を含む



| 同上叉教習所、寄宿舎、運動場設備、附混合

宿所 、 ｊｾ 他建物

| 問 l二又附風建物、庭園、謹動場設備を含む

| 同は防災器具佐渡、官 会 地 域 内 守 附 所、

ま有番所

戸 高 石 綿 擦 の 保 守 に要する技用を含 む

投|

設| 工必に委託の工事資比む

| 鍛蜘道省告示凶 有峨餓泣線側路名務の名橋酬制に依る

|  本机吹の納々 節の以分は繊悩遁改頁技酌削伽'j中 柵J引1

に向じ

| 同 1--

日1

1 問|

一ＭＧ ｾ ｾ了証逗五五 ＱＱ 抱合て官京市反事歪百 Ｍ τ ョ ｾｬ ＡＨ
l に編入す

料

s. 

空主主j

企函-iil

祭会長純益I I  

自動単線 |号 線 地 誌 |

ｦ 彦総 ￯ｾ

イpj 々 線

自動車1' (

畿道省所管建築物の種類とその使命5、

そ の 数 泣 い11 . ; えなものになってゐ
妓i江l ' i所 tjz建 築 物 の 極 穎 は 極 め て 多H( 多肢であって 、

る。以下その主要なものに就いて述べでは fこいと }[!， l 、。

舎提

乙の ｬ ドには牒本 ｊｻ［｟ 、 乗降場 上 家 ［ 及作介所 、 も日朝場ＭＧｾＭ米双貨物 ｷ 等が合暁合と云つでも 、

まれてゐる 。牒 本原ｾ Ｈまム ｩＡＺ に依存牒ド何と貨物牒 Ｚ 本 ｨｾ とに区分される。

一 般に｛与単羽左いム ア ［ー業計吏 ， 閉してｽ舌るが 、 停単品品Ｚと云ふの ｬ 立 、 殿 、 操 ｅ 民 主 品 、 信抵Ａ ｾ 証などの縦、解

でゐって必す，しも 建築吻を封照として肘むなし、 3 襲合と云ふI ! 寺に始めて往築物の観念がはっきり表

きて銭道の諸施 r; 立は j裟' l ; ?: の製11.J にJK;配せられて行はれるのであるから 、 常 に一定 限 度 の

配 布 ｩ 象 Ｓ ， ￎＺ 以 ｉ～ ｝ に於て ｩｬ 止も ｩ 歯切なる工司 ｲｾ 行って昂るのである。従ってｩｊ￬ ｬ Ｚ 合文 化 の匙民 ｬ こ 作

』、、運 総 交 通 の 情 勢 の 経 化 に 釘 肱 せ し む る nめに 、改良工事の必要が生じてくる。

はれてくるのである 。

作J li 場 改 良 の み をJrx. って見 ても年々 E 制 に J てるのである。以下その概要を述べて 比 る。

イ、1氏衿: 停刊工場改良

大都市に於ける Ｚ 心Ｚ韓交 Ｇえを主ｦｉ民とする Ｑ Ｚ ・ＺＩ匁式へ の己土地 、 蓮科 Ｑ｜ ＡＵＧ Ａ ［ｊＺｾの改 ｪｫ 輸送能力の士曾

illi 等 lこWl 、隣f??の改築( ま- * 京 di内? ごげでも 、 新T丹、 .卜J! i' 、附凶 橋 、秋 葉山、 お茶の水等 の

ｊｴｩＡ 探の 改築 Ｔ づ ｦｩ め ＱｮｾｲＮＨＯＩ［ 改築され＿こ。

ＭＪ・京瞬兵 口 や ｉｮ Ｑ ｊ ｉ ｉ 騨 ｊ Ｍ ｾ 他 終 ｾｋ に泣きれてゐるものは今後のｾ ＭｊＭ ｬ Ａ ｾ 事項として制蕊研究され

てゐる o ［ｲ， ＱＱ Ｑ 戸山 、 名古 ｊ ＭＧｲＭｾ ￯ｉ￮ 、 大阪 市執 れも工事 中 に ｬｾ するもの及将米に於て改築さるべき

2 9  x  



ものが多い口

ロ 、 貨物伴 ｊ ｾ Ｚｦ場改良

1タ皆 、隅出川 、杭葉

原、出iJ 島( 横商人 梅 小

路( 京高11) 、 梅田( 大阪)

等はその主要なもの で

ある。 本省廠舎 第一期工事の竣功を念ぐ隊舎の全長、本年 12月金規模の

ハ、操車場改良に伴 3分 ノ2f t ' 完成せんとしてゐる。

ょ、諸建物の改 良。

ニ、イ言披所の新設。

共1也線路増設、7 k陸聯絡KJA新ぷ呼 lこ{' Iな、 li f.j 帯工事としての昔日i_r.ZJj: は必然費生するもの

で此彪にその詳細 ｬｾ 記するは凶期 ｬ ニなるにｻ去り省〈事にする。

名古屋鹿本屋と構内 線本屋 lま名古屋銭這局民主舎との総合

建築であって躍は既に本年 2 )1 防1菜、耳E合 lま最近完成の運

びに至ってゐ る

2、 臆 舎

鈍 ｩｬｩｾＨ ｦ は 全凶に於て現 ＮＨＱＺ 1  

前 74i徐粁の同イィ俄辺」え之に刷

肺する ｬ ｦＮＹ￘￭ 後粁の ｉＢｸｬｾ 資自動

ＧＱ ，Ｈ並 ｊｾ の附 ｊ 骨子の業務を管理経

営し ｊ 血 ｽｪ 餓近 、 軌道 ｊｾ 他の陸

?揺を ji 泣付してゐるのでめる口

ょが事務底辺のf . t めには手宇

和の事務所即ち脱会主? 必要と

するもので、首iJ記 銭 道 組 織 -

tf に比 る如く、中央に於ける

令 ｉＢｸｬ ［ｦｩｦ ｾ Ｍ Ｎ機側＿こる木作の下に

は、Jt.l J;( 、名古足、大 阪、腕

品、 I"J ri J、新 潟 、11! 卜五、札帆

の 8 地方に鍛道局あって夫々

所管事務の統11j1Jを してゐるの

であ る。

更に土木、建築、電気等の

特に指定され? こる工事機闘と

上野援本屋 鷹新I交遁 と絞る: 交泊系統とを淵整 し、来降客の して 3 改良 事 務 所 ( 東京、ノ〈

立紐交叉 金主眼とし 7こ施設完備の妓客凝封筒の範例である !t' i¥下l鈴J ) 2 電訴事務所 ( 点

x 3 0  



京 、信 濃 J II ) 及 " 建設

事務所が本省直轄事務

F ! J j " として各地に ι 在し

多数の運輸事務所 、{与と

級事務所、電力事務所

てゐる。

Ｎｸ ｊ￘､ ｩｩ 局 色 ［ｾｾＧｉｾＺ として

等ノと々の業務の性質 に

! 感じて各地に分布J され取水 l止IlFt t、167立 j J 米、最大使用水立与砂250立方米、

落差約53米、紙、出力約200. 000キロ ワッ ト ー

信漫川l鐙電所

その所管事務. : t ' 映 11: し

てゐるのでゐる 。乙等事務所は更に区や;j .'i PHの1mきもの に まで分持 される のであ るが、間持

す事に す る。

之等腿合の内情踊( ま， ｴＮｾ 、 までもなく本行でゐって 、 ＲＴ 災 Ｔ 後，ｾＺｾ与されに Ｑ Ｑ 京建築を目下 イド

ｊｴｦｬ 工ＺＺ Ｎｊ ｩ Ｚ の 完了 をとｾ Ｚぎ つ〉あるは ｊ ， ｬｩｊ ＺＧｬＺ Ｑｉ の事と ＮＧＸＮ ［ 、 。建築と してその部

8 銭道局合の内 、大阪( まもと帥戸銭道局として I，il l'戸にあっ 7このを 、昭和l三 年本建築とな

って大阪に移つ＿このでゐる ｯ 名古屈銭道局 ｾｲＮ ｦ ｜ 合は名古毘騨本屋改築と期金同じうして本建

築の新装にて枇近完成合見る筈でめる 。

東京鍛道局は- * 京牒のWU二にある銭官制U( 込‘ の岱い越築てー現{J : 著しく狭l監をつげよが改

築ユくは増築の議は既 に時の川 題 とされ てゐる。

共他の 5銭it i局 [立 本ilt にしてその多くはt南町狭臨をつけ' 之 が改築の機運既に熟しつ〉あ

るのである o Ｉ 紅白及新 潟 Ｑ ｾＴ 局出合は ｉｮ 、・本恕 築の ｾ Ｍ ｉ ・ ｛ ＡｦＧｬｾ である。共 他各事務所は そ の多く

は木 造であり制』ι 1hきものめり 、通常なる時期に 改築コくは士曾築の運命を持つ もの少しとし

なし、。

)1， 

ホテル経営は鍛道輸送北T3i

ぬ1m< 考ふる粁がある。

;依存誘致のは地から 比 るな

からム・って本? j ( の使命から出f!

れ7こ、単なる附帯地g没に過ぎ

テ5、ホ

らばホテル[ 主立派なN 占長谷地

，［ 止として騨本ｉＺ￞Ｎ ー などと Ｇ ｾＺ ［ 然 ｈ

4各に入るべき では ない かと い

x  

ｬ 沼 相 ＱＱ Ｖ Ｑ 三完成 、 木Ｎｾラス張 、 準耐火勝進の鮫

3 1  

官邸でみ る

銭道大臣官邸

」、見 解 t Ｑ Ａｬｾｾ、 ではない。

餓迫力Z進んで時多のホテノレ



を子治ってよが経倍にｾｾ Ｎ らんとする

ｾ￧ に到しでは 、 幾多の議論 ｄ 右す

る，Vi であって 、行財産としてのぷ

テル処築の控it が他の建築物に 1"ヒ

して似めて J グいのは此i珪の消 息念

物fflf るものである。

現( ( のl U ; 符ホテルをはるに

く牧 容人員 〕

J.R J;-( 娘 道 ホ テ ル 72室 l之D人

山 陽ホ J - ，レ 30主 38人

3タ 留 貨 物 騒 * 屋 奈 ユミホテ ル う3室 90人

そのが ｩ 岐に於てはるも組めて微々＿二るもので ｬｾ 倍 ｽ ｉｊ 号ｪｊｊなどの ｪＢ Ｎｹ｟ ｾ Ｑ の起るべき上 ｬ ＱｬＮ ｪ ｬｪ にはな

らな L、。むしろ大間i li のぷ闘としての脚の li{.U-_ .f IJJ IJ 等に は11よい必 切なる施』泣と1 : : 1まねばな

らぬにら う。

大 阪 瞬、長崎牒等の改築に 'i;? って 、ホテノレをその出 _1-:1こ立世するの来 i'¥ーは 、各H l の議論

ありと鮒も 、iiil: 令 (I"J要 求の ) J は必すもやその JI_. 髄 iじとなって川現す るであら う事信じてy;rJ ま

ぬかIである。

4、 教 習 所

鍛 ｩｬｩ にはお ， ｾ辺専 門 の波や ｦ｣ￏ 及事務ｾ要寸るものが少な〈なし 、 。 従 って よに Ｇ 出らしめる＿こめ

には Ｗ 象め 、 ｾｾｸｩｬｬ 専 ｜ Ｂ ｊ の滋育 ｾｴ 支げて位〈必要がある 。力 、〉る Ａ 1(1'
・j を以て泣けられに所 の主

成機酬が数習所であって 、
e

各地方餓道局の所' (1) 也に 一つ%ある。

新ぷ鍛辺局 Ｑｾ る ｪ 庇品 、 新潟は ｮ 下， Ｑ ＭＡＭ Ｍ［ ｮＺ ｱｬ である。

5、病院及療養所

餓迅は ¥1 下 6 i:i ，jの 餓

m病院と 88簡の治断所

及 4 簡の療安J We ーをイ{

し 、 和主役けこる Ｇ ｉ ｾｃｪＧ 立治療

機 Ａ ｾｍ として 行 自ら之を

経 営 し、以て公務iお州

y，.の治療の任 l二世ると

ｒ に 、 ｊＯｾ 存 、 職 以 Ｉ｟ￆ Ｎ，￞ｬぐ

ら ぷ侠の ｻ ｾＱ 荊に拐し 、 ｾｮ

Ｗｉ 料金主 ｾＱ 役して Ｑ 診療を ＿

なしつ〉あるのである

x 3 2  

三官接本屋 紳 J三r1i の小幅}色I般の交' i l l i { f 地平式より高架橋へと Jミ攻瓦

しれる結巣高架橋を7利則して摂木屋の施工をなしす: 。三宮はその代A

(iI，J なL のである 。



東 京、大| 疑念除いては放れも木造であれ年々或は哨築、修絡等の矯め1 f I 等の工事を有

してゐる ＰＩＨ 厳島Ｗｦ＼Ｎ新渇嗣銭迅局では局の新設に作ひ梢ｼむと ｾ Ｇ ｉ 占は箸々進みつ〉あり口

ふ 官 舎、合 宿 所

鍛 道には業務の性質上! 隊員の居住金一定して 、何時にでも /:H務 に感じ得る様せねばなら

ぬ者が多し、。 か〉る者の矯めに官合を設げてよk等の人を義務的に一定場所に居住せしむる

のである。例へば現業従事口叉は文書廃刊上 の責任才干の如きは之に該首する。

i比近鍛道局の新設に 1'1'ひ 戸:j級' 庁舎を合む大量官合の新築を? 見 fこるも、常時にあってはな

しろ 、控 替、板 .!J}( 等のノj 、修結工事が多し且つ保健衛生なと・の l仕合問題化と共に居住に防!

する事項は全般的に見て等閑 ｩｊ ｜ ｾＨ ない事柄となって米てゐる。Ｇ古会改庄の搾 ｬ 立新なる謀題

とし て吾人の手を必要としてゐるのである。

7、合 )11;[

餓迫力 Ｔ 運輸管 ［ ｶ え主Ｑｴ設改良事業を行」 、 に首つては 、 年々多陀多扱な物ｲｉ［Ｇ ， ｾ多額に必要と

する ::: ]t tまえよ、までもないのであって年初一億四以 e トー年によって二倍困近くに lliーするのであ

る。 その内イ{ 炭、仙 係、枕 木、 セメント笥; はそのil 止も去しいものである。共他鋼材、機 械

持 H. 顔 、備 消11111等移しき数主に5l- る。

よ 等 鍛iι T! Jrl ，' ，を別法するに訪って 、必裂の脚立、即時Tli 場ーより買入れるといふ事は 、到

底11. ¥米ぬ。それで? ; ? 時必要とする物r I ! ， t立政めこれを買入れてむいて 、1必必K必.要カが; 起つ 7仁こなら 、

正山出 ｩ にこれにＡ肱在す宇忌る ｔピＧＺ ＨＱげ＿の ｱ 作巳 備 Ｓケ＿して位かねＨはばま工 ｬ 俄むの闘 ｩ尚 ， ｾｴ灼『抑 ｦ白 Ｔ なる ［淫 ｩ主 ｅ 行｛はま Ｑ明明し ｦ件写なし、、。従つてよ九必 i止2  

て等字のγ(作!l bl耐附rlJ出iitMiti

力が3日川即pち合川山i てで'ilあbるo

方銀; 主には多立の不 J !J，i:'， t ; i b る。それ等. の小川 illi の内には全く )jlJj 主の 11  (I"J に II} 川し件

るものもある。それでjと匂; の 不川! 日々集めて II I - 川レ得る 方 l白[ にや?gひ トげるとか必哲2 する と

かいふ必要が起ってボる o ＺＧￍＧ ￬ ｊｲｬＨ ｴ まコ く か〉る イｾ J  IJr: ，'， をも - 11糾iと管するので める 。

8. 工 場

ｾｬｴ 辺は現 Ｈ ＱＺ に於 て機 ｉ ｢ｍ 'I r: 4 千 l徐州 、本 'I r: 9下 S I' i  i!:tqil 判、'，Ii '1 r: 1千 4 1'. ii 剣山、1 t 'l i約 7 寓 酬

を ｩ 米イｻしてゐる。 ｪ 止等メ ＴＱＱＲ の Ｇｉ ｲＺ州の新進 、 修制の低めには ｾｩ ｬＧ￬ＺＺＧＭａ なる規慌の ｊ Ｚ 場を必要と

する事は明である。

現布陣ｼイ ｈｾｾ 道の方引としては新浩のものは ｱＮ Ｇｦ Ｉｪｉｊ の ｩ 川 ｬ 仰を ＱＱ 余いて 、 ばとをＺ， Ｑ 己川 の ＱＺ 壊に ［ｩｎｩ 立

はしめ 、 修慌のみ ｉ［ｫ ｬ イ ｩ ｾ ［ ｾｩｬｬ ｬＡￏ得工場に於て行ふべき方針となってゐる 。 ＱＺ 窃ーは持の鋭校大

なるものでは宏んな地域全必要とし、 その投下せ られにる』立Mlit ま容坊に他に診特し得べき

ものに非芯るを? 以て 、 ｲＮ 場 ｦｩｚ 世の要 ＱＧＱ ーは、大ｘｩ｜併 ｾｾｴ 也市酬の集散場所 ｬ こして而も大郷台の

中心 、を＿出 ｉｾ れ＿こる Ｑ［ 付近にむくを便利とする。大 ｉ 、 大Ｚｊ ｉ 、 問 ｊ ｉ ￍＨ 、 小企の虫ＱＭＱきは好 ＱＱｭ の ＱＦＺ 世の

例である。現在全| 必に於て 22 ケ所 あり。
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修繕車柄の増加Hこ作ふ工場蹴張、共他機械設備の改汗や交通情勢の鑓謹等に起因する工

場改築、移 勝、修繕守: の皆結_J : 事は堪- え守護生す るものである 。

ｽＶＧＨ島鍛道局開設に閃んで鹿島｟ｪ Ｚ 場の新設計ｩｒＺＨ立 、 ｾｾ近に於げる大工事を約点するもので

ある 口

9. 電気関係建築物

餓i立が使川 する電崎、電 灯 、?五，i百匂: の尽めに北す逼; ゴ] のilt 1こるや決 して少しとせぬ。

史に鍛道電化問題合併せｾふる時は電力消費量は莫大なものに弁るのであるからよを悉

<  l¥: lI nに仰 ぐとすれば笠|僚の使! l LI土からも又純情J 二からも不便不利は免れぬ所である 0*

京附近に於てはもと赤ｾＧＳ火 ｪ ｊ 護市所を代替として 、 供給に＿［＿って居 ｦ このであるが 、 電気需

要士竹大に作 って 、訟に川崎の火 ) J 殻電所の新築ぞ 見 るに五つに。

11止近に於ては大謹(I"J電化計、! ! に j えき登竜計査は以前より議せられ同一? こる F; j で、( ，i 濃川設

電; 十占の J U畳化を?見るに至つに。 ! I下鋭立工事進捗11-
1
である o x . 護軍され? こる電 ) J (立、屯

手 ド［Ｈ，ｾ帥 ｊｴ 他の電 Ｉ ｊ 供給されるまでに幾多の控路金れなりればならぬ。 即 ち

姥電 所

/ 後 電 所

後 制tー受 制fー開閉所丈 ー/ 1喜劇 Lイ也

l  縫 官t JiJ i(

ｾ 電所 ¥官主糸、運 特

: u : 守二の各種建築物も全 l"x11刊に見る時は 、利市の教に Jf- るもので、電化区域の漸増によっ

て之さ事建築物が次抗に榊))11 してゆくのである 。

4、 む す び

行政機挑の改革、制紀の1: 1:' iJ l: せ; ;の1U1.ばれて以米、千宇方凶i に於て若々と之が丘現にブJ を殺

しつ〉ある .t吏拡ーである。然しなが ら県して幾何の改善が行はれるであらうか。機構の改出

ぷ五、は坊 < ｮ ｾ 、 は甚 ｔ ご凶ｄＧＥな Ｚ［Ｚ ｊ ｦ である ｯ ｦｬ ｯｽとなれば絞 Ｚｦｩｉ Ｑ ｾ な Ｚｴｊ ￇＧｨＡ ｪＧ が イ ｪ 三必するから に 。それは

イ10}か 、

l 、既成機構の現有勢力縫改 lこ1' 1' ｾ、 人 的整理の困刻 ｴ

Ｒ 、 新情勢に 作 五 、 新興勢力の掠頭主 人 的整備の凶 ｾｱ ｬ ，

と舟す見方 があ る様に j t ‘ へる。

即 ち 前Ｍｸ ・は 、 情勢主主 化 ｴ こ ＱＧ Ｑ な 、 世然生るべ き 新し い 機 ｈ ｉｾ に却し 、 能五 、 限り既イ 』 ミ機桃を 以 て

よに首り 、 現布勢力のｾ減を極 Ｉ ｊ 防止せんとする立識が働き 、 後パーは新 ｊｪｩ ｪＧ勢に封 ｬ 臨すべき

常然の改革として現千j 微弱勢 ) J から奮起して時こそ米れと勢々堂々の陣苓を整備せんとす

るの:な識が働 くo ［ｻ干し不幸にしてよ等 Ｑ ｾＴ 勢力が舷々利略するが如 き 性質を帯ぷるにゴ毛つ＿二

時こそ 、 機構 改不 の ｩｴ はその ｪ ｬ ｾ められ＿こる ｪ ｬ Ｚｾ に於て ト Ｑ｜ 現されねばならな〈なる。

ー ・ 般に皆絡事務の虫 ｉｉｾ は 、 その ＧＺＺｕＺ 多 ｬ ド ｴ 質から 見 て 組 織の ｬ Ｑ￬ｬ ｊ ｉ 主 化 が佳 ｔ ご知事 ＿こ らしむ ・ るが

如き 要素を合んでゐる。
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或建築物が迭侍される場合を考へて見る に、 その建築物 が目的ときる 〉内容機闘が先づ

建築主? こるの位世を占め 、組織謹の本流に胤張って 、j説撚 にるil，IJ度を確立してし まよ、。建

築物 を迭皆 して行 く? こめの組織は 、常 に臨時的所在と 見倣され勝ちになる。事賀大建築物

を設計ー し施行 して行〈 には一時的 には大量の 人的要素を必要とす る も、竣功の暁には、 そ

の大部分は少くともその建築物 に到 して は、 もはや不必要とな ってく るのであ る。

斯 様な一般 ｩｦｦｩ 念 が， ［ｾＪＪｴ こ ｍ 討 する ￭ ｬ ￭ｬ ｊｬ 変組 織 編成に詰って ー ｩ 暗礁 と なる事殆ど定石の 如 〈で

ある。

以 上は個々 の建築にのみ拘泥し? こ時に正に然ると云へるかも9 - ' 11れないが、之を一行/ う至

一局に於 て、純、韓的 に見 る時は 、 その数多 き工事件数と英太なる皆結工事貨のill nJ に'計っ

て 、 然るべき Ｑ Ｑ ， ｉ ｊ 度組織を確立し 、 以 て事務の合上 ＱＱ ＱＮ 化 公 ｾ ｉ るＱＩＧ ［ Ｈ ま 、 同家経怖の大乗 的見地 か

らしでも 451闘すべから芯る事柄である 。

建 築はその ｬ 刻 係 する 所 側めて多方面に沙って Ｉ ｾＡｩ ー って 、 ｊ ｉＮ つ必 ｬ 事なる 常 識を ＿ 必 要とするも

のである 。処築の性質によっては 、その百一|ー主設計に 'JI って 、幾多の準備訓公機酬がなけ れ

ばならな い口従って皆絡事務としての業務分野は著し〈多方 |印ーに渉って然るべきである。

然るに多 〈の場合、建築技術: ; r ! 主、会〈 別個の機| 鈴j に於て決められ?こ る資料に基き 、只

単なる泣計|泊Ir面の作製と いよ、事に のみ淡頭金飴iょなくせしめられ勝ちとなる; 場介が多 い。

のみならする JL; しきに到つては 、そのJ，じみ;資料に よって全く出荷j よる控築的素人槻に法手作

り上げられ7こる f-i 師Ifb{t> その ま，:> 1作l床のi徐併す らgli Jへら れすオぬ?J -み的 に設計会険協な くせ

しめらる〉場介がある 。 よ等は ｬ リ ｪ かに建築家の業務分 ｾＧ ｈ ＺｩＺ ｾ寺のｼ情 ぷ を立 味 するものであ り

ヅ'r- aiIJ l立の快陥にも起 j:̂ 1する事柄ともムーへるのである 。業務分野の鎖太、;!i IJJ主組織強化等々

で ｊ 人 の 前 注にはｻ 川 下ん ｦ こる ｾｾ ｬ 野 が Ｑｭ けてゐる 。 初かん哉 口
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復興建築助成株式曾祉の業績三その批判

ノj、
林 F金

読 者 の中 に ｛ 士 、 復興 建築助成株 主 主告 示 土の名 ｬ 立御仔Ｚじで い ｊ ｾ の 業務等 ｬ こ Ｑ ・ ｴ き ｩ 却 下 ｆ じ

な い 方がめ る と足 、 ひ 主 す 。叉 多少 知 識 の め る 方で い ｊｾ の 融資の範 園 等 ｬ こ ｻ寸き 誤 解

もあ る桜 E すから 、- fi.忽Illfi 'j; ， ｾ し で本台 前 ｴ の海 要ーを ＿先 づ ￌＡ￟べ ること に 致 しま せ う 。

曾社設立に至るまて。の経過

名皇

ｬｬｾ 、

復興建築ｊｬＩｊ成株式合抗 ＱＺ は 、 大 正 Ｑ Ｒ 年 ｉｾ ｍＪ 大浜 災直後 の 引 ｊ Ｎ ｭ ｜ 復興 事 本の主主 行に Ｇ ｅ 山 、 その

ｴｦｅ 火 地 ｬￆｦｃ内に 耐 五 耐火ｾ 築を普及せ し める こ と が 、 ＱＱ 止 も ＵｩＴ 嬰の こ と 〉 せられ ｔ こので 、 之 が

助成の 門的 を以 て11( II rI に於 て設立せ られ1: 特妹'.I. 建築金l拍子¥'111'1: でめ h ますO

首時 、 ＱＨ Ｑｩ ｜ｬ の谷間イ ＰＩ 閤 ｊ 豊か ら 、 主主 築融資機 Ａ 銅設 世 の えｾ議 や 、 ょが Ｑ 卵白の援ｊｬ Ｉ ｊ を要望す

る ｾｫｬ￬ Ａ ￭Ｚ 掛 り であっ Ｗ こ の で 、 政 ｉ ＨＮｦ は 、 Ｊ京 、 ｴｗ 演仲 ｪ 市 Ｆ Ｑ ・工業界の イ ｪ ｽ ｊ ＱＧｦ Ｇからなる愛起人と数

次の協議を 'Rね?こ紡. ! +じ た11: 14年 12 Hに至り 、政府援Jめの下に資本金 1000寓回全以て 、-1，，:

令副: は設立の運びー に至つにのであ ります。

これ より袋 、 政 ｉＨＮｦｬ こ 於 ても 特 例、 控 訴さ 併 Ｑ Ｑ ＱＱ Ｚ の設立を ｻｴ ｬ 値 ｼ し 、 復興 ｾ 築ト ネ式 内 ｉｕＺ 法 とも ｊ ＱＹＱ ふ

べ き特別法の11;I J '，主 に依って 、ノ|ヤ(¥，ノ|三l ( の千わli l: を』没i Lし本合1111: とI"j 版な業務を皆 ましめんと

主主しまし fこが、四i;'(j の'}i l，!i より 、遂 に此の奈は 日のrlをづLゃに縫っTこのであり ます 。

曾社の事業計重及事業資金

イＨ ￍＢ ｜Ｂ ｩ ｉｕ Ｚｴ ま 、 官 官 迷 の ｾｉ ｉ くん ｊｉ ＧＺＺ 14年 12) ]，;' t 山; せら れ、イjえり開l¥l t立、校 11己の 日より 30年Ii ¥l と定

められて あ ります。 資 本 金 は 、 ＱＰＰＰ 前 刷 、 現 Ｈｅｦ 引 ［ 込は Ｒ Ｕ Ｐ ￯Ｑｾ 削 で あります 。 作 ［ ｉ ￬ ｬＺ の Ｇ ｝ｾ ＺＺ｜ｾ ， ｜ ｩ

ｾ ｈ Ｚ ｻ 立 、 此 似 ｪ の Ｕ ヶ 年を 以 て 、 Ｇｨ ｊＧ ｾの 日 一 閣 と し 、 ヂ ￬ ｬ ｬｬ 止 の 資 本 金 ＱＰＰＰ ［ＰＰ［ Ａｽｬ ｬ と Ｊ 京 、 抗 出 Ｑ ｾＴ di  

の 貸 卜 ｪ 金 ＶＰＰＰ 高 岡と の ［ 十 Ｗ Ｐ ＰＰ 間同 公 Ａ ＧＩ， て 、 主 主 築延 よ ＧＱ ユ数 Ｒｮ ｨ ｾ 7千飴上ドの耐 火辿築のJl )J J皮を後

;乏しfこのであります 。イI判斗撒(立 、111;イyJ政 I(，fの議想、 しfこl制di の防 火地底 l人j 外の| 耐火挫築の組、

延.1:: 1' -の約 l 言IJ3分程に?; I;って)，. 1; ります 。然 しこ の他|口l牧資金を再 貸付す る乙とに依て 、より

以 k 多数の建築に資金貸付 をなしg} る計 JEであっ Tこことは Ij l すまでもあり ません口

ダくl二本 'Iit の事業資金でありま寸 カヘ 前述の践に 、ヂ¥"ll ilーの資本金 1000寓闘 刀外に 刷 di から

の貸付金6000)英闘が、此の 内lii: の2'Jf.Ji 資金になってゐ ます。此の仲Jdiか らの長期低利l貸付

金の融通が本合Ilil:の非7H- な判憾にな ってゐるのであり ます 。 これは、政 I(.f が共の護行し ?こ

復興貯諮i武努の資金を 以 て、* 京-di に到し5000高閥、抗的市 に到し 1000高回 全限度ーと して

長期低利資 金 の融ｩＡ主 を なし 、 ＱｾＴ ￯ ｬｩ は ｊ ｾ の 資 金 を 、 令 ［ Ｑ ＱＱＺ の 必 ｪｊ｟ｩ に 他 じ 、 期 ｉｉ ｜ｈＺｉｊ 率その 他 政 ｉ ＨＮｪ

x  3 6  



と同ーの僚 件で令市t に融通す るこ とにな って ゐるのであ ります。向 復興貯蓄債券法 が 廃 止

され 1=0 昭和4年 7円以降は間金部の 一般資金が融通されることになりまし? こ。

曾 社 の 業 勢

本合ｩｊ￬ ｦＺ の主 ｦ こる ｾｾｦ 労は 、 Ｑｉ な にも ｟ ＭＮ ｊ Ｍ 述べ ｔ こ様 ｬ 二 、 東京 、 描出ド ＱＴ ､ｩ の焼失地阪 ｼ 天 ｪ の耐 � ｊ 民 ｩｾ ｈ

火建物の割! 臥販 'fHえよ lこ針する資金貸付 であります 。

J! P  ｴ，千＿市 ｉ ｾ の定款 ｬ こ ｦＺｻＨ ると

( 1)  希翠者ノ申込 ヲ'モヶ一定規絡= 依 Fレ往物ヲ栓築 ν20{1三以内ノ 返済= f : わし刻R悶臣賞ノ -J i i 去二依

リ之ヲ資圭日: スルコ ト

( 2)  一定規衿ノ E生物 'i ill 築スル者= 狩シ 20イf 以内ノ 返 i狩ノカ法 二依リ建築資金 ヲ貸付クルコト

となってゐます 。 ( りの実IJP.ii t!W況の } j 法は 、王見fr: i徐り行って日らぬ践でありますが、 (2)

の資金貸 ｦＮｊ は 、 ｪｩ｢ ・ ｾｩｬｬ 築技の Ｗ 許 ｉｊ 迄を貸 出す ことになってｦｦＮＭ 1) ，金利{ ム門下の慮新胤貸

川 に封し 、 年寄 ｾＶ 分 Ｑ ＩＧ ｉ ｾＨ こ 一 定されて日ります ｯ ("1れも元利夫初1¥に到し 、共の主主物が又は他

の依Jt なる江主{米を舵141 ; せしむることになって民1 ) ，11止近は jj リにf. t : : 読人を立てさせることに

なってゐ ます。

Ｑｪｾ ｊ ｲｴ ｬＺの他作所ｩＺＨ主 、 之 ＡＱｦＮｾｾ 務に附帯する事業金主 ｾ ｩｾ ｾｾＢ＿し ｘＨ ま投資することが 向 付えるのであっ

て、例へば 、流; i 6 推保建物の終' 併と 11' ｟ Ｍ ＱＺ 地の ｦＧｾ 買ｾｾ Ｇ ［も ｉｈ 似るので あ ります 。

貸付金の利率友刺盆配嘗の制限

r'r iii f: の建築主への貸付金利率は 、制 111の利下げに fkつて 、前支sの如く拡低6分 III I( となっ

て ゐますが 、 ＱｾＴ di との契約に依れば-11止r:;j/[f 索 9分 台起ゆ ることを得ないことになってゐま

す。 そして此の i:t (.J 午IJ 率 l立、大 理 政11正融油資金の利率に到し併I)i f : が旦反核の手IJ 怖を IJII 詳 し f こ

ものであって 、 此の利怖が千Ｇｲ［Ｉ｜ｉＺの Ｂｈ ｾＭ の手 ｉｊ 得金になる洋であ Ｑ Ｉ ます。又合 Ｇｉ､Ｚ の株 ￬ ＭＺ へのＮｦＺ ｩｊ

待問 ｃＧｾｾ ［・ ｬ 二十 ｊ Ｍ ても 、 Ｘ 介以 卜 Ｎの門ｾ Ｎ ｾ Ｚ Ｚ ［ に十 ｊＭ ｾ般市な ｡ｩｉｊｾ｛ｾ カ ＴＲＲ りられて民ます 。

此の貸付金利率及 ＱＺ ｉ ｊｉ ，問 ｃＧ ， ［Ｚｲ［ の ［ｉ ， ｉ ｊ ｗＨ 工 令市 ＱＺ の ， ｝ ｻＺ Ｚ ｾ ，ｾ の刊，Ｇｴｦ 卜 ＭＷＷ［ 然の市ーＡ内主思五、のであ Ｑ Ｉ ます

利盆配嘗の補給及損失の補償

以 卜.各fifr の制限を設けられてゐる代りに 、株主にう付す る年 8分の肉e'2:: ;t立、司i に依て完 併

にi米祇せられてゐるのであります 口即 t， ，f '，: し令制: が 8分の配引がI-I '， -s]七な い時は 、同 バi から

ｊ 与 の 不 足相を ､ｬｮｾ Ｈ，ｾされることになってゐます 口

叉合 ｩｪｩ ｬＺカＺ寓 ｾＮ ［ｾＺｶ ｾｺ ト ーに出火Ｚ金魚じ ｦ こ場合も 、 亦そのお ｩ Ｍ ｪ ，と ｾｩｬ ｪｊ賞金を有ｉｩ給されることになっ

てゐま す。刊 し此際としても 、 先つ法 a宅準備金をよが有IW1にヲピJ;t すべ き義務めることは r! I  

すまでもありません、此の補 給金制度は 、本合枇 の 非常 なt' i憾 で あり 、叉 世imか ら色々と

批判を 受 けてゐる聖占 であ ります。
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曾 社 に 劃 す る 監 督 権

合制Ｚにす ｉ する也 ｴｴ の蛇 ＧＱ キ慨は 、 ＭＪ京 、 椛 Ｈｦｴｬ ｾ ， ￮ dil 長にあり 、契約: ! ? に依って 111' ，) 古詳細に則

定さ れてゐますが、相 その桜心を逃して ゐる憾みがあ 1) ま寸 。

私，J ＩＨ蹴内務の ｉｾｾＪ 刊 にもＭ Ｍ 欠 Ｈ Ｑ Ｂ Ｉ の ｾ Ｚｧｻ ，ｻ 千棋はありますが、 ｊｾ の隙 ｉｕｻ は ｉ ｊｈ ご扶少てーあ ります

此の外、令市1:に釘する ilil J裁制定もありますが絃には l時します。

曾 社 の 業 努 成 績

本合制: ( 立 、以上の如き有利 な僚1' 1ーに依り業務公開設し? このであるが、川イ';J) の華々し主主

主主に比し 、主主近数年Ill l (立、 ｴ代モ刊 ｬ川川 Ｑ Ｑ Ｑ 金も ｴ ｪ 目 Ｑ巨 Ａ少で ｩ主 ｴ 車討紡 ｩｫｻι＿ ピご イ不 ｾＮｦ仮辰の［肱 ｉｊ伏 ｪ火［態にあり ｨ 、 専ら貸f千付.J1資fそt金の|ド川H叶11 !  

牧に努ブ力j してゐるかの様でdあbります。 千併?村刊吋iJ抗枇Jil此ItI辻|上.，営営営'斗i主tのl t引引叫l'叶叶出ι↑七h加l

相常 ｊ愛装 ｬ慮伝すべき ｩ欣ｼ伏犬 ｦ態 ｅ に ｴあちります カが ［ 、 Ｚｬ Ｑｾｎｊ の ＴＮ Ｕ 年以外 は 、口 Ｉ ｊｾ 以て Ｑ Ｚｊ Ｉ 明 Ｘ 分 の配 市 を制け

てゐるのでありま す。

創業以来今日 までの 10険 制:¥1 に助成し得 Tこ建築肢は680i制午、 14寓7千飴上引こして 、貸付

金約3. 300寓闘で 、首初7象定，-1-J- J } の約小数に速する主総であります 口

x 3 8  

ヂ'r ijll: Ｇｊ ｉｾ＠ 紛 争友 ( 昭和卜一 年ノベ 月l'J Uu
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>';11 

貸 付 イヰ 盟主

延 坪 歎
I  19.4御 I 1… 坪|

五E 築 r'i 「 Ｗ Ｎ ＸＷ ＸＮＶ Ｐ 湘 ＱＭ ｾ ＹＸ Ｓ Ｎ 743[llJ 一戸 瓦

貸 付 金 額 1 6 … 閃 I 27. 126. 7うO閃 I 33 … 閃

ｾ築者 Ｚｂ 金 I  13.79.959側 I 13 … 閃 I 15.236. 952関

資 金 貸 付 利 本
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曾祉に劃する一般的批判

本 向 枇 にf' J す る科 陀の 批評 伝 、 自 分 [ま 底 々 耳 に す る の であ る が、 その関す る 所[立 、

( 1) 貸付 金の利率のおいこ t

( 2)  貸付金償還イ13限の短期に過ぎること

( 3)  貸付金利鞘の過大な ること

( 4) 株 Eへの軍IJ袋町常金の過大な るこ と

( う〉 不 ｉｊ 径四日Ｇｾｾｾ保 ｴ ｦ 及 損 失 補 償 保 イ牛の 令 請士 に 不 営に 有不 ｉ ｊ な る こと

主宰の諸貼 で あり ます。

本合唱t の i責務 !'I" 1こる往 築 の 一 部 の : x-は 、京 総 ビ、ル デ、イ ングゐIt;. 千? なる ものを 引; 成 し て 、債

務 者 の 利 保 ｦｾ ｉ ［ｊ 誌の 立 場から 、 Ｎ､ ＨＨ ま ｉ ｗ ｉＧ ｎ ｴ こ 或 は 輿論 の ｟ｩ｛ｩ ｊｊｌ 1に、色 々f円引 も し 、 制 策 もして ゐ

ます。

又 東京航 泌 ｉｾ 司市役内 務大蔽 雨 ｾ Ｈ ￎ に 於 ても 、 台所ｬＺ の主 ｷ 及ｾ ｾ の運管 ｬ 二 十 ｪ い ては 、 多 大のＡＡ初

心 を以 て 、共 の改 ?与を :¥1ることを 企 :iitil してゐる の で あ ります 。

而 して千 竹 ｈｾ としても 、 以 Ａ て 各 聞の Ｉ Ｑ 場 ＱＱ ＺＩ え は 批判 を ｨ 乏けてゐ る里山 に ｉｾ 討 し て は 、 ｬ， ｴｪｌ な る 普辿

J ( I1¥! の' 営利子¥'";I i l:でな い 本来 の 使 命 に 1' 1み 、L攻[ 与す べ き は 、iili か に 己主むる べ きであり ます が

一方非略tの 依 て ->1<:る }WXIヵヘ 或 は 、 向日ibi l t，'，: R;タj の 事I' Mに11; Iklす る も の 或 は 兆後 の終的' 事

情 の 異 な る 健 化に師さる べ きものが多く 、 一概に合i J i U'I!. 'F X' の運管方針ーの み を' 11三湖iーす るこ

とは 、 'F; らぬ型1; も あ る の で あ り ま す 口

l'}，下 少しく n分 の 所見 合 111述 べ てみ? こと 忠 ひ ます。

第 一 [立 、貸 1・1・金の1，:IJ 率 の 凱 で あ り ま す が、手IJ ネ のjltlf:J 脱皮ーを 9分に定め? こことは 、 今 は

j 1V11今? 文化し 、現 {I: は、iik保 利 率は6分 l }項 f 大 蔵7，' 貸付 1: IJネ 3分 6照 に f:l H¥'ri2分 5111{ {f 加 算 )

に な っ て ゐ ま す 。 これは 不動 産 貸1・! としては 、徐 りが:)い平IJ r ではな い のであ ります 。

然し 乍 ら 、 この ｦＺ ｉｊ ネ ｬ 立 合 ［ ｉｩｬ ｾ の手 ｉ ｊ 怖 を 合 め に ものでありま す から 、 ＮＮｽＧ｜ Ｚし合 ＱＱＱＱ ーが今より不 ｉ ｗＡ ｩ

ｻｦ ｦＮ 氏 ｩ 成す るなれば 、 一 層低 利 ｬ の Ｑｾ そ ｈ ｴ ｊ Ｇｉｉ Ｇ ， Ｍ＾ｉえるのでありまして 、 乙 れは 、 ＩＨｾな 川 睡であり

ます 。

Ｇ， ｾ Ｚ ［［ ｎｊ＠ Ｙ 分の刊 ｲ で借金し ＿ こ辿 ＢＱ は 、 Ｎ ｊ ｾ 後の 小 山で ー ｮ 年 Ｉ Ｑ ＧＮＧＧ［ ［ ［ ［ な 背 ｩ 立にあ り ましにので 、 政

ｉＨ Ｎｊ としても ｻ点 的朽の ｮ 拾 Ａｨｾｩ 成の η め 、 或は 、 Ｗ じ利 支初 ｉｬ 資金を＿ 副 ｬｩ ￚＡし Ａｎ Ｈ 主教 ［ｪ Ｈ の ｔＡ ｩ 起 ￭ｩｈ ｩｊ 萩

の 低 下 に! 匹じ 、千'i llll: { f して低利へのfi -T林 へ lこJ恵ぜ しめる匂: 柑 ゴj 便 宜 を 計っ て ゐ るの であり

ます。

Ａ ｊｾ 三 ｬ 立 、 貸 付 金問泣年目肢の 川 屈でありま す ｏ 耐 火 住 築に到 す る ＲＰ 年の的 泣年 限 に 闘しで

は 、 官 ［初 よ り 多少 川 ｪ 週 であっ ｦ このであ ります が 、 政 ｉＨＮｊ からの資金の づ Ｑ Ｇ ， Ｚ ｾ［ｍ ｩ ｊ ｪ， ｩ が ＲＰ 年 ｦＱ ＮＱ 還 の

復 興 貯 蓄 ｦ ￮ ＧＨ 雰 であっ ｦ こ Ａｾ ｍ 係ｊ 士 、 己む をｾｦ 写す ・ 契 約 一 Ｑ Ｍ Ｚ Ｑ 祈 〈 決 ＢＢ Ｑ こもの と 思 ょ、 のであ りま す ｄ こ

れは 、ＱＭ ＱＧ ， 来得れば 、 ｦｬ ｩ 称 ｊ ｾｩ 也 の 方法にｻＺｴＨｬＩ是非 ＳＰ 年 Ｑ ，ＱＮ の 償 還年 艇にし ＿ こ い と 思ふ のであ り

ますD
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第三 ｬ 立 、 合杭の利鞘 Ｒ 分 Ｕ ｊ Ｇ ｉｾ の問題であります。これは 、 前 ｛ にも述べ＿こ拡Ｍに 、 貸付利率に

[ i 十妥協和!1する貼が、建築: x-n!l J力、ら児て 、-1M::; 市: 要問題でありますo この利符iの京は17; 初よ

り終始縫児なさ依でありますが、1: IJIIl' !i が、子f>: I"¥'/jfl:II ! f ; ーの貸金てーあり 、世:足先、午IJ 径配iI 金

共 ｦ 也に廻る令でありますから 、 千 ＿ￎｬｩ ｬＺとしても 、 イサ ｬ 々ｾ L: の低下 lこFi8ぜぬ金てあります。然し

併Il f I : が共の運営方針金改めれ伐の介1 ' 11¥化 に依る世主党の節約又は配ZI の低下勾をなし件れ

ば、平lW( iの低i成も叉可能なりと信子るものであります。

第四｛立 、 株主問 Ｇｊ ｩＱ ［ 率 Ｘ 分の川包でありますが 、 信 ｉ ｴＮ ＩｾＧｲｩ ［ 時の Ｑ ｴＭ Ｑ ・ ｬ Ａ ｉ は別として 、 ＱＱＧＱτ 今の Ｇｬ ｩｉＺ令

↑lli 勢では 、或純度の非難{ 主、令市1: としても 11-' 1 : せねばなりますまし、。株主側の反行に依り

速かに白張的利下げを切笠するものであります。

お ￭ｾ ｊｩの貼は 、 T市li の配首仇保と古説H及え廿f抗口失;制仙rl何仙Ij山i打l山f官f仙('l't日此't の問題でめりま寸O これも千合?わ刊吋Iji刷ji削i刊|

して[ はま一一{伺打;常干常;イ作{ 利な引f僚際附1門'1ドe を附さねば此1陀q弔〔イ不4助E跨長悩玉全E詞両融虫千合'1/刷lド副t日1: のI淀-，γ苅1、「山ι"工'，:(乙μ:tはま l問末羽l革刻抑Hであつ?仁こ一一行払拘1] に

不作己かつ? ことも巧へられるのでありますが、時かに j 己川(;r ijH: としては、; 品分Xt まイ4川・と

忠 ｬ まれる碍度に保護されてゐるのであります 。 然も合 ｩｆｉＺ の ｾＧｾ務不似の粘県 は 、 契約 ｟ｉ Ｍａｾ の

損失全両市で背負込まねばな ら ぬのでありますカ ・ら 、 ｉｾｾ di の.[ 11¥事，x-il rJ で相岱問題になって

ゐるのは尤もなことであります。

然し又一商、此の僚f ! : がめつ Tこればこそ 、合1)11: としては 、大峠! I L 敏速な柄引も 11'，?!<:t この

Tごとえふ見方もあるわけであります。然し乍ら他商出火は向」、持ちであるがj ¥) ( に 、千¥'1)11: の

偉業が放漫 ｒ 無責任にもなり幼 い Ｎｦ ｬｪ｜ で 、 」↓ ｾ［ｾＨ￯ ｬｪ ・カ［｛ｩＺ［官業主 ＧＺＧ .!ITB! IJ に汚へ11'，しにのも 、此の出li

にあるのであ ります。

向自分の意見を押加ふるならは ｜ 令制Ｎの危 険 ｈ 橋智 ＱｾＴ diにのみ耕し? こ所に無Ell があるの

で、寧ろ事業の判: 質から 日i'i へば、間三fが或梓Ukのjfl -夫-F!l i ＨＧｬＧｴのユ工場に ｊ ＱＺ つでも 石 ｔ 然 ｔ ごと ＮＧ ｾｉ ，ＮＮｳ、

のであ ります。

曾 社 改 革 案

本 Ｚ ｲ ｜ＧￎＩｬｴ に玄 ｉ しては 、 以 ト ー作聞の川Ａ坦めるに ｾｩ み 、 弁Ａ制 ｦ 系仔 の 川 で も 、 ｾＧｩｬｴ 々のｌＡ ｸ ｉｾｾｾ 奈 Ｓ えは

誕生束力Z巧 l在せられてゐるのであります。

ｨ Ｇｮガネ ｾＭＨｲ Ａｉｊの案としては 、 主主築市川組イ＿を作り 、 令制Ｚを ｾＱ ｦｊ午前せしめて 、 自分 ｦ ｓ の子で 、 台

所 Ｑ Ｚ に代るべき主主 ｦｾ 年ｻｴ＾彪 Ｎｦ ｬｪＧ して行き度いと ｩ 三五、技なものも待てありましに。

3く東京 diは、内務行の警告やH't I'iIIX- の要望 lこ:J，むき 、11汝:)(千わ)11: に釘して 、平IJ 符iの低下、株

主配7;? の低下、; 替業費の首j約等を迫つ? このでありますが、大部分は、不調に主主つ fこ出版で

あります。f:l{ て最後に本・事業の買牧」え ili [ i : !苫案 を考1&. してゐる悦様であります。然し乍ら

此の買収[ i 待案も割合nll: 契約の改訂又は解消を?必要 とするもので 、執れも台所tの諒解、協

調に伐にねばな りませんo それで令制: が此の案に賛立を表することにあるとしても 、今後

相'j;1・のrlj1折ーを7象想、されるのであります。
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以 1-.(立合ii " d : の改革案とは211ひ 僚、事 賃 上、 合祉の解消案であります O

却し台ilH: のJIP- ' 事X" &株主D!IJ に於て 、何等、運営の根本に改革を行ょ、の;EZ古な し 徒らに台

，jlt の 契 約ート‘ の特! 穫 IJZ 口己の利得をのみ主張するなれば、解消; ; ( Ｏｦｾ得己と 忠 五、のであ りま

す。然し自分は 、 木 Ｚｲ ｝￮ Ｚｊｓ ーが ￯ｬ ｩ の乎に移管されでも必しもよｾ ｾｓ 松を粛すものとは ｦ 言 ぜざる

のみならす¥ 本台市1: ;設定して絶大の好ゴJ を↑待まれなかっ fこ常時のl制係者佐知 る自分と して

はイ ｪ 守 ｉＺｬｾｬｩｭ 十 ｩ 徐年金成す ン ド令市 ＱＺ を 、 ｉ ｉｾ ｩ 立に於て倒れしめ 、 事業全 ｉｪ ｾ絶せしむることは如何

にも芯憾に ｴｬ ，ｾえぬものがあります。意志ある慮 、 窮地の辺は必十あるものと自分は確く信

子るものであります。

以上. に依って 、大閥復興助成株式合示1:の組織す立に ;:¥SU1噌トーの概要に闘し読7 i . の旦11併を:，， 1尋?こ

積りであるが、本介両 1: が今令官現イ子の替業合引: であり批判もJ l l の脱皮に止め? こいと忠五、ので

あります。

結 び

復興建築助成株式台前 ＱＺ は 、 ｉｾｍ 京大震災の徐躍的〈牧まりし頃 、 帝都復興の大事業に貢献

すべ〈崇尚なる使命をれて生れ ｦ こ令正ｴｉＺであり 、 Ｇ計初 Ｗ 象Ｇ， ｾｪ 必りの業績を皐げ得なかっ ｦ ことし

ても 、 共の干 ｩＱ ｾＱ｜ のＺｩｬｬ築復興に寄興し＿こ功申立は、 ｩ たして淡すべからぎるものがあるのであり

ます。

然もノ＿や合 ｩｪ￭ｬＺ が 、 その ＧＱ Ｑ Ｑ 互に於て 、 投勝のｉｪ ｾ に浮沈し 、 その イ長較を＿疑 ｬ まれてゐることは

併 I}II: 設立? ? ; 時の事怖を4 : 11 る乍 xi にとっては 、特Tこ感慨深きものがあります。

11， ｾｾＺｩｬｬ 築ｬｊ Ｉ ｊ ｊ ｬｘＺ ＺＺ＼ ｊ［Ｚ ぬま 、 多＼ ｲＺ Ｇ ｾ物伯尚 金利 ｬ 時代に ｾ ｉ ・ ｊ ｈｾ せられ 、 次でう ｫ るべき不況時代 ｬ こ於

て、 その整. f l 1 ! . 事務が行はる 〉が放に 、増資物の111'( 下り 、金利! の低下等に累せられて業績常

に芳しからす｜此問事業力［市 ｬ こ ｦｦｾｾ 作花火式 ｬ こして 、 華々しき成果を牧め得ぬものなりとの

ｩ Ｚｬ ｴ ，ｩ Ｇｆ をＧ乏〈ることは、 ｪ 折見のｦＮｴめ ｔｴｘＮ の， ｊｈ ご遺憾に ， Ｑ よ ｌｾ 、所 でーあ ります。

今や時運の排 ｊ 多と ｊ ｉ ｻ に 、 防定問題｛立 、 愈ノヤ問Ｎｌｾの民愈 ｉｊ な ｬ 深 Ｚｭ となり 、 防火地阪や 、 耐火

建築ヵ=一層共の主要| 慌を認識せらる〉時期に方1 ) ，Ｏｪ，［合 ＱＱ Ｑ ＱＺ のす 雪起更生し 、 以て合 ￬ｬｬｬＺＴｾｾ の

使命に泌ｾせむことをＺＢｊＮｉＡＺ挫するものは 、 ｜ｧ［ｪ り ｾｐＺｘ のみではないと 、 信す・るものであります
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復興建築助成曾祉の技術的事務に就し、て

卒 林金
五

日

前置き 建築と刑: 千? の付税として建築事務に腕! するものを御集めに なるそのーっ として

復興建築助成株式合ilil: のものを書き送れとの事でありましにが、' ，:;: ，-Jl )J l衣子' 1ilit は特殊の建築

資金金融削花でありまして 一般 の建築の設計事務とか世間I務とか百it<. 事務な どと は) c分

校了・の健つ 7こものでありまして 、御f怖いこい、ところ又は建築星第 (1
'
，) でない向) i J i もあると，U

(，t れますので 、蛇足に餌するこ主がありませうから然る可〈御前み抗てを御前!ひ致します

使 命 と 業 努

復興建築ｊｬ Ｉｊｊ 茨株式内祉 は ＧＱ Ｇ すまでもなくた正 ＫＭー Ｍ 年 九ｊｬ Ｍ Ｎｮ 倒木太良の際火災に抗 ｲｾ って

焼失し Tこ地域内( 京京i li ＩＮえ横波 市 Ｉの鐙物を ｾｉ 耐火 ｉｮ ｦｴ 炭の Ａｩｬｬ 物として［｜等Ｊ ， ヰび斯 〈 の如ｾＩ￧

災害 ｾ護生しない様 イ ミ燃剖 ｬ￯ｬ￯ の完 成をｊｬ Ｉ ｊ 成ぜん とするもので 、 此の使命を全うするにめに

資本金受千寓闘のKI : ¥1株式内nil: ｾ＠ ，;1:. i '，: しよれに到し東京Tl nえ抗出 il i が{米諸 して 問}，Ii から六

千薦問の低利資金の融泌を受けしめ此の' ，!:・l ( の資金の越川に依って Ini J 火建築の助成をな

し、守I I i 都及横演市 の防火地問建築の促進営計り叉ーI白[ 今日の如き非常時の急: 務とする防本

建築の- ! l jJ をなさんとしつ〉あるのであ b ます。

斯〈の如き使命を帯び て設及 ［せ られ＿二千刊 ｩ ｴ で あ ります のでそのｾｾ傍はノ ドば 公主主ノ ド ば岱和Ａ

とよU 、様な性質を持つ ? こもので一両には防火地医の完成を 円棋としー juj には株主 lこ配訴を

ｦＮｴさねばならぬと云五、布践であります 。 市して業務の本質は務 ｈｾ 止ーな 一聞の ィ［ 動産金融であ

りまし て東京市 桃前市に於りるよ北? と地域内に建 てられる 耐 火桃浩の挫物を建築するに聴す

る主 ｉｉ 築資金の貸 Ｑ ・ ｬ をするので 、 一 般の不動産 階 保金融とはＩＨｾ、に異ってゐるところがある

のであり ます。 すな は ち ( 1  ) 営業の純悶が東京市及術的i li の; 焼失Jlli 域内に映られてゐま

す。( 2  ) 金融の祇il l・物ド|・は耐火柿迭の挫物にsl{ られ てゐ ます。( 3  ) 向 lまy...建築中のもの

にその建築資金を融通するのであり ます o よれがお助成合ilH: の大いに特色ある動でありま

して一般不動産金融の機闘は不動産主? 指保として現存する他物或は土地主宰を詳似してそれ

に削首と認なる貸金をするもので 、 ｾ ｾ の融資が何 にｩＡｴ川 せられ践とｼ制する ｅ こ ろでな い の

であるが常助成令市!:φ 金融貸 付けはその建築工事淫行に必要な建築資金 とすること が以J!l j

となってゐるので、ｾｾｾ ， ｬ ｩ ・ ［ Ｑ ＱＺ 中か ら似 約束そして建 築が竣工しな くとも ＱＱ ｜ 米 上 る見込みが

付言持常物件として認めら れる程度に工事が進行すれば共の建築工事の 11'，来高に肱じて資

金の貸1+'，しぞするこ主にな ってゐるの であります。
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管 業 の 現 況 と 事 勢

;川悦，山町;九古1t.叫w川Hω肋UJ Jμ成』戊主M千合和?わN刊11川此lド川此[刊止!上:(はまR例lリl 、心'，:以4米4←什-イ十|卜. 一ケ年をを? 絞過し?仁こJ 七引引制1:川川!日川lり! に11)肋j力jυJ' 主しT仁こ控物! 門'1

i蚊投にして約 15叩0，0∞00ωよ'1ド人三¥、その主姐辿li 築 lに:オ事u沈t概3羽?戸4柑8，6ω0ω0，0∞O∞01悶悶、貸f十付、.J 金純絹は 34，000，000聞と

なってゐてよれを千均して見ると 一 ヶ年に64棟、延1'1'蚊 14，000坪、建築費 4，500，000闘、

貸付額ば3，100，000聞となり 一棟の平均建築延主1"数は210上j' ，、千均附高は 問附程度、敷地問

的は平均約801'1'- 、-，棟の建築技は約 70，000岡、延ー上村山1 ) ｊＱＱｾ 貨は干均して ＳＳＰ 国依になっ

てゐるのであるますO 即 ち訓介に中或は小の部に風寸る建物ぞ数多〈助成してゐること に

なって日て 、助成の nrl" Jには泊介してゐるが建築技の絞術か ら3よれば今少し大規投なもの

である万が純計¥-(I"J であって事貨不純'怖 と忠はれる貼も少くないのでありますが、之れは敷

地'，t;: IJ i 'i し、江戸時代か らの宅地内lが成る程度ーまで然らしめ? こものでは: むを得ないところと 忠

はれる 。

而し て現布の金融僚ntま ( 1  )  11: 11' ，傾は総建築11: Ｈ本工事 、 設 備 工事 、 設計 ｊｆ 主将ｾｾ 、 共

{他也 をを? 合む) の七;許知訓R削問|リJL:J.以ソス、l内1刊l 白 ( 2 )  金利 は年不. サν |

にして J必亡平利IJ 均t守等ち守等雪穿命;主拘訓制lり叫川|リ似Jj賦拭町f悦l'此'u泣立 ( 年!賦拭、月!拭) となってゐて J 亡金安斤闘を 廿ヶ年持月害IJ 賦償還す

るものとすれば) l 相72間後となるのであります。

今建築資金貸11'，のIll riJ j ' - : のん要を記すならば第一11支1¥1込を受ける。これは建築主と助成脅

ｩ ｬｬｬＺ とが閥 ｦ 系金生する此例であって 、 建築敷地の太さ ｽｲｾＡ 伏 ＱｾＺ 世等の ｗ ｦＮ る岡 ｬ 師主新しく建築せ

んとする建物の訂-3Eの併る| 品11出i Ｉ ， む ｬ ｩＭ 煩 即ち 同十ｼ 工 ｲｦｦｩｬｩＮＭｾ Ｑ と牧支 Ａｉ 論見書を添へて借入希望糊算

金制伝記人保証人を定め住築主力 ;1) 1込をせられるのでありまして 、之等の書類に依って首

;111: は づJ に於ては，J ｬ Ｚ 住築 ｾ Ｍ ｉ Ｍ Ｍ ｮ｝Ｚ の埴 Ｗ［ｴ か否かを検討し 一 万に於ては建築主及保言ｩｅ人の信用調

行ーを ｪ 住 め 、 その私 ｬｩ 民主外 ［ｪｩ 合して住築資金の融｀Ｑ￬ ｪＧＺＧｾ に肱すＧるか夜かを決定するのである口

郊Ｍ段としてＭＱＮＺＱＩ Ｑ 込千＿の提 ｉｉＧ ， ｾ要する課でこの時は，［む ｬＧｬｩＮＭ ， ｩ ｴｻＭｬｩ［ 一 式、建築認可証Ｎ引 、 工事訪

れ契約井応 、 住築 ＱＧ ， Ｇ ｊ ］［ＺＱｾＱ 入 ｊ ｩ 諜 ｉｬ ｭｬｬｬ ぅ Ｎ ｬ ｩＭ ｊｬ［ 他の提 ｬｩ "を受け 、それに依って建築技の行定をなし

貸付金制を決定し也: ｾ＠ ill 築資金貸11' ，時期を作つのである 。第三は新築建物に釣しぼ1?; 槽の

設定をな し放イJJ のft 川を 受りられること 〉なるの である。 斯くて後は工事HＧ， ＿ ｪＨ ｲｾＺｪ に肱 じて

貸 川 しをなしＺ俊 Ｑ ＧＮ に雫るのであります。第四は布 Ａ ｩ Ｚｊ，［ ＿ Ｚ で辺物が竣ＺＱてしにｾ告は本 ｩｊ Ｑ 込の設 ， ｜ ＭｊＭ ｬｩ 心 Ｑ

71? の泊りl ' fJ i I ! i されてゐるか否かを材伐し光寺に決定しめる貸付! 象定金の範問内に於て故後

の貸付金額 ＨｦＩｾ 務制〉を定め之れを ＱＱ Ｍ ケ年以内年叉月賦として制Ａ以前還に割前てるのであ

る。 第五は ｦｒｩｚ であってあＡ月ｾＺの常 月 より ［［ ｮ 一同の需 ｉ ｊＡ以金の ｦｴｩ 遣に移るわりで ありま す 。そ

れから後二十年il ¥1或は十五年川月賦3くは年賦で l'i J額の前還を機秘するのであって: l T l : 初の 11¥1

は大部分が不IJ ，白、てソじ金の j gi f i- は制めて少ないのであるが、順次に利息の方が少〈なり 十年

以後に至れば元金の j脳内カリミとなり 11討きには元金が大部分となり利息、の方が僅少となるわ

げであります。
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技 術 的 事 勢

前述の如き 業務閥 係 の建築事務であっ て全般的に 来 Ｑｾ ｩＱ色村Ｂ ＮＩ の見解が多〈 加味 せられ賀則似

値或は粧神憤値を主 ｲｵｾ として建築物を取扱ふこと〉なれ技術的事務とは事ひながら内容

が縫ってゐるのであります o Ｇ，ｾ［ ［ ｊｬＩ Ｉ 成合祉の技術的事務は先つ大要Ｈ I  Ｉ建築計 ＭＵ Ｑｅ と ｾ ｾ の粧

ￍＧＱ 守的検討 、 Ｈ Ｒ Ｉ 建 築 究の公 定 、 ＨＳＩ建 築工事監杯 、 Ｈ Ｔ Ｉ 主 主 築 Ｍｾ ｪ 文相 談等で何れも直綾でな

〈間接の建築的事務なのであります。( 一部直接設，n日目干の事務もありますが〉

建 築 計?J1: とその，毘術的 検Z羽11)( I11
込を受げに場合その建築fl i : 置と敷地の大さ丹・:bi{}¥: 等を線本

とし てそこに建築される建物全 "IJ 心とする一つの企業として検討するのであります。 即 ち

新築せられ る建物には幾何の資金が投せ' ら れて幾何の利 j閉が得られるか、幾何の利i11[j を得

るlこは幾何の投資を必要とするか、 ど の 程 度 の 建 物全 建 築 す れ ば ど れ 丈 け の 牧 袋 が トーる

か。 而 し て こ の 牧支欣態が幾竿機r1'( し得 るか 、何年後にはどんな牧支を f象想すればよいの

か等建築物を一つの合業として その建 物の純情 Ａｴｩ 値の Ｎｾ ＯｬＨ司会定めるのであち 、 従って その

建物の貨現すべきか否かをは以めることになる 。 然 し此の見極め が * し て像想通りに行く

か どうか は 世 運の鐙 化 純岱 ＱＱ の如何共他の要素によって大いに晃つに結果ｻｴ＾ ｾ￬ らすことも

あるのですべてが的確であることは悶雑である がー肱の検討は丘際的にイf効であ る。

ＨＱ Ｉ 建築位置と 用 途、規模、程度 等建物と土地とは鰍れることカ ［ｉｉ ｜ ｾｅ ないもので殊に耐

火将lj 造の枝な永久的建築にあっては一層共桁接の度公正:j めるのである。放に建物の! I ' J 途胤

模程度ー等がその場所柄に泊合しなかつにならば その J ) 也もその 1削11'iをi成予るこ E になるし

建物も充分牧支の ll 'il. れる肢には行かないことになる。例へば第一等の土地柄の佼置 lこ第二

流第 三 流の大き 、 程度の建均建て＿こ場介は そのｽ ， ｾ ｊ ｉ 到の処物に劣り その こ ＱＺ地に あって要ぷを

満足せしめる建物とならない ft めにプE分な収入を得ることカ q'l'. 米 子、 その狩立を確保する

ことが悶維となる 。又第二流出三流 の J: 地柄の場所に引一流に属寸る搾度の立派な大きな

建 J初を建て fこ場介 、ヨドひにそのー1:地が護展して第一流の! 仮住地となれば良いのであるが若

しそうでなかっ? こならば投下しに資本に封する利j問は非常に低いものとなって前の場介よ

りも 一 層不利な ｊ 伏態になるのである 。 紋に建築般地のｽ， ｉ ，ｾ Ｑｭ の Ｉｉｉｕｬ￨ より推して ｊ ｾ の場所にイ手

立のぷ誌のある Jl J迭の建物とし共の) ( さ搾度に於ても共の土地柄が建水する虞を見極めて

よれに過ぎることのないものであらねばならぬ。勿論その土地の純米の殻展性は充分に考

慮 に 入れられるべきであるが牌 ｾｅ 護民し＿こ場介 にも ある程度の改造叉は迫力 ｈ する方法も ｬｲ Ｉｚ

る こと が ｉ Ｇ ｉ ｜ ｾｅ る様に 青 Ｑ Ｗ Ｑ ｅ しでも良い事であるから 、 過ぎにるものは故も ｴ 主立すべきであ

るo 兎 ff J耐 火博士宣の場介はノ' I < 久的処築であるとより、比方から幾分過ぎ? こるもの になち払い

ものでそれをさせぬ様仁は ｾ￬ ｬ 常にプレ ー キをかける必要が認められるのであります。辿築

の程度とは建築工Ｚｺｹ，Ｚ Ｑ ｓＺの Ｇｾ Ｚｊ 下 ぞ，ＨＱ 味する ものでＱＧＱ Ｑ［［ 浩 二 九盟の 二 ＱＧＮ Ｑ 告は強度 Ｓ くは耐火構造の ｦ 削 Ｇ Ｑ ー

からた廷 を生す・ることがなしれii 局に於て内外仕上 材 料芯匠等によるもの と建築 設備 の如

何によるものとの差であ って 、石材ーとか金物とかを外装として多< J IJ ひ? こり冷房装置とか
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昇 降 機 と か を 十 分 に 設 備 す る 場 介 は 建 築 は 程 度 の 高 L 、建物となり賃貸料にしても 、減 債 の

消 却 に し て も共の 額が 大 き く な る の は 明 か で よ を 賄 ひ 得 る 牧 入 の 得 られ る 場 所大 さJ l J途 等

のt条件が満足されなりればイ[ - 立性が似t貨 と は な ら な い の で 、よ等の鈷を? 技術的から と経 梢

的 か ら と 雨 方 面から泊世に検討を? し居るわげであります。

(2) 敷 地 の 利 用 と 利 用 面積 の増大 主 - J十金 - Jj- の I山J 級 な る 土地 で 地 悩 或 は 地 1-- 樺 等

営考へる と大きな資金であってよれをよ くJ I 1ひると 否 い ま 非 常 に j 王寺な差となるので 、、:股

地 の 利nJは: 4 ，( 初に於て充分 研究 し 法 規に よ り 必要な る主主地 もなる べ く 牧 約 的 に 浅 し採光或

は通風に有効であると同時に 、 そ の 場所が戸外の仕事場に使川せられる様に越されること

が出来ればそのゴー地は全〈無駄なく平1J} 1J され? こと 三・へる のでありまして: 4 ，( も理想的であ り

ます。 狭小J般地の利 川 i百杭をたさ く有利にする nめに } I.;1"j B[ 築{ t > すること は 御正 に 良 い 事

であり 、 大 に待 ｰ す〉 めして Ｇ ｾ＼Ｚてゐるのであ りま すが 、 なかなか共同とよミふことは陀々の掛

か ら依1' 1' が一致 し な い も の で 軒 々 の 希 望 す る 様 に 行 か な い の で あ る が 、1宝l僚に於て狭小 な

蚊 ｊ 也例へばご｜ｩ ｗｉｾｬ ｬｉ ｬ ｬｬ とか 三 ＱＱＱＱＱ Ｚ ＱＱ 円とかの程度の ｊ 段上位であればｈｬ岱な ｪＺ Ｑ ｊ 径があるので隣家

同 ぷの知lい却j 県の少ない定j 也が今少しまとまっ fこ出さの万宅地として手1J Jl J することが 11'，米る

様になり 、 殊にｦｔ ｊ 地を合ｴｊ場合には市地［ｪ ￬ｬ ｊ 限の緩和を併むことカ［ｊＭｉ ｉｉ Ｏ ｾ＼Ｚ 一 層イｻ不 Ｑｊ となるので

あります。又建物の平1J 川!白T肢 を 哨 ん す る こ と は 佐 物 牧 徒 の 卜. から笠ましいことであるこ と

はぷ‘ふまでもないのである。然 し住 築主の希望 ｾ ｾ ￭ 也から 十分に 取れてゐない場介 も少〈な

く一般的に 75%科 度 合 笠 な の で あ る が 、 それに達しないものもあり又あるものはあまりに

利川面仙 台んき くし過 ぎて ｜ｩ ｉ ｊ ｬｬ ｩｬＮに タＡｾ Ｎｅ ｉｉＡ｟ があっ ＿こ ら廊 下、ｻ似史

でないものもあつて泊官恒杭: ; なる ，;υ汀 ｝Ｂｊ ｉ止 ｼ上 Ｚをを＿必必 ‘ 要 とする向 も ､あ ｢ るので ､あｾ 1) ます 0 ) ( 利 川 |凶而百師[もU砧1tLば か b

ををＧＺＧＩ必 Ｕ へてＺ宅 Ｔ主 ｦ の ｬ万 ＩＱＧ 山 Ｂωｾ ｊ ｽた〈さ 主守等 Ｓ穿 Ｍ を金＿汁 Ｗ無 ｩｈ Ｇ民Ａ民 ｴわ制 ｾ ｊ ｉ ｉ小 Ｑ ｉ叫 ｩ叫見する場 Ｗ介守は記討付 ｊ行［ 局 に於 て 牧人 が ｩ減成 少するのででＮその語逃 ｴ の ノパくラン

スも忘れることカ が ［ ＺＱ Ｍ山ｉＧ ， ｾ米 Ｔ ない。

(3) 建 物 の高融虫逼性 と 特 殊 性 担控:物{官例|伊附h川lμ々 の干許乙立 性 か らJ巧5へると l特ト持?殊i性主も必婆 で あ る力が; 、

長一 ｬ万 ｊｾ 控 ｪ主Ｚ物 の生命 ｬは立 ｾｩ ｩＮ＼も五十年Ｈわ此 ｽι ｴ以 ｬは立 そ のま〉 に世 かれるので ､ゐ ｢ る か らその ｜ｩ間 ｩ日山 ｩ日｝ に時タ労予の鑓Ｚ溢 4鍾

カがf オ米q仁こ り又[は立t幻:;i ｉ Ｚｾ＠

築 主 の j肱E也住日味未 とかk灯了-1.みF と力か〉で1将守オ米七己改文鑓の 川4米4ない他の 111j主lこllJ Jl JすることがH'，- ) j <: ない掠な建

築計需がさ れ てゐ ＿ こならばその えｊＡ 物の 現在 の 純情 ｻｴｾ 帆は兎 も ｦ ｻｊ も帰米改 縫を要 する場合に

立至つ ｔ こならばＮｾＺ激にその従前倒 ＱＱＱＧ｛ を ｩ 成す・ることになるのであって 、 車 ＧｩｩＱ 呼 出他 のノ ｫ 続性が

快 げ て ゐ る と ぷ ふ こ と に な る の で あ り ま す 。 な る 可 〈 少 な い 改 修 に よ っ て 時 勢 の 唆 博 に 作

っ て 行 くこ とが問 料也の川注にも平1J} IJ することが11¥* れ ば そ の 建 物 の 従 前 倒航 に はもき勤 が

なく充分な牧徒を? 的: 似して 1-r くこ とが IH? J < : るので建物の融通性は大切なことであります O

建 築 費 の 査 定

次に4 > : 申込を受けてi ' . tliui 設，1-1ーの倒係 書類 全 J収 纏 め ま す と そ の 建 築貨のせ正史 lこか〉 りま
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す。これは 各建築主から提出され る 建築費の内諾 ｬ 開 制 Ｑ Ｑ 与が色々まちまちで 、 Ｇｩ ｾ Ｎ 助成合 ｪ Ｈ ｩ ｬ Ｚ で

不動産と認められない物件が書き込 まれてあっ? これ特殊な工 事貨が白んでゐ? こり 、中に

は相富市IH工の しであるものもありますので 、'J ;枇の標準と 二15へてゐるものと比較して奈うじ

を行って行〈のであります。大韓が首枇で取扱ふもの は餓筋コ ンクリート構造の建物がん

部分でありまして構造材料の敷金仕上材料の柿穎数量等も大きな縫 りのないのが多く持ブJ

の如きち従って比較的- e:N l t ; 取り易いのでめります。岱助成合祉で貸付 する建築費とは 、

建築主韓、建築設備の外計丑監'la':t号、工事中貸出し をしに建築費の金利、不動産取得税、

登 記料等でありまして 一般不動産金融機闘が見 る建築許慣の 内容とは大に異ってゐるので

あります o 但し地上樺とか地債は全然に考慮に入れて ゐないのであります D 市して建築主

は成 る可く多く借入れを祁- 望し令祉としては成る可〈少〈貸11' ，すことが安全であるので間

々な折聞が起るのでありますが、本米から考へれば建築主も借入金は少いが純米に於て柴

であるので出来る 五こり安〈主主築 して保算の取り易い計E!1J であるこ とが安全であ ること が 明

かであるか ら大韓その方針に依って究施設計を脊定して1i  ｾつ〉あるのであります。

建 築 工 事 監 督 建 築 相 談

Ｇｩ ｴ ￭ ｊｊｊｊ 成台市 Ｑ Ｚ が建築資金金 融 ｩｩｬｩ する娃物はｾ築 二 ｩ 三の ものでもあり コ ぐ 出合 Ｑ Ｑ ＱＱＺ の捻 ｻ示 物 ＱＧ Ｑ ーであ

りますので その建物が 艮く ｉｌ｜ｾＨ ると怒く ｴｬ｜ 米るとは挫築 ］￬Ｍ￲と ｉ ， ［ ｊ 桜 花川 ＱＺＱこも平 ｉｊ 守闘係 が起 る

ので、 建築主主Ｎに於て 設， Ｑ刊 ｼ十 Ｎ Ｇが ｪ芥 ｌ汀 ｔ務労所の』監 ι 作をを ＿ つけて ､あうる拡場 ｪ イ介干も Ｇ ｉｾ 品 ｾ￭ｬｬω￭Ｏｬ 刊川 ａ市刷此 ｉ ｦｉリ正 ｬ上Ｚとして ｬ川 Ａｈ川 ｬリ ｉ ｴ接 妾 的に現窃 ｬ庇 ＺＱ泣Ｚ疋 ε制 Ｒ台剖 Ｇ ｪ行 千をを ?  

じて ｊ共与に良き建物をを＿得ることにつとめてゐるので ､め ｢ ります。 ｾ ｾＱ 也

将も注文カが: あれば引受りてJ共Lの立に任 じてゐ るので ありま寸力がE これは現イ花巨4初似1渉淑a反iめて少数でめ

ります が 、訓告 設計ーをな し太髄の保［ｲ， ￎｾ をえとして共の立地主 ｮ 川 智決定せ しめるも のは住築相談

に作って相官の教に J-_つてゐるので、それ らに到しては /1 ' ，?I(る丈り桝 'H}J く経術的住築の

計 三 Ａｅ と建築の設計と立施の方法等につき設 ｬ リ ｪ をなし辿築家の任務主建築 Ｚ ｾ ｈｬ 日告等金正しく認

識される様つとめてゐるのであります。

結び 以 上至ってr;i: iPI告に' ，:::i Jl)J 成 合n'i tの技術的:::: r，: 務の l人j 存を Ij1述べ? このでありますが、

今日に於げる宙利Ｚの ＺＺ｜ ｴｾｊ ｩ は十分とは勿論考へて肘りま せぬが」 ↓〈京出 前削 ￯ ｬ ｩ の焼跡 ｉ Ｉ ｩ に新築さ

れ? こ耐火構造建物線、延上'1ユ数の約0.25即も 弘主? 助成してうk て肘ーるの であって書IJ介から 見れば

和賞布ブJ な助成機I #J として活動してうk1こものと考へられるのでありまして 、将司4一層努力

をなし岡家今 日の急:1務なる防火地問: 控築の完成を期するわりであります。然し乍ら防火地

匹建築の宜砲は ｪ 亡 ｾ Ｈ耐火構造建物の工事費が従米の木造住物の じ 事設に 比較して相首尚悦

である Ｎ ＱＭＮＱこ地 主と地 Ｑ Ｍ ，楠Ａ￭Ｇ借家人の 利 害 ｾｭ 系ＮＺＮＮｲＮ事中の似昔話所 、近 隣からの政昨等の問題

もあり 、なかなかに進捗しない欣態にあり 、自然のなり 1i きに任せて泣いては 何年後じ完

成せられ るのカサL透しがつりられない桟な拡態であります 。{ 司令 か促進 の推 進 ) J を輿へる

のでなけ れば- -!;iJ: j有事の際に 11¥1に介はないのではないかと焦l紅するのであります o 現なに
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於ても防火地区建築制i助金の交附があり首助成作枇の融資もあるのでありますが、現在の

程度では促進せしむるに十分な力とはなりかねてゐるのであって 、fill 助金の幣制、建築 資

金融通後干 Ｑ Ｂ の綾平 ｉｪ 即 ち金平 ｉｊ の低下 、 償還 ｪ 明 ｉｕｊ の延長 、 助成地域の縦ＩＨ等をなしＪｾ［Ｍｃ抗出 ｉｾｾ

Tl i のみならす・正要な各都 di のw火地区の完成金促進せ しめることをナ念閣とする ものであり

ます。 12- 9- 8
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建築行政事務に闘する二三の問題 lこ就て

内 藤 売

こ、数年来建築に闘する手績の簡易化 し 建築行政事務の刷新が各方面より 日昌へら

れてゐる。この小女はこれに到しての一つの簿明でもみ h、反省でもあ る。

l 、建築法規の絞t 1t化 と建築行政事務の簡易化

2、建築行政の回顧、反省、展望

丸 建築行政事務としての建築統J十

建 築 法 規 の 複 雑 化 と 建 築 行 政 事 努 の 簡 易 化

議 舎 に 於 け る こ つ の 言 論 今日の建築行政に就ての一般的なる 11:] 題に、その法制の

整備、或は復雑化と 、 その事務の刷新或は前j ｾＩｊ 化の 、 ＭＭ Ａｦｍ Ｈ 矛 盾しに二つの問題があるが 、

これが最も半的に現示され? こるものに 、第 i Olrl]サ?閥議ヂ? に於ける二三の議口の質疑中の百

論がある。 即も 一つは 、本年 3月22 日、23日の削日米議院本台議 lこ於げる iW益法奈川主の

際の議[ 1 中山繭蔵、i笹山貞吉144氏の質疑 rlヘ 都市建築のめ; '，，;:;.上の ;1i1J 臥*.!.!xt ま防火に到 する奨

『日 ｾ ｊｬ Ｉ ｊ Ｍｫ要望 、 及び同 ＲＸ 目立Ｑｩ￭ ｦ ｬ 涜に於てｼ寸法案上粍のｼ際 、 議 ｌＱ 戊 川良 治氏の質疑 中、 ｩｉ Ｑ｜ Ili 建

築の訪岱考 l訟の要 望 で あ れ 他の一つは /I; J年 2月24 日衆議院珠江純、合に於げる受付川 j L i務

太郎氏の質疑 中、市 街地建築物法地行 ＧｊｈＱＵ に ｉｾ 討する Ｑ ｾ Ｑ Ｂ 一一 施 行事 筋の 刷新、Ａ日 ｐｽｊ 化 はその

要旨ーーである。

複 雑 化 の 趨 勢 と 簡 易 化 の 要 望 現{ i :の時局に際して 、 このX 1¥di 建築物の防本土 の桧

備は、建築行政上最も緊急ーを 要 するものの 一つであ るこ とは今必誌を侠? こないものであ

れ 既 に議令に於て河出川前内相 も前記三氏の要望に 、判イ1tfiJ f:1i::の./-.改正の要あ る旨の答

帰もあっ ＿こ のであるが 、 向この タ ト に 、 Ａ日羽 ｬ｜ＧＺ の韓ゴ ｊ 低 下へ の主 ｊ 涼のーっとして 、 お ｾ｜￯ ｬｩ 或は民

中! の'(/ニ宅の質的改善問題 があ り、又 di 街地建築物法制 定後20年の効県、刊に地域地阪制の

再吟味の問題がある。よ等は現行市街地建築物法及おIIH-i，j 十近法の改正によるか、 或は防広

法の整備、仁E宅法又は住宅合iJil: 法令ーの制定によるか、何れにしてもその対策カ; -; } 5服されね

ばな らない笠献で ある 。

かくの如〈して 、建築法規の整備或は建築統 ;I;I Jの強化の結巣は 、先 に各種災害に鑑みて

制定護布せられfこる、 特殊建築物規則一- こ れも現在四極の用途に限られであるが、純米

は他の! 出金にも -及ぶ筈一一の施行、或は大阪府に於げる I4J Ill 主低限度広域の指定 、又兵庫燃

に於ては11i111戸西宮の蹴大なる) ! f ¥¥致地区の指定による tl 部令風致J也医取締悦J ! l Jの制限等に力11へ
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て、今や建築行政事館は2是々複雑多 l技化せんとするの J趨勢にあるを看ることが出ぅk る。

之に封して一方 、建築子組の簡易化、建築行政事務の[ lti 徒化は又昭和 6 年時の安述内相

官時よ りの問題であり 、既に昭和17 年 l 丹、市街地建築物法中手績の篠文その他の改正が

あっ ?こ が、こ の改正によって 川題は伏して僻消せられ? こるものではな し 今向各方聞より

の要望であり 、 この持は更に時局と J 与に声i きを加lへ、前記本議合 tこ於げる l l : J 応氏の言論の

如きはその一端の現はれと ，1J! ;H(，せられるものである。

問題への一つの考察 この川題は 、 肢に昨年の辿築監件 ｦｾＮ 令議の諦川事頃でもあ

り、今日の建築行政故大の建築杭題であって 、 この二つのー肱矛盾しに趨勢と要望の !.iJ時

的解決は 、 察易に漬 ｦ らされるものとは思はれないが 、 以下は川題への ー ・ つの私 比 的Ｚｊｓ ｾｦｈ Ｂ

Mcへて試み ? こるも のである。

住宅建築の場合 この問題をｊｉＮＮ鰭的に 、 ｩｻｾ Ｍ ｾ によｻｴ ｻＱ Ｚｊ ｾｲ Ｚ Ｇ ＰＱ 築の場介に就きて考Ａむすれ

ば、先づ乎献のn ! i幼化、 :;rJ予防の1' I1i 燥化は徹底的には 、子絞を iJj 川111リとなし 、 ものに (1<つて

は出産局 、谷{{1Mの如〈紙J ;'{ t 以ってし 、且即日 交了の上工事若手を承認するの一方 、 そ

の取締り金 書類主義と1 J f ニ行し又は主として現場主義と己主なるを血想、とするが、何故に この

.flU想1'.( 現が今日の ;伏態に於て |生l難であるのか。

円下兵j . J ! ('照建築訪れこ於て集計中に属する 、H併 11 12年 1 )-1より 6 月迄に新築 竣1) ) し?こる {I:

宅中 、liill l
戸市内の分 1418棟 3085戸会建築の n的日IJ に分餌すれば、

居宅を? 闘的とするもの

貸 家 4  

資 却 4  

167煉 ( 11. 8，%) 177戸 ( 5.8，%)  

667棟 C47. ｏｾ の ＱＵＳＰ 戸 ＨＴ ＹＮＶ ，ＥＩ

ＵＸＴ 棟 ｃ Ｔ ＱＮＲ ｾ の Ｑ ＳＷＸ 戸 Ｈ ＴＴＮＶ ，Ｅ Ｉ

である口かくの如〈現在に於ては、非営利的住宅は世沙' に 11. 8% ( 戸数に就いては 5. 8.%)

に過ぎ今、他の88. 2% ( 戸数に就ては94. 2%) は {IIJ れも営利的目的を以って生産せ られて

ゐるのであり 、更によ等は何れも小資本により小量的に生産せられるもの多く 、叉特に後

五は所調建築家のその設計¥工事監仔に何等かの闘興せるもの少 し 必然的に 、後者の中

の多 くは現行市街地建築物法制にぎf されTこる故低限度のものであれ延に コ亡、 ;Jl I:合生fλ の

↑ ｬＡｪ 勢に依 ｢ 、前 Ａｩ己の ＱＱＺ 宅以 外に近時は 、 ｊ ＭＮｾ＿ 与を＿ 別戸 にｻ史 Ｉｉ ｊ する ［ 立［ 語的のぷ民 、 或は ｊｉｊｉｉ ｈｉ Ｚ

宅のJFh¥を取る i 1:'-'ちが漸〈多きを )JII へて 、ilf 的の川題は兎も角 、質的には+11'，::: ，-花 11 を要 す

るの立}lkがおーられるのである。

かくの如き ｴ 日 ｫ のもとにあって 、前 ｊ 己の旦 ｬｩｾｬ ｬ 案全 ｬｴ Ｑｩ の可能性あるは 、 ゴ ｴ ＮＺ 営利的住宅の

一部分即 ち全謹の 10%足らす・に過ぎす¥全誼の90%等に lHしては 、むしろ反に i以締強化 の

要 あ れ よ 等 は }!JGは一定の建築家に依って設計ー盤作されるか、又 lま大資本によって大量的

に計韮生 産 せられるか 、 吏に ｻ 総本 ＨＱ 句には或はｻ 一 七 二 副 ｈＺ 作法の Ｑ Ｑ ＩＱ ｊ 定 、 ｘ は凶家と ｾｾ ｉ 謝謹の ＱＱＮ Ｚ 宅

建設によりて 、質的にはよ等皆利 (I f.HI -: 宅を 向 k せしめ 、flf的には之等営利的{ 1:宅を減少せ

しめるの方j全の討をせ' られき' る限り 、 その建築の子制の j'((1 ｾ占化 、 事 ｪ 芳の簡 ｊ オｾ 化ＨＮ￬Ｚ］ｾまれない
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:J:l I¥であり 、r"j 様にしてん多数の住宅の 一郎の増、改 築、俊足等につきても 、{ I:! 七法の; ! J 1Jむ

により新築後の居! J _ : 献況を? 取締るにあらさ' れば、之の取締りを放任することは 1: 1 } 米ないの

である。

以上.のurl < 現主 lこでは、 90. %の U: 宅 建築を絞! f l主とし て処築の手続を要求し 、又取締りが

行はれ てゐる l l7伏であり 、地ぷの 10.%に釘しては或は' 討を火しにものもあり得る別であ

り、f1:宅住築に到する手続の簡易化、事務筒抜化要望の持の全部でなくてもその多〈は 、

これ塁手 10.%の住宅建築| 刻係者より設せられるものと想像せられるのである。

兵ｊｯｬｩ ｬ 院に於てはこの ｾ ｴｾ こＡ広じて ｩ 戸建Ｑｉ二宅控築の増築 、 一部改築 、所謂援平 ｉￜ 庖 ｽｉ ｊ ｾ 域に

於ては新築もか] 新一一! 日J 村の池一川 l主主として指Wi1'- Jに施行 の要ある にめーーは その取締り

を? 現場主義とし 、手続は必要事項そ ;ι 入し7こる紙) ［ Ｎ金以ってする菜 、 ｝え ｅｚｊ 刊整Ａｾｉ｜地医 ｉ 人 ｪ の

建築子r .uの簡易化合! 1下考 広 中で ある。

建築士法案と結んて¥ に々f J ::  -[; :ill 築物以外の一般、工場、;J;: 務所得 の挫築物に枕ては 、

一一これは勿論前記化居建 築物に就きてと ｊ へることであるが一 ＭｾｦｩＺ Ｎ 白 ー はその他染チ純の

筒i ｾＩ ｬ 化、 事務の ｈｦｩ 挺化への到来の ー っとしてよをえ ｉｉ 築 ー ＱＺ 法案と利び ＱＮｊ げて考岐をし＿こい。

ＱＱ 止近兵ｊＮｉｬ ｾ際 に於て ｊｬｬｮｾ の ｪＭＺｉｉｈ の もとに 行 Ｚ まれにる、 ＱＱ 採 下のんに場主懇談合の席上 、

の斗Ｚ場主より 、 工場の白治的取締り要望 、 ＱＱ 型 ＨｉＢｊ によ金主主築物につきてよミへば 、 ｾＱ ＱＧＱＺ［Ｚ ［ の往

築技術. x . の責任立計及監作下にあるえII 築行5 ; に到しての相北托! 支迄の臼治的取締の要望が

あっ fこのであるが 、 これは政へてノミ工場に限 らす、一般建築行常に制しでも 、新し拡仔 'f:

l!tt¥の承認し? こる建築士一一 勿論建築技術、事務、法規にi l l ! じ? こるーーが設計監'11の任に 'ur

る場合に於ては 、取締りの - (jさを建築士の自治的監作に委任し 、 その取締りを主として現

場主義とすること〉考へられ、 その 1'"願手紙も 、 もしか〉る娃築←l : により行はれるとすれ

ば、簡単に簡捷に取行はれることは想像する l二期くはなく。

然るに裁が凶 tこ於てはぷ七五E築 1: 法の ilil J定されることなく一一第 70回 議 合 に ふ 議u 側

より見出されて 、 衆議院の委員合では可決され＿こが未 ＱｾＧ 刷院を通過してはいない一一建築

の設計者に 制限 な し 監 ，1李主任者に il;1] 映なく 、3( 11 ¥断乎絞に ili lJ阪なき現!utに於ては一言 に

しＮてよミへば玉石山清 、 勿論 Ｍ Ｎ ＱｾＧ ↑ Ｑ に釘しては現 ｻｉ Ｚ の ｬ ｬ ｩｺＮ締りそＱＧｲ｜Ｇｪ易化してＨ司 王 寺［支附なきものあ

る他商には 、 更に取締りを強化の要あるもの Ｓ 多し、 Ｑ ・ ｴｪｬ たであり 、 然も雨者ーの識別はｾ Ｎ すもし

も容易でない Ｑ ＺｴＡｕｾ にある口

法規は主是 々複雑化の傾向にある時、 一般建築は勿論、住宅建築と雌も建築士をして参興

せしむるを一部分とし? こる建築士、法のilll J定( 主 、建築行政の事務の上からも要望してやまな

い次第である。

勿論これにけが事務の簡捷化そ解決する l唯一のものとは，U はないが、 r度ー本文起革 中、

今度の時鑓 ｴ こより 、 上海より耐 ＱＱ Ｑ 戸へ避難し＿こる ｾ外岡人建築家がＡ際へ建築土の登鍛を求め

に? f ( 隠しに際、取換はしにるて三の談話に依つでも 、 乙の建築 1: 法 の制 定がこの問題解決
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上不可放のものであることの確信念深めることが11'，米 fこのである。

2  建築行政の回顧、反省、展望

建築行政への 1m刷 、反省、展望の不足 l立、事務刷新問題解決を凶緋ならしめてゐる ー・つ

のえさな ｪｊ Ｑ 凶である。 市 街地辿築物法地行後約 Ｒ Ｐ ｻ ｪ Ｂ 、 その却 ｊ ＡｴＡＺにￆＭｾしての ｼ 吋閥 、 コ 乙 その Ｑ 寄

付kに針しての展望に就て 、各 方 l白[ より徹民し?こる批判が11・望されねばな らな い口

建築行政事務に従事するにとっても 、 その l'l j刷、反 'fi 、展望{ ま3し -つの主主染行政事防で

あらねばならないのであって 、l I i"竿のlii:d予行合議に於ても 、建築行政の結果を ;V;l d1E、反行

の fこめ、人足の地分かをこの方 l白{ に裂〈ことはー・つの指示-:': Jf 項でもあっ? このである口

市街地建築物法はi !i・街地化辿築物法として行一j¥diの郊外へ働きかげ fこのではなかっ? こか 、

川 途上也域 別、 ｬ 面的地域 ＱＱｩｬｊ の効民 、 防火地匹 、 長悦 ｉ 也匹のが ｊ よｴＡＺｾま如｛札止 ｮ 築制ｾ ;j il J庇lこH<るm

路統 Ｑ ＱＱＱｊ の結果如何等 々・ そこには幾多の ｬ ， ｱ ｾＱｩ 、 反行、を ｅｅ すべきす Ｚ ｦｊ 賓があり 、 防ＧＯ［Ｚｾへの主 ｊ 策、

ＱＱ ｾｾ 右への統 ＱＱ ｩＱｊ 等 、 コ と ｬｬｾ 望を＿ 要すべきもの少しとしなし、。 ｪＺ ｕ 題は その 必要のイｻ無でなく ｬｴｾ r  

の万法にあるものと言はねばならない。

勿論この事務にかなりの人と時とを裂くことは 、ールー誤れば 日常事務の筒抜金以j げるこ

とも ZJ5似を要すべきものであるが、x . この事務な〈して似- - 1 . : II"J なる娃築行政事務の刷新は

期待されないのである口

5 建築行政事努としての建築統計

住築行政のｼ口 Ｑ ｾＱ ｩＮ 反省 、 展望の総てが姑築統 ρ ｼ ではないが 、 又建築統計はその ｊ Ｍ ｟ に 不 可

献なものであり 、建築行政事務中主要なるもの〉一つでめりながら 今まで比較的勾玄関に十j

せられてゐ Tこのである。

各 Ｑ ｦＮＮｈ際に於りる従米よりのえｾ築統計 ｬ 立 、 現行内務淑［ｾ・ ｦ�ｬｊ に依って作成を ､ｰ せＧられ＿こる ､ｩ

街地建築物法底分事件，1，司法以! 係収扱主主築物、及び| 寸法制係、 IJj ［￬ｩ 引品受 ｾｲｬｩ ＱＧ ド数の Ｓ [ : i f [ に過ぎ

なかっ ?こ。勿論この他に各市! 院に於て 、 それぞれ各障の統計が作成せられて米Tこのである

が( 建築雑誌 12年 8 )l 普i脱脂管下の住築築統計参! ! のれ/(.]'1院に辿絡のあつにものは前川市

以外に殆んとなかっ? ことぶつでも過言でない。

これが昨年より 降j T行及挫築奇襲併の統，H; を各I( J ' ! ! 係コくは主要/( 1' 1訴に於て委嘱作成するこ と

になっ? こ〈本誌 12年 l 月に その詳*111の紺介がある〕。 よ等の統計事務は係11の少ない地方

は勿論 、 大Ａ付ｾ訴Ｚに於ても相官［の努力を要し 、 よｸＮ一般 ｾ ｊ ， Ｚｬ 努 ｵ 延の 成 れも云んされてはゐる

が、一面より考へれば越築統計は j}として現以に i必足すべき時期でなく 、児に有効泊切なる

統計の作成利川がJ 苦慮せられねばならな L 、。

概観的に云へば、我が岡の建築統; 十は外陣lの それに比較して悩めて貧しいものである

( 建築雑誌、 12年 8 月森数樹氏 住築統計に就て参HH) 、 然して辺築統計 ---' 1三は必築行政に
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従事する もの 〉手に依って整備されねばならな し、。

タn:x-の寡聞にしても向、故i止に後必米木郎氏 に依る" 愛会|l l孫に於げ る小墜校建築の統計

iV，'，j1E Ｈ建築稚誌 ＱＲ 年度Ｉ｜Ｎｾ［［論文集Ｉあり 、 又竹内佐平治に依るか ｉ ｾ Ｂｦｲ ｬ￬ Ｈ ｡ ￯ ｬｪ 及演必 市 の 新 築住

宅統 計調でE" ( 都i !i 公論 11年 7月、12年 l 月) がある。よ等の統計は防主建築に闘する統 j十

t j Gに現{rJ?<ーも 必要なるものであって 、是非共に 中火・の指導と 地方の羽! 鮮の 下に、全国的

なる統計ーが要望されてい〉ものと忠はれ る。

之等の統 計な 〈して我がt'i lの住宅政策な し ノj 、空襲院建築の己主 j"1子は期nせられ 子、 叉以j主

笠J東も )t，へら れないものであり 、之等の統計の作成は又一般の 世論を喚起 する上 に於でJ1;

局者- の義傍である迄乍Jれま雌信するものである。

かくの如くして建築統計事践は 、今や漸く禁rYl矧にある我が同建築統計の将米の設展の

fこめにも 、且叉建築行政それ自身の -tJ i 前主の fこめにも 、今やその虫安1'1を2認識せら れね

ばならない時期にある。

以上主! f 築行政事務に於ける II 止も主要と自分の考へ fこるこ三の川題につきて 卑見守述べ fこ

るものであるが、建築行政事務凝々多端の傾向 lこある際、一般よりの一層のE盟鮮 と鍛縫と

を. fI j 望して巳まな い ものである口以 F 卜.
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原 動 機 の 取 締 に 就 い て

井 ｊ Ｍｾ＠ 新

公務馬力と賓効馬力

都市計課Ｚの地域 制 に於て、各陣建築物ｾメミ々の川注によって、地域的に制限されること

になってゐますが、特に工場に封しては、その規模の方面と業態の方[百とのこ方[ 百から 、

制限されてゐるのであります D 本文に於ては主としてその規肢による 制限に就いて述べて

見? こいと思ひます。

工場の1 < ) 引先は何そ限!' lt にすべきでありませうか。放地 l白[ 杭に よるか 、叉は週;銭而もlt によ

るか 、或は資本金ρi によるか 、ポは生産戸:j によるか、馬) )放によるか、職工数によるか、

規肢を? 比較するに柿んなるよL度があると思ひますo 市街地建築物法 lこ於ては施行令に原動

機のみによって ｪ ミ々の工場の規 ｴｾ ｻ･表はすことにしてゐます。即ち三馬力の工場よりも瓦

馬力の工場の万が、説悦ーが) ( きく周周へ及 lます; 拶特が大であると考へてゐるのでありま

す。この考へ方はl Z i 1るf! ! Pii で、1町! ? に於ては各複雑なるフアクタ ーが組合 lまされて 、一慨

に三馬) )工場よりも五馬力工場が太であるとは映りません。然し何かの標i ' jf ¥によらなげれ

ば ｻｩ［ Ｑｪ 限ｉｦ Ｇ， ｾＨませぬか ら 、 似りに ｪ 五ｻ動 機の馬ブ ｊ 徴金以てその棋 ｩ ｬｦ｜ にしにものと ｪι ひま寸。

然るにこの際 il ' ¥となるべき原動機馬力数の以IJ右方法でありま すが、) ( j E 九年ili 何J 也越築

物法が公イ ｦｩ されましに［Ｚ［Ｚ［時よりいはれ＿こことでめりますが 、 ｊ＿ ｩ ｊ 問に 及ぼす彩稗が主 ｲｵｾ 史 ｦｩ で

ありますので 、:JI: ｊ ， ｾＱｴ効馬Ｉ Ｉ を建て前とせなりればなりません。工場法に於ては法の性質

上公栴馬力による取締りで灯いのでありますが 市街地建築物法に於ては、地域制 による

馬力: 1m映は民叔j馬力による J! i 1 . 締りでなりればなりません。

如何にモ ーターがー1--場内に あっても 、使川せないもの〉馬ブJ 数を 、工場の潟ゴJ教に川下

する必要がありません。寧ろ 加算する方が ィ、介JIJ!_ であります口施行令にはキIJ然と l' 市時1史

II J ス ルj反動機馬力政ノ合計三ーん」 と表はしであります。

この珂! _ I :M! 立判り過ぎる枕*1] るのでありますが、併でこの1' 1: 幼馬ブJ の取締りに就し、ては 、

杭んなる| 車問i をイドひます。例へば指定月1の器械頼を数多く備へなりればなりませんし 、X

それを縫賞 する人 ＱＢ 二党も相官 に嵩むので 、 Ｗ 象ｾｔＭトー よ りして先 づ不可能 となるのでありま

す。各府燃が立効馬力によらす・して、現今公栴馬 ) J による取締りをしてゐるのは、地に l削

倒がなくて取締りに便宜にからといよ、、 ｰ ｊｦ ｾ ￯ｬ 行ｻ別掲詩的 Ｑ［Ｇ 者へ詐りではありません ｯ 武胞

に柿々困難 な事情があるのであ ります。般に仕方なしに公郁馬ブJ による取締りをしてゐる

といふのカヘ l主情であらうと思ひます。
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愛知将に於ける工場の現況

愛知! 院は御承知の如〈工業の俗なJWであります。工場がめつて始めて名古尾市がイlγ r:す

るといっても差支へがないf，i : であります。

名古l ir!i に就いて述べれば、1 ' ; i
f  
i  Ji I[ i の工場数は現どr: 約4000あります。それが帰んど ili

の術集医J或の周囲に平守ーに散布してゐます。 k l E十三年十一月十五日に地域が指定になっ

ｔ こｾめに 、 現布地域に不通俗なる工場が約 ＷＰＰ あります ｏ こんなに多くの不適格工場があ

るといふことは 、 東京以外の他都￯Ａ￯に見られないＩｪｊｾ態であります ｄ

これ等不通機工場は 、二三年ボの好況に息まれて所主主づ Z 、施行令第三僚のこの限度ーま

で、 ) c謹繍張して仕舞ひ ましに。又一方地域に遁絡なる 工場も 同じく順調に褒展して 、大

腫J ミノ争地域の許容する限度ーまで術張しまし? こ。思ふにこの ご竺年川の名古屋の工業の躍進

振は 、1t に素晴しいもの であ ります。これは軍'f)a､ｾＧ Ｑ 工場の多い況でもありませうが 、 大都

i li 名古lii の2: ヒ・ツチの躍進に 、H初日の i1主に呆つにものと考へ られます。

以上述べf こる如く大髄の工場ーとし、ふ工場が一- q. 'fに，1_1ノj 、工場が、犬々の馬力数の限度ーま

τー行事清いて 、今一歩ーも 足を延ばすことが 11' ，来ない; 状態にまで 、i邑ひ日lt められて仕鉾ひま

¥，:; 1こ。 一つ一つの工場の悲鳴がヂに J[ i ( . る棋に間へて采ます。都市古 l'誌の地域HJI J限によるも

のでありますから、これも如何とも仕方はな〈 、只口を閉ぢ て聞かぬ振をしてゐるまで Y

あります。然し一方心の隅の f，，}J 廷かで「それで好いのか」といよ、ii' 初: 間へます。叉「原側

Ft"Jの民効馬力の Jr)(_締りをせ今して、使宜 1--の公栴馬ブj で制限し て、' 1 汚然としてゐられるの

か」といふ言葉で、責められる拡ーな訴がします。

この節 ｾｫ は都市計 ｾＭ･Ｚが 狙って ゐ ｔ こ所で 、 これによって犬々の工場は工業地域なり米指定

地に 、移1噂することになるので 、一 日午〈 その窮献がタj ( れば、 それTごり都市としては幸隔

であると云へば、それまでのことで問題にはなりませんが、nur移特は中小工場には現花

では無珂で、出来ない相談であります。それを考へる時、何とかこの行き訪れる献態営、

許される純国内で打開し 、 幾分なりとも工場に徐裕を興へることがＡ日米れば 、 誠に結伝ｾｾな

ことにと思ひます O

この窮欣打開には 、先づ火の三泊liに就いて考慮する飴地がある様であ h ます。

( 1 ) 地域全経更すること

現在の地域が果して現況より凡て泌首か虫n何か。若し不合即な所がありとすれ以後更す

べきであると思ひます。役所の臨商問題に拘泥することは、卑怯であります。誤って改り

るに陣る所・はない筈です。現作名古! ぞの地域を見て 、公平に先づ謎更する所はあ・りません

( 2 )  施行令の刊書油川蜘んすること

施行令! ; ( ) 一保乃至第三僚のイ1' 1. 書は 、非常に消極的に扱はるべきものであり まして 、徐秤ュ

ｨｬｬ ｬｔＭＱＺに池用せないとル ー ズになり勝で 、 結局地域制限を 胃 ｾｦ す る械になり 、 不公平な扱ひ

になり易い ものであります。fH. 芥泊}I Jの範聞を幾分探大しましでも 、側めて一部の工場が
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ｪ｝ Ｉｊ かることになり 、 大勢に［［ｾ縛する 所側 めてノ ｪ 、 となります。この方法は依り使ひ度〈はあ

りません。

( 3 )  原動機馬ブJ 放を1 t 効馬力で測定すること

結局この第三の馬ゴJ数を1: J : 効馬ブJ で訓IJ)とするといふkll 築 物法本ゥkの建前に反って取締る

こと が 、 ｭｾ 入れる最も好い方法 ｔ ごと思 ひ ます 。公 栴馬力 が 幾何めらうとも 、 Ｑ ｬｊＺ際に動い

てゐる使用馬力教によ る合計教を il ilJ 限の封象とすれば、公構馬力で限度一杯、になってゐる

工場も 、未 ピ未 fご買効馬力を増し得る飴絡があるものが多 々あると忠ひ ます。建築物法の

狙ってゐるのも貨にこれにあると 1目、ひます口北然有してゐる構平 IJ を認められ今、只公桝馬

力で取締られる常[ こ、 。工場が悲鳴を: ' . t %げなければならぬと いふ ことは 、不1' i' Jl p. も高Tごしい

と忠ひ ます。

電流制限器による賓効馬力測定

以 ト. の武双J馬ブJ の;!!I J定に方法は幾何もあると j U、ひますが 、愛知 ! 院に於ては逼流ai I J 脚部を

利 J jJし て、こ れがi!!l Jj ，とを行ふこと にしま しに。これは電気技術から 比て_ . : -.::j ¥くの刈n 疑問

がある様ですが、大睦使用し得る確信を件まし 1: 。

( 1 )  感度ーが徴旬11の貼に迄鋭敏でないこと

(  1  )  電流11m脱には灯 いが直接ー馬力数測定には多少誤差めること

Ａ高度の問題は電流 制 限［慌には多少の誤差 ｾ Ｂ ￬ＺＮ す Ｇ ることは致し方がな い と 辺 、ひ ます 。然し

公栴馬力にしても少し位の過 'Pーは千以でやってゐるのですから、 χ モータ ーの製作者J;:・ん

によっても多少の差がありますから 、或る - ｾ Ｇ ｊ 江のｊＧ ｉ 二本 ｱｲ Ｑｩ ｦｩＨｪ をナジとＧよすれば 、 充分 Ｑ 史 川 し得る

のであります。

電流制限器を以て LUに馬力教 に 肱 j ｉｪ す ることは 、 喧 ｭｾ 及ブ ｆ 較に多少の拶勤める釘めに 、

ー・践 に見 られな い と設をなす人がありますが 、 これとても大しｾ Ｍ 差ではありませんか ら 、

或る程度の許容範悶設定によって解消する科. 度のもので問題にはなりま什入 。

以 1--の理 [11で昨年の腕合てe 珠算密封ひ 、! ｉ 下 涯伝Ｍ千 ｔ 屯蒸し ｩ 式時 ｲ ｩｽ ￭ 及 ｩｾ Ｑ ｦｴ 局電気課と協議 Ｑｉ Ｑ

で 、 試験方法及許可卒 ｾｲｷＨ い与を＿打介せしてゐます 。 速からす，j t 施する考でゐます。軍流mlJ 限

持 の検定は涯信 行 電気試験丹 ｊ￭ で し て民ふことになりましに 口 一年世ｾ 1"': の中 i: ¥1誠ll 創立 ';ii- n泌

に於てすることになってゐます。

賓効馬力取締りの効果

ｊｮ 与 ｩＩ 馬力に よる取締りの到 ｾ Ｊｻ立 、 主として さ たの了Ｎ叫 ｩ て ー あると 思 ひます ｯ

( 1 )  現 . ( f : X場の生産) ) を相常増大し得ること

今迄は工場の作業の: 仁科によって 、' J l の機械カ Z働いてゐる時この機械が休止 してゐる 、

次に乙の機械が働いてゐる時' Jf & 丙の機械が1-+; 11: する 、 といよ、保に -g攻める機械 が万:ひ泣ひ

に交瓦に働〈としますと 、査部の機械の以到後馬力政ー引く 11: してゐるものも合めて 、組訂ー
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の公栴馬力数合計を? この工場の馬力教と認めて 、地域制限を受け fこのであり ます。底がこ

の工場に電流制限器を設備し? こる時は 、休止してゐる馬力数は除外され、常に 制限器をi l l !

る電流の最大限度を取締 りの釘隅馬力数と見るのであ ります。夫々の制限器はその限度以

上の電流が通るし自動的に電流が切断される仕かけになってゐます。故に地域の限度一

杯の民効馬力が使用 出 来ることになれ現在行き詰ってゐる工場 ｌ 興へられ ＿ こ る 模手 ｉｊ ｾ

最も有効に行使間来ることになるのであります O 工場によれば凡 らく五割位能率金増進出

来るものもあると思ひます。恨りに 一二割の生産能率の増iit が計れるとすれば、名古屋全

産業の上に莫大なる利主主主? 得られると 思ひます口それ もイ ンチキでなし法律本来の建て

前 に立戻つ? こ丈で、かく効果が場げられ るといよ、 こと は考へなければならぬ こと であ りま

す。

( 2 )  職工の危害橡防となること

中工場によく見る例でありますが、メミノヤの機械を動かすにベル トを以てシャフトから連

絡してゐるものが相首l多いのであります。所・が大韓馬力放は許される限度迄欣世されてゐ

て、 これ以上は如何とも問来ないのであります。

現ずf:工場は職工の危害後日ji を非常に重大同する楳- になりまし? こ。従って機械の操作配置

もその貼を考へ 、ベルトを駿し各機械にモーグーを夫々直結する様に迫々改良されてゐま

す。 こ うする事は一商各機械のスピ ー ド全自 rl1 に盤へる ことが問来て、非常に便利にもな

るのです。

然るに前述の二主工[仁-場力がz直結にし J度変〈てもL 、モ- タ - の公栴馬力を佐? 士塙債す闘係

方カがzないのでで. あります。それは芭品粘l;5に寸れば犬々のモ { 夕- 1仁こ幾分徐裕をを? 持? にこ; さきな Uり? れば

ならないので 、 ベルト使用の時 15馬力で廻博させにものが、直結になると合計20乃五30馬

力を備へねは. ならな いのであります 。

これに:電流制限器を設備すれば、そんな問題は簡草に解消して仕舞ひます口即ち危害後

ｾＩｪ 上 良〈な り、 市も同量の電流を常時使月 ｬ して 、 各の機械が自 ｲ ｬ Ｑ に使利に使用問似て 、 工

場経替上非常に布意義に制限然が働〈こ e 1こなるのであります。

以 上 で大瞳電流 制 限器に就いての説明を ｋｾ とります。 ＱＱ 下限重に聞係方面と協議して その

il'; 備を，告いでゐます D 巾添へて世きますが、 この11i1J限器は強制設置を命子るのではなく 、

民効馬力による取締りを要望される工場炉、自護的に 設置 されることになるのでありま

す。従って中間検定の手数料として 、僅かですが納入して貰ふ制度に し度ーい と考へてゐま

す。
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建 築 事 務 所 に 於 け 3 設 計 事 務

池田

ｾ、

邑 彦

斯ム L、ふ大きい j医を摘んで見にもの〉是れと いふ取調車つに L のを容〈頭脳 b1時間も持れ

ない諜で申湾ゐりょせんが 、 ｾｩ こ設計取扱 ＧＱＧ ，総司 Ｑ 、 ｊ ぃ＿ こ 一 二 の鮎 白 二就 ｌ 、 て漣べてま ｬｾ 商のＺｉｩＡｬＮ

ZE' こして噴きま すっそれ放反古同然主思召ドさらば幸甚で す。

さて設: 十事務を':) iI '6皇に: : i S へると次のごつ に大別IH?f<iる。

1、建長計重事務 2、建誕設計事務

却 1 ｲ頃頁のｾＭｪＭす守需 ｅ 事事 Ｚｊ 防芳と Ｑ ｜似 ｼ以立りに名 ｦ小付 Ｎｊ け ｦにこ の ｬはまえ刻住ｊＮＡ［築 Ｔ含＿ 一 つの可 τｲｾＱ 業 ｴ としてそれをを＿成 Ｚ ， Ｇ，Ｚ工Ｚ せしむる迄

の;計f ミ主!EE事事白王務第である o これも; 設交計計- とい」ふ、事カが; I川f叫1外栄4るカが;j辿l心[1.'，;常j

い方 ｬ刷 Ｖ師｛の事ｾｾと［苛訓 ｩｲ円， Ｑｩ へる ｯ ￭伊例列列ｪ へ ｩば玄一つのビルヂンクグ、を佐＿主担控 ｮ てる場合にｾｾの敷地の償俗 、 ｊ 七の ｩｴ

時の建築材II 費、二[ 1! 、設計料金、税 金、地. f f l 等と資本金3肢に資本家の要求する利i問の J -_

から計算して此のビルはよＧｆＭＧ，｜ｾ ［ 何闘で何附廷に 、 叉 ｊ ｾ の 中 の設備は此れ此れにで金 二 ｛Ｎ｝ ＱＨ 何回

で竣成せしむればよいか、 とい」、特: {t' H'，すoi s「j はば迎築の熊婆役である。叉此の事務所 へ

資本金何FRでーホテルを創業し? こ L、がー ー と頼め i.f l U ぐ掠 それに 必要なそして此も利il 句の トー

る建築の工Ｎ事計 Ｍ ｾ Ａ ｴ 及品ＺｾＡｾ骨恥度をｾ _¥工芸さして央れるといふさ五になる。斯ふいよ、専¥"J の事務所1ま

まに我同 tこは1nれ、依で- あるが;¥寄?f (t 立一つの皐! I ¥J としてコく借業として広ち行 くものであらう

と，目、はれる。

部 2項の建築設計事務はよれぞ弁々仕事の間類によって lπ 別 して見る主 次の般に分穎11'，

米る。

手

ム

T

Z

Z
ド

パ

τ"

叶

つ

庶

合

人

/

『

I

J

I

-

-

、

以

凹

r

b

 

'
n
u
 

務
出

品

:"1，.'1:匠設計

精 算

Ｇｩ ｾ ｉ ｊ 盆

研 究

1、庶務的事務は設計事務所の第二義的肱掌であ るがよ れはまf1外的碑慌のJ てから又事務

所ーの経営上必要なる 内政金 司るも ので技術本位の立場かじ 見ろと 一見極んせ' らる〉械であ

附帯設備設計

格 lli 設立|
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るが、1 t は事務所 の経営上松も j爪契な役 !1 をなすものであって 、事務所の大ノj 、lこ不拘すべ

ての万ｼ師に寓事退 ｩ 痛な〈切り倒さなりれば経営囚ｊＮ ｾｴｴ こ 立至るであら う 。市して共の成果は

組織と人物とによって左右せらる〉ものである ことは日)'J1、迄もなく 、: J t ，t も正しく介思的な

組織とよれを運川するに .' .!?J t にして l切断な頭) J i 益金持ち JI つ{込先〔の良い野ブJ 訪れこして初 めて

需し得らる〉と ころである。而も此の仕事? こるや地味な仕事であって縁の 下の力持ちとえ

ふ語である。従って斯ふいふ仕事に i前足して行〈人は現代の来い人には求めることは困測

である桟に思はれる o ぞれTごりに事務所・に於て此の方自ーに泊材を求めることが六ケしい事

と思はれる o 若しも事務所で年々成績を? 向上 し能く統11i I J を保って行くものめりとせば共民主

には必 らする庶務に人物を得て居ると汚へてよいのである。

1、技術的事務は簡単に育へば 「建築の設計」の - FHに東 Z る。 その内容を介、餌すれば

前去の如きもの となる口

我岡の 15乃至20年前のIII 築，泣μ| は今から老へる色比較的↑ 1i1J' i1 . なものであって建築家は潤

りで 一 切を ｮ 付 けにものであるが近年の建築は次第に内察が桜仰となり 一 人で純、てをｾ ) 11・j

げることは到底パ-'， ? ! ( な〈なつに。近々 20年乃至 10年のII ll tこ非常な匙iYーを tt しにものである。

ぞれ放に建築の各部門が非常に車/ 1 1 かな専門的皐問、技術となって) 1 . - る。主主に於て科部門に

ｊ ｾ れぞれ適任者 ａ を得ることが業務の護民 卜 五止も大切なことになって似るのである。

，立医設計は1 t に共の事務所の特iぐをぷは すもので弁事務所湖特の味金持って居る。これ

あるが ｮ めに幾つかのヰ予防 所 が ＱＱＱ Ｚ の Ｑ Ｍ Ｑ Ｍ Ｑ に存 Ｑ ＱＺし得る ｊｾｬＩ｟ である ｯ ilH千? の成る層がその:件々の

趣味によってそれぞれの事務所を支持ーして居ると考へられるのである。

何れの事務所 に於ても建築自控の設百一|は各自の趣味により白 111 に伐されつ〉あ忍のであ

るが、最も蹴# とする庇は附〈11・設備の設計であって 、施主の希望と建物の目的と に最も良

〈合致する附帯設備( 冷l段目、換気、水道衛生、瓦斯電気、厨民冷離主主) を設計する こと

は恐ら〈何れの事務所に於ても六ケ政い問題とされて居るのであらう。それ等の各工事に

到する遁舵な設計はそれぞれに精通しに技術者によって設計せ ら れ ｉ ｉ っすべてを ｾＭＡＧＭｲ し指

持する主) J i 当者ーによってよく統制せられて初めてよい設計が踊るものである。此の指導者ーは

建築の 内 容 、 構造 、 立 ｉｬ￭Ｚ の Ｇ Ｑ 吋 る 人 であって ｊｌ つ珠算を ＹＮＺ ＱＱ ＱＩ又述 書従 ｾ ｲ Ｚ Ｒ｝ ＧＺｩ ，Ｈとの ＱＺ ＱＱ の釣介ひを

知る人であらねばならなし、 。叉機 械持 ｊ ｾ の釣介ひ並にその配位 、 防骨 、 ｦ Ｉｊ ｩ Ａｬｩ ｊ ｊ 、 等 に ういて

も満足を興へることに努力せなりればな らなL、。

附帯設備は建築の中に置かれに機械と L、』、事のみでは充分とはすへな い。建築の一部と

して建物の手 宇 都の設計Ｚむ ＱＱ で及川 ＱＱＱ と Ａｫｾ 桁なる調平 Ｑ Ｑ を保ってイバ ＱＺ せなりればならなし、。恰も

均 撃のとれに 人 瞳とその 中 に包蹴せられる強 ｾ･ Ｂｊ 臓の Ｎ ￭ｭ < あらねばならない o iil:HII の多 〈

の， ｩ 幻 Ａ 事務所 ｴ Ｎ￬ ￟ｴ の附 ［ 常設備の設計 ー には何れも相前苦心をせらる〉ことｾ }，ι はれる。建築

工事の良〈午 ｉｊ つに建築家が ｾｦ 一 目的支備の統 ｩｬｪｬ ｊ を取らねばジとして ｩｬｾｾ 足なものはＯ Ｋ｜ ボないと考ふ

るのである口それ故に帰米はよれも 一つの率問とし 、建築夢科の一部門 として専攻せられ
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て然るべきものと者へる。設計事務所が此の方面に技術者- の良い人を得て居る とい」、事は

非常に強い武器となる。

設 計 の 査 開

設 ｾｉＮ ＭｘＮとして故もブ ｊ を入れて ｲｾ すべき仕事の一つは夜間といふ司王である。設計』の恨本方

針と出米上つに設計とが良〈一致して居るかを夜間するもの即ち綜合的夜間を第ーとしこ

れより次第に各方面に渉り夜間を行 ｬ まねばならない。各方商の夜間とは 、 構造のｾｾ］匠、寸

法 、Hl f; 迭と意匠の関係、設備と立匠並に柿迭との闘係、施工」二に閲する島町、E象算との1 #1係

等それぞれ専門的に微に入り利Hを穿って茶閲を行」、。特 lこ妓骨餓筋コンクリ ー ト構造に於

ては施工_ I -_の良否を巧へ叉計算と作l刈と一致せるや等を最も入念に夜間せねばならないc

米同のある事務所では ＱＯＮＮ［ ［Ｑ ，前の件、 ｊ Ｍ 法 Ｎ ｉｾＺ［ｬｩ 耐の草野獣には悉くチェックマ ー クを附して居る。

此のマークのない部分は正式に殻行せられTこものでないと考へられてゐる。参考迄に 111添

へて欄録す。
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建 築 計 算 事 務 所 の 業 務

織 本 道 三 郎

先般 ｴ ｝ｴ築設計事務所の Ｚ ｾ務につき伊 ｪ かカかな ｌ 、 かと い ふ 御遁 知に援しまし ＱＺ Ｐ 私の事務所 ｬ ま一般 ｾ

築事務 所と 異なりｊｩ ｽ ｲ ｩｩ ｬＧｬ 建築 、 計算事務所と い ふ特殊の業務に ＱＰ 歎 ｾｈ ｋ 従事致して居りますすこめよ ｅ の内

容及び私の方針を申 し上げT二L 、と忠、ひま す。何等 かの御 参考となれば非常に幸で す。

l 建 築 設 計 業 努 の 分 揖

設計業務に従事する 技 術者 lこ総ての方面に 棋能なれと要求する事lま殆んど不 nrfit でありまして 、 或

る者 lま一般設計に或る者 [ 式名弘治; J "i 釘 に或る者 [ ま仕様見誌に悦能なる者とし、 J 、具f l - に必然分業的になっ

て舟ります o i苛又一般設計の j J 商の内でも 11;: る者lま 100分の l悶l百に或る者は詳細闘に i持能なる音叉

構造ー方面に致しまして ｌ 或 る者 は限度計算に或る者 ｬ 主総 ｩｬｩｾｬ 細闘にｊＺｊＩ［能なる者叉｝ｪｊ［る者はｻ士政官に又

lま見積に i持能なる等各々得意がめりま す。従って lつの設計台先づ緩めるには少なくと L 各部門につ

き l 人又は 2人の拠能な る技 術者を 必要と致しま すが、 各，J r 築事務所及び各E青気染者カ' 11: 等の 人達自?

不窃旬、ら準策し、 何時でも ijt 築 hの依績にl ! i . f { じて直ちに揃足せしむるm: t立総現大規模の? r J r 築事務所 うえ

は諸112長者の設計郊でな い限り非常に不経演といム4 l Cになって事質不可能に沢いのであ ります 。

法築がめまり盛んでなかっ? 二時代、 叉 l主役築設iil な る ものがi徐り 一般社令人から重要滅されなかっ

大時代、Jl.Il ちを主築主が注築技' 術者 [ ま何人で L 一般設計し 11
1

1来るし構訟計算! ， 1¥'，来て完全 に只 l 人にて

設計を緩め得ると 思って照りましれ時代がめつれのであります o ｾが近年の主 ＱＱ < 往々を主築が盛 ( t . にな

り、建 築士主力;建築各部門につきキ日常闘心 を持つ様な時代になります色 、 最早 ｬ 人 ｉ Ｇｊ ｾ［ 能の「カムアラー

ジ」 では. t s: 築士f: .1こ満足 会央へ る事! ま不可能とな って来、にのでめ ります。

以 k の主11 < 一般社令立証に業界の要求によりまして必然各建築部門を専門と する見積々算事務所、 強

度計算事務所、 附併殺茄事務所等が呪今に於てはi阜k H' .現致し瓦っその存「がも認識されっ、めるので

め り ま す 。ｾ苛「 トレース 」専門 、 姿闘ｊｬＮ ｉｊ ち「パ ー λ 」専門 、 餓筋工作間専門 、 俄Ｎｾ了 Ｑ 乍困専門等の待

磁干主主盗事務所が時代の要求に 主主れて 官; 然 f!'. 現する L 主主からす' と 耳1，( 士信じて芹:り ます。

2 構 造 計 算 事 勢 所 の 業 努 範 圏

精進計算事務所の業務範悶につ い て以 ＱＭ 御説明申 ｴ る ｊｪ ｾＺｈｊ ， が経笹致して照りよす計算事務所の Ｚ 総

務官 ｅ 図でありますから必然他の計算事務所のうた務範囲と相 、 遺の 討が めりますが御 ｦｦＡ［ｾ 承を願ひま す 。

A、 強 度 計 算

先づ 100分の !被皮の設計闘 を依頼者より廻りれる時は 、第 l に梁の伏闘 を7打 ち合せ致します。 こ

の梁伏の打ち合せが仲々竜婆でありまして 、 只漠然と 5呈皮計算J l . IJ ち構造憾のみを削艮として 111猫に決

定数しますと 、 官 ｚ 母及び 間 仕 切 の西 ｅ 置等に非 常に 不 苦ｾ 合の場合 が生じ ま す 。次に環状並に仮定荷重の

打ち 合せ完 7 をァ待って 、直ち にiJ長度計算をなし各住、設 、 「スラプ」等の大さＭｾ主主廷を＿作り依願者の
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フ ｊ へ ｅ します。 Ｈｾｴ 依照者が Ｑ Ｐ Ｐ 分の ｬ 箇面決定タコヰ設計中に憾の到置の ｆ 拘泌を ｔ 受〈れば非常に好都

合であります。 住の ｬ ･，Ｚ涯を只没築主の手直的。要求を ｾ￈ｉ 根として住の位ＡＱｩＺＮ ￦ 第二次的と致しますと 、

徐々にして徳造主健が不経理専のみならす'時には非常に不安定の総遣となります。J l . 1 l ち柱の現在が最も

無理のなき7 4 t 物が最も経} 質的で且つ安定の建物となります。

B、 構 造 設 計

計算事務所と致しますと性、設 、 「スラプ」 等ヵ Ｍ ｾｖ 主力 Ｚ ｈｈｫ 上りますと先づ計算 ｾｩ ｉＮ芳則ーとしての

苦手務 l立大半を過ぎに事; こなりましてこの 一覧表により ー絞殺計 lこ主きする所謂 「ヲサマリ」等を研究し

て裁きっ、構造詳細越の引き十J げを始めます。 それ主主一般殺到闘が完 I すると同時に計算事務所とし

て分治せられ? こる様造設計闘が完了致す司王になります 。

C、 敷 量 積 算

構造惚の歎量柑算1 ! ¥l ち「コンクリ ー卜 j 餓 骨、俄筋等の倣- I u : の算 tHでめりま すが、 このち ｉｴｾ は特に

要求ある場合の み盟主 52f却べ a致して j去ります。 これは依紅! 1 ! i - が諸: n 業ー者の必合が相官; に多〈 、従 って

ｴ｛際施工 さ る、詩Ｚｮ染者が調べれるブ Ｑ が ｦ 災 ｾｫ 定 ｬ 二 ｈ 都合である ｴＺ めと忠、はれます。

D、 報 酬

計算事務所の報酬の決定は仲々・阿世ilJ なる問題でゐります 。 建築設計の報酬は工授の何「パ ーセン ト

J  i : いふ事になって居り 、従って砿共の iJ. nき計算IJi 修所も椀遺骨宣工伎の何 「パ ーセント J といふ事で

一同j 差し支へな き現ですが、変際はf中々簡単; こは定められないのでめります。 構造骨量が非常に力感的

且つ経済的に設計されれる J) ) j 合でも 、 依頼者側より与ーふれば工1' t . と報酬とが疋比例する -:J 1 . は時には戎

る不愉快なる疑念を持す二る、可能性が愛生する場ー合があるのでゐり ます。 この不愉 快な る疑念より』え

する? こめには延坪に到し延坪11¥IJ 幾佳と いふ約束診して帰ります 、 従って明劇の糸分に て技術に iiiH隼

する事が出来ます。

以上にで計算事修所の業務の範図は明 らかにな りましれが、 是非 一寸お新り致して置きれき事があ

ります。他丹計算事務所では如何ですか知りませんが、 手L の事務所へ只患に強度計算¥l} tごげ若しくは

位、梁 、 「スラプ」等の 一党求作Jぬまで 、 として構造詳細闘は先方で 御引きになるといム事で申し魅

さる、場合が往々ゐりまし7二が、斯様な湯: 合は鋭、て ，.1念な がら御断り致しまし? 二o 御承知の湿り勝lli

惚は奴度計算のみJ l . 1 l ち只童文字のみ によって大さを決定する事は非常に危険でゐり ます。 総溢詳細箇の

作成の途中に於て経験か らの ｾ ｊ 断により構 造健全穏の釣合且 ＱＱ ち大さ及び材の組 型等を決 定する事が絶

望ヰに必要であります。 以｜ＭＮーの抑Ｎ由によって只計算哲 ｈ ごげといふ御依頼に潤しては 折 角ながら責任をｾＺｦＺＨ

ひ兼ねる 7二め御鈎i り致して居ります。

5  私の計算事努所の業努方針

平L の計算事務所の所相伶窓先は Jd! 重次の且H きi f ，方面に iゆって居りま す。

A 、 設 計I }:;:t:-a業務とする建築設計事務所より

B、 言青主主a' I 車業とす る諸気の各組より

C 、 工場Ｚ等の如き機 迭を ｾ Ｍ ｅ 穏とす る 建迄物を進築さる〉建築主より直接に

D、 O式「ジグザグ トラλ 」及び O式「〆イヤモンド トラλ 」 なる銭骨架構クコ製作目反寅を? な

す「 ジグザグ ト ラ λｊｾ 材合資令祉よ り の設計を
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以上の ](u Ｈ訟の計算事務所Ｇこでは各 ｨ 立必 を ｾ ｉ こし 、 且つ利害が佳キにして相反する 4方面の依績

に隠す' る 7こめに業務は多角形的且つ漣鎖的にして複雑微妙でめり ます。 従つてなは細心の 注意を挑ひ

つ h 余事務所員をして その郡皮各依積者 母に所員 の気持ちは分散的ならしめ 、 然かも虚心規懐技術 iこ

J箇準し依積者に漏足を件せし む る様常に容闘して居 ります。 結局1 ;1. の% f 務方針は徹頭徹尾件依瓶者に

到しでは自 己は無想、三味のぶ分にで援し、 甚だ烏清がましき ｾ ｬｾ ですが各依頼者とは共立業務 と考へな

心を ｾｦ 需まＱＢＢＭ紹謝忠、Ｇｊｩｾ旨とし且つ所貝の統制に遺憾なき本合Ａｴｦ ｬ して Ｑ 去りま す 。 ( 終〉 (  ＱＹＳＷ ｾ Ｑ 三 日月 〉

[ 本 披 執 筆 者 紹 介1 ( 五卜首似〉
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建 築 工 事 現 場 の 事 務 的 組 織 大 要

-; .← 

乙 田知 重

一般に建築工事現場の:;; Jf 務的組織はよ金工事現場の経営上左の各項 lこ大}J Ij して考ふるこ

とができると思ふ。

ー・、施工の合四1的，11" 1並立案

・:， ｾｾ工出 ｬ 断 ｊｪｾ に闘する事 ｦｾ

三、材料ユ二1!( に16討する 1Jft労

問、 工事川機械工代にM討するお傍

五、現 物IUl接経費の計算事務

六、工事場の災守防J I: ￨ 労働ｻ￭傷ｾ Ｚに ｉ ｾ 討する取彼 ｔ ｊ ｪｊ ｬ ｩ

Ｎｬｬ ｐ ち挫築工事貸金品 成する手 ＱＱＱ Ｑ 工党 、材料 二 ｲ ＮＱＧｩＺ 、 コ Ｍ Ｎ ｾ ｨ 川 機械 Ｑ ＱＨ 、 現場 ｌｾ の給料 、 小伎の給

料 、電灯、電話電報等の辿f討 を、 1/rd IJ:等を? 包合する現場illl 後経貨並に近時1;'{ '動計の耐利施

ぷ 卜 ｾ ￆ 要 ｈ 泌されて米 ｦ こ｛ ＺＮＭｋＺｩｬｬ築労働行に到する災ＪＧｾ防 ＱＱＺ の ｬ 地 ｩ［ ｊｻ及び ｻお得［ＨＧ￭ Ｇの施療技等に ｉｾｍ

する ｊ ｉ ＧＮ＼Ｎ 扱事務等以 ｼ ての各 Ｑ 買は｝ＭＮＺｮ ［Ｚ の大 小にｪＺ ｨｪ らす ，ｾｾしく生十 る事務的問題である。然して

名諸 ｌｬ 業者の Ｑ Ｑｩ ｉ ｬ ｾＮ とする ｾ ｨ 飾的組織lまれ合! 此の皆来車IJ 織のん小営業l忠iの) ( / )、、 により自ら具

ることは ｲｬ ｾ すまでもないことである ｄ

現場の管. f 1 i 1 . に於て工事が如何に技術的に枇菩を? 誇り 優秀なる結果を泊ミし 7ことしても 地_r

の運 }[) が介Jl j]_的J十主統 ;1;11により進工せしめさずれば徒らに KJ 明il ll 会要し 、英んなる現場経貸

金貸して媛工せしめ fこのでは事業経営は一 日として成 b立? こないわりである。

凡 そ合JJ l ! . 的権工計・査とは_r_ I] 王の地工に於て材料、乎 il ll 、機械設備の使川、仮設工事、現

場維持 ・ 災谷防 ＱＱ Ｎ Ｚ 施設等の各部 ｉＢ ｊ につき ｩ 誌も介 ｾｉ｛ 的計主主［案によって工事を施工延長工せし

むることをし、ふのであって 、工事問I:IJ は他 の同主将より抜んで〉之を短縮し 、 その支H' ，工

事1'i: は常に現場に於て} ，I;J 倒なる日施似債の記主主会行ひ之が底下を計り斗つ工事期川 中jふ上l

ｬ 引は必十工 事損主主の ｍＩｾ 態合制作し 所定の ｲ Ｚ ｉｊ 刷 書式により本人 ｩｻ に報背し得る械に現物の ミ ｪ［Ｚ

務組織を編成すベ Z である。

以上を 言 葉を改めて ｉｪ ｊ せば現場の粍Ｇ苫管 ｊＱ ｩＡは左の 三 項に必きると ｽ ｾ，［、 即 ち

一、工事は施工の優秀完民営期すること

二、施工は迅述、期lirJ ( ま短縮公明すること

三、施工18T慣 の低減をづ1' I) ，l，H主計i的崎工必行ふこと

然して j折る能率肖パ ーセントの工事を捲首し得るおは技術及事務的才能を殺備する堪能記者

6 3  x  



連の工事主任と祈鏡努力金惜まさ' る不接不屈の現場tl 、常識凶i必事務的敏弘t さぞ布する現

場庶務合計係を要求さる〉のである。

完備せる事務的組織は之を活 ｭ する千ｻ能なる人的要素と相侠つてはじめて機能的効Ｊｾ

牧むることができるのである。

現場事勢慮理に関する主要事項

［ｩｾｴｾｬ 令枇の現場事務 ｾ ￬ 立に合 ｊ Ｍ ｉＧ ｾ Ｇ 己帳或は記録報背の作成笥については悲に詳述することは

到底凶Jq&なるところであるから以下:!ii に主要項目会摘，f e . することに 11 : どめて御参考に資し

7こし、と思よ、

一、斗二事主任、現場係u、I.!!: 務令計係、製| 剖係L1の組織編成

ご、現 場li ' i 希及福訴の架ぷ

ご、1践工場fH場、f本厄! 所 、喫t. r' i "i J列、洗1白l場等の施ぷ

四、よ也節祭の悲行

五、官版 諸iill 版事項の廃血

六 、 労働者災害保険契約の ＱｾＳ 込

七、工事施工機械設備の; 十五日7

八、山留、足場、材料運搬及世場、セメント小出 、大工、石工 、銭 Ji お下ノj 、日、工事 )ITk

動力引込等の計査

八、 工程友の計茸作成

J l.. 、賀行珠算書の作成

- 0、火災保険の加入

一、材料 tljlt.買並に下山!i 契約に要する数誌の; j I ，'dH及川妥| 酋I i 自{ 並に見杭徴牧要頃沓の作成

二、現場作業打合せ合議の召集

三、工事出米商パ ーセンテ ージの報告7 f t . . 工程お買ーの撮影

一回 、下請人及従業職工の風紀取締り

一五 、 定犬 、 小使 、 夜響、守 ｩ 街 、 ｬ 桁人 、 会 ［Ｗ 仕等両日寺Ａ岳ｌＱの ｊｲｾ Ｎｪ及

一 六、工事 Ｑｾ の， ｩ 己 Ｑ 阪及 ［ｩｎａ＼Ｚ ｩ ｬ ｽ のか ￰Ｑ ｦＮ

1. :B面のnd銀、計算事務

3. 仮設及 rl' 古材料クコ阪管事務計算

5. 現場雑貨の ，; L. ! 帳事務

一七、工事損盆表の作成及報告

2  材料 の ｮｾ 帳及 ｊｉ 算事務

4. 機械1 ' ( の計算事務

6回 以上材料商人及 1・論染者の請求容の謝査

八、各工事部I"J の究施似似の計算及統計友作成

ｊｌ 、災害防 ＱＱＺ の施設、防火、総雄 、 傷害ｾＮの肱 ， ｕＺ 乎 Ｇｾｦ ［・ 、 死ｻおおの報告手縦

ごO 、 1-. 株式、工事竣工:hLI、竣工式

三一、{ D; 物引 j度しと l，iJ J時に辿物hlil ，:"" 1妹、各Mi史川方法、設備工事取扱説明書をイ1: 成し
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施主に提出す

吾々の経験によれば規定の事務的組織が整然と行われてゐる現場は成績良好でありま? こ首

初 より 辛 い 仕 事を 引 受り責 任を負わされ＿こる現 場主 任 ｾＮも工事成献の道程合 一 糸 乱れざる

規定の事務的組織により 整理することにより自己の立任の立壌を 明かにするニと ができる

わけ であ る。

現場使用の諸書式及帳簿

事業者経皆組織並に工事の大小により各業者使用の記釘込書、報告書、帳簿の程度と 差異

あることは申すまでもな いが要するに製園、材 料、機 械、現場雑 費、災害保険及死傷 .X' 1'i

用等の工事費各部門の記鋭、報 告、合計; 十算、支拶11事務を J[l z扱」、事務組織を? 制定すればよ

いわけで一般に各自 ili lJ: ; e の印刷苦式を使川 して ゐる 口

之を分類的に列記して見ると左の如きものがある 。

一、出商調査カ ード・

三、材料入場: 報告官

五、職工賃銀支扮帳簿

七. 機械! ' t . 計算帳簿

九、災害療養'f. 't.並に 扶助料計算簿

一一、工事! A金災

二 、 ｾｈ 面Ｈ史 別報告 Ｉｽ

凶、材料仮谷線銀

六、材料支扮帳簿

入、現努雑貨帳簿

- 0 、工事1't. 綜合元帳

以上建築工事現場の事務的組織の大要 について述べ? 二次第であるが近時重工業、繊 維ー工

業 、化 率工業或は ｩ 諸平 手 Ｑ Ｑ 工業の ＺＮＩＺＱＮ 放なる資本の投下と企業の術大攻以に 作 ひ苦 手 ｾｊ ｜ｬＮｾ こ於て

も異献の進展をなしつ〉あると同時に各請負合枇は介):111 . 的組織管且11 . の徐討を? 以て生産コス

ト即ち 工事費の低 下合計 り競争場裡にのぞ まんとしてゐる傾向にある 。前途多端なる計処

築工業の地 位の向上と その豆要性に鑑み主主々 経営組織.1-. のft{ f先改注進歩ーを計られんこと を・

切 望 し て や ま な い 次 第 で あ る 。 ( 先 )
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一 一 中村 網 氏 の 「 越 地 論 」 に 答 へ る 一 一

西
l

J

 

i

 

l

 

:9P  

1. 緒

本誌 9月披に於て、中村氏は「泊地 ・立地 ・地代」 の出題の 下に 、かねて氏の創設にか

〉る遁地論告? 簡明に叙述せられ、都市計設の. f llt 論は「油地論でなくてはならぬ事」ぞ力説

しつ〉此適地論を ＿ ＿ｦ ［ 商 の論週として批 判徐 ［ 寸の中心とされん Ｚ［ ｮ Ｚｾ 重ねて要請せられ ＿こ ｄ 此

機内に、 筆者は 日頃 「適地論考」 にませして抱いてゐる疑II Uを叫べ、借越ながらその批'刊の

先陣をけがし? こいと思』、。

2.  遁地論は 「蓮翻」に更り得るか

中村氏は まづ適地論の生れるにいにつに動機についてぷよ、。

従来の都市 計査は多〈はその道の専門家の「達制」 乃至「常識」で決定され、? こめに非

難反到の ｴＢ ， て＿ＡｅＱこ場合帰ｼ泊に苦しム、夫ｾ避ける結果忌 ￹ べき現 Ｗｕ｜ 主義 に ｾｮ してしまふ ｄ

之 に封して都市計註の「辺論」をきづき 上げて誰から如何なる抗議があら うと、正々 堂 々

論依出来るだりの基礎をも? こらさうとする人々が現はれるにい? こっ? こーーと。我は先づこ

〉で都市計霊の「正111. 論」カワ12維を説得するにめに 要求せられ ?こ事を知る 。

然るに 、此|際、脱々 の7ド潤iや 、忌u ベき現!I え主義は 、i呼が蹄やしき 「旦]1論」 によって克

服されf与るであろうか D

我々は知ってゐる。現行都 dj 計i ! f6え都市 計主事業は 明治木期以うになに前l酎に表れて米fこ

我都 l↑i 設展の矛盾が遂に都 dj ) 之白身・ 惹 いては我閣の資本主義的鼓iゴ与をも舟かす lこL 、?こっ

てその矛盾そ是正するとぷ五、役 11 金もって生れるに いに つ? ことムj 、事念。 ?ごがその「必正」

は同家、軍、金融資本、土地所イィ- x . 、令業家、 ".1小工業 x.等、の枝々なm交錯する 要素の

州制する利害励! 係とがl びつ いてゐる 放に 、J: ，:1J こ矛盾とl f I klJ の暫定的制平11 ・安協をも ?こ らし

得るにすぎな い。忌む べき 税 j伏主義こそ多分に残停をうり ついでゐる我似| 資本主義の特殊

性を反映しに段も 摩擦の 少ない 「是正」のー形態でなくて何であらう。従て此矛盾の基本

が除去せられな い限 り 「 都市費民 ｾｾｦｬ［ 与するものとして 」 の ｩ Ｑ Ｑ Ｇ ｊＮ ｀Ｎ ｊ の Ｇｖｴｬ 立 、常 に時と場

所と ι 場を かへて表れ るのが常然である o )IJ j全地域:I ，IJは公憾による u也私イj 機のHi IJ 映であ

る。 従て都市計 言 ｅ によ る ＱＡＡ ｾ Ｚｬ ｪｉ ｊ 限地域Ｈ工業地域 Ｉ 以外の地 減 決定 が良 エ々地主主主の非難 と帥

情 tこ酬ひられる のは' 計然で ある 。 ところ がよを説得 す るのに 、 1- 部) ザーな資料 」 と n主! 凶」

と 「常 識」 及び将々な i .f ll! .屯u 一一舎のぞ いて、此政治的安協の内耳手伝説明する 「上Iluiii ij J

が者へ得られる Tごろう力、まことに 11ミし〈も L¥'; は反Hi l .論的 「述仰」や「7it識J ｾ否定せら
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れる o tごが例へば氏の云』、適地論は之に 何を封置 し得る fごらうか? 精密な適地保件の研究

によって数種の 「適地 ダイ アグラ ム_i ｾ作成し 、 夫ｾ r併せて最後の泊地ダイアグラム」

を得、之によって地域を決定 する( 建築皐合論文集第 2由紀〉。な る程一見之は科接的であ

るo ｴｾ �［ 最後の「併せる」場合 に削る ｩ 収 拾撰揮について「大局に ＿こっ」矧時十 霊家の

「雄大なる達観」以外に我々は何を信用する事がl北米るのにろうかo 疑もなく夫は「達観

」 に補足 されてのみ成立し得るのであ る。

「部厚な調査資料」が若干の簡略化の下に圃示され 「ニ ダイヤグ ラムに縫っ ? こ以外 lこ (1副

式化過程に於りる抽象に誤りないとして〉、こ〉には本質的な越化は少しもみ IHきれな い

勿論之で「正々堂々論自主 ｉｌ｜ ぅ ｫ る 」ものな れば都市計 ｩ ｩ ｦ のｾに まことに 結構な事であ る 。又

E互に説得の Tこめの 「理論」ならば夫で充分でーある o tごがj とが本首の国! 論であ るか否かは全

〈不明である。

3.  r適地論」 は都市計重の理論てあるか

次に氏は「適地論者」を「地代論者」にI "f置させる。 筆-i1いまピ寡 聞にして地代金「究

明せぬかぎり都市計古は - i J ; ーも前進しないとす る」如き旦11.論的研究への盲目 的な依頼を強

調 す る「地代論芥」 をう，11 ららな いが、之等地代論者 (14記は立地論者、技術主義者ー等々の人

々) が論じてゐる事は 、氏の論文台みてもわかるやうに 、i白地論と夫々異なつ? こ話jlili 計回i!王

の様々な側面を論じてゐるやう であ る。しかも氏が都 di ，1十A の. E l l i 論は夫等の内の一つ、泊

地論「でなくてはなら ぬ」と するな らば夫が都市』汁;!Eの排他的基本的把娠であると主張す

る事を意味する 。

泊地論はか〉 る地f . i : { f 要求 し得るであろ うか ?

既にみに女I H夫は都 di ，-jJ 主: に於げる 地域指定とぷふ ーの仕事領域に於りる資料整且I J . の方

法論であ るD 従て地域指定に附するかぎり夫は或は犬「でな 〈て はならぬ」主要問題 であ る

かも女11れぬo ｴ ごが 、 夫が出 ､ｩ 計 ｊ 土の必礎的ＮＱ｝｜論 ｦ こり得るのは 、地 域指定が都 市計 量の ｊ 主 ｾ

同様である場合のみに於てである o 然るに、者Ildi ，J ;I! :の必本目標は、 者jldi の合法l 的設展へ

の規:! jl J及び過去の非合組的部分の改造等の事象に到する計主であって 、地域指定は現法制

によって輿へられて ゐるその 内の一過 程を占 める にすぎな し、。

従って、ｾ当地論は氏の ー 論文の棋極力 ｚ 示す刈 ｬ く、 Ｑ 二 ｍ 地域指去の 一 基礎 ｲ ｊ ｬｊＡＮ論」である

にすぎ ない。

4  遁地論は現賓ま正しく前提としてゐるか

氏はよ ｕ 、 「 都 市 計 ［ Ａｅ 家がれ聞の拘 ｉ ｬｉ ｩ 施設をｾｾＭｪＭ註寸る場介 、 如何な る土地に如何 な る 施設

をなすべきか ・・ ー この泊地佐調べる率問ｻｦ ｾｊ 也 ｩ 論と名 他 げる ｊ ( 傍射、問 IIJ )  

IWが、論 「都TIH庖地論」に&ぶと 、俄然この泊地の内寄与が市街地建築物法の地域 l二人れか

わってしまふのである。ハ単にその名栴が、その「別げ方と相略 してゐる 」とえ」、理 flHこ

よって。 即 ち、氏は このレデ ィメード の「地域f I I lJJ を仏i 1) て氏の抱 < r雄大な」都市施設
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の配分 計ー霊を完成し、ユ { ト ピア をil : 現 しゃ うと云ふ のである。

勿論市街地建物法の地域Ilil J も亦その地域に通し? こ施設の計設会作」、7ごらう。亡がその施

設の貧 しさを以て 只' 41なる主的I 1lJ Wl と Ji づげ 、地 t-"x制 の「士也域」と i白地のぷ1、「地域」と

を イタオー ノレするならば、夫はその貧し さの必然性をみな い ものであ る。

Tごが夫ばか りではない。市街地辿築物法に於りる地域i l J lj は川途上也域制 とよばれ る。 ところ

が犬は用注によって地域が配分せられると: えよ、立味の i flJ j全」地域制 ではなくて、あ る地

域にあ る用 途乃至規悦のもの〉配置を 制 限すると云ふＱＡ ｾ ｉ Ａ［ｪ ミの地域［ｪ ￬ ｬ ｊ である。勿論 ［ｪ ￬Ｑ ｊ 院の結

果 、他の地域に制限されにものが集るかも知れないが、集らな いかも狗lれないのである。

工業地域は名栴からすれば工業地と忠はれるも知れないが、1 t は( 特殊工業を除て) 労lqil J

目 Ｑｾ 地域であち 、 従ってそれが全部 Ｘ 害 ｉ ｊ の建坪をもっ ｪ ド 衛生的 ＨＱ Ｚ 宅で詰ってし ま っても我 ｊｉｊ

ｪ 全地域 ｉ ｉ［ｉ ｊ の拘り安 ＱＱ るところではないのである。かくて氏によってか 〈 も草大な立Ｍￌ ｴｾｐ ｦＮｊせ

られてゐる地域 ;j m阪 は、主rにそのはじめ能力あるもののみに住みよき都市 営mへるべ〈汚

へ11'， されに位居地域全: i lki設とする制限地域ili1Jにすぎす. ，. ，こめに財源の扶乏によって貧しい

施ぷしかと〉のへ得るに い?こ らな い と云ふのはジとして偶然ではないのである。都市計占は

1161々 の工場の位世を指定する事が川水ないと H様様々の施: 立のajlj K民地域内への配世を命す

る) J を持二つ てゐ ない。

泊地論に於ける「地域」と建物法に於げる「地域」との飛躍的結合一一之が現立の理論

としての治1也論の致命的i I f }t陥であり 、夫が現武智正 し〈前JjL して ゐな いユートピア i .f.!ll論

J  1こる月rr以である。

5.  遁地論は賓践し得るか

既に適地論が現it の地域 ;j ilJ への ii)tまれる結びつけによって、 「現貰性」ぞ 4f; ;びさせられ

てゐる事を我々はみに o Ｑ ごがた ｾＱ ＱＢｩめするとして 、 巣してｾ当地 ｬ ｴ ｩ｢ は、 ｬｴ 践し得るであらう

か。農業、工 業、向業、tl: 同等の特定のl庖，立に 1J して設 ものぞまし い土地ぞみつりるのが

:ω也論であり 、1161々 の_1-)&が( ' i J lこ泊す るか金考庖してのち「大局に立つである一定の1面的

全 胞について の泊地 金考へる」ものが治地論であるーーと氏はえふ。

此の 「フ犬大々に，局に f仁こつ ての与正泣立1.工j )υ:ゴJ地也」 とは何をを＿目 ｩ棋 ｴｾ限 Ｒ票 Ｑ として行はれる力か〉、 ｯ 夫は氏の Ｓ訴＿下下刊 ｉ Ｚｻ 仔例ｦｙ ｬ刈リ力が［示す ｪ辿邑り

1耐計ジF?的拙‘ j資受4本訟正;の生Jみ声川す主純t守E

{代'd部';j¥官l分 のみの榊; 占Ji支にM防附h討l係する Hを?行j以比も大き 〈す る1事Lである o Ｉ成炎柁之 ｬはま素 ｬ町叫ｾｾ伯情 Ａｉｴｪｊ 今し い 方法である Ｐ

7ごが 1

1

11に全謹として )1止も大きな牧人をあ Tこ~得ると云」、虫hiilJ>ら 「配分」が都市計主家の J L

帳l師な計算推論の通り nはれる資本主義1仕合があ りとすれば、我々は既にとっくの昔に必

然 的に見 舞ふと云はれる恐慌からの介Ｎｦｉ ｕￋ ｉ Ｇ ｾ Ｑｉ ¥口 を護比す る:: ]1ーが川来て ゐ? こ筈である o 我々

は氏と j 与にか〉る「ん局」に 一 円 も111 くにて る日の米るをのそ' んでやまな い。

ＮｌＮ｜ＢＺは 更に云ふ「泊地ｾ命と ］ ， ｪ ＺｊＺ ｬｬｲ 論との Ｔ ＱＱ 遣は大局論か ＱＱ Ｑｩｬ 々諭 かであ り 、 お ｉ ｬ￬ ｬｩ ｾ＠ ｉ Ｇｬｬｾｾ のＮｦ ｬｬ ｬ 論と

しては泊地論でなくてはならない」と o .，ごが差は111il 々諭と大局論のノとばかりではな い。.L.(;
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は、円 Ij1粧がf ( 或は統制経桝) か計書純情かと云五、最も大きな、夫等を? 背待づける差ぞ見

、決してゐる。

現' f f には、 f ことへ地域指定が「趨地論」によってみもびかれる場合があっても( 例へば岡

崎市) 民の生産地 ・消1' 1 : 地の都市に於げる計-22的配分が不可能であると云ふ事に 、此1] 1論

の 「行きすぎ」が何よ りも明瞭に立読されてゐる 1::_' らう。そして買にか〉る「行きすぎ」

こそ都市計需に於げるフアツシズム担論の温床として最も危険視しなくてはならぬもので

はなからうか。

6- 結

以上、l切なる如し中村氏は適地論念展開する事にょうて地域指定に於りる資料整flI1 と

捨象 ・断案 ・解決への過桂に於りる方法を明にして従* のu 1 槻(11 • ｪＡＡｾ 設明的方法に吏へ る

に桐織的方法を提出し fこ断、大き な得興をｾ Ｎｧ ｩｾ へ＿こ ｯ 1::_' J;; ノたは現貨の都市計・f ! モに於げ る地域

制 の過重評ｻ民によって多〈の猷陥を内包するのみなら十 ・ 更に叉都 市 計量の迎 ｾ￥ￎ 命として俗

揺する事にも多大の困刻 ｉｾ ＡｴＧ 1ぷせ' られるものである。

然らは: }i1) i li 計・r e : の瑚論とは何であるか。

今日、地方計市 ・立地論 ・粧州地玉虫事 . ｦ［ ｊｪｌｉｾ 相川 ｩ 論・共他枝々の「都市計志向 ｬ 論」が横

行してゐる。 1::_' が我々は問題をすすめるに首って 、その現民的基礎そ看過しつ〉素朴な人

道主義や潤 jk- 的指導主1をから、 liyl に向分の頭の中で考へられにK i l lli の「合思! 的登畏J !t' lt 

現しゃうとするユートピア的九三想を以てi J q¥論」におきかへるものであってはならなし、。

都市計32の.flrr論とは 、現.(r:Xi Idi ，lr;H: が現代社t ［ ｾＺｲに於て耕せられてゐる任務 一 ＭＩとは勿論躍

ーな要求ではな 〈てね 1Ｉ ｾｱ ｊ する要求でーあり 、 究極には Ｑ ＱＮＺみよき ＱＱ Ｑ｜￯Ｑ ｩ の ＡＭｉｾ， 現Ｈ生前水準の上昇Ｉ

にH摂せられねばならないが、政治的経桝( I "J;諸僚件の下に歪められてゐる 、都市問題の一

環としての課題ーーーに到する 、111良の手段 ・)1止良の制度ーをもちぅf ¥: す Tこめの方法論的研鏡に

結びつけられて行 くものでなくてはならぬ。資本主義社合の行 I詐りはか〉る要求のすべて

を得々間期tにしつ〉あるが、その円標の如何にか〉わら今、正しき方法論の樹立は 、現1主

のM'i 義の朝¥ili 設展に於げる諸々の力闘係の正しき分析と把娠によってのみ可能である。

都市問題の ー・環としての: / 1; 1¥d  i  ｾ ｴ Ｚ ｾｈＺ カリフ也問題にきわめて新接な防 ｬ 係金冶ーする時 、 者 ｉ ｬｲ ｬ￯ 計

J士次の間に上Ik代論の研究が民頭しつ〉ある事は 、此力闘係の把握 ・従って都市計百: の :J :lI!.

1論」のMIリj の?こめに一歩前遣を刈lへるものとして「地代論} ) - J ならぬ我々も亦太いに期待

すると乙ろである。 (  1937.  9. 1  0)  
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- 時 報・

第 4 回 全 園 都 市 計 董 協 議 曾 情 報

d鳥 井 信

本年七月札幌市 に於て開催せられれ第四回全国都市協議令に、 日本E霊祭協令佐代決して列席し 、 葱

にその概況を報告す るのは誠に 光後である。

木協議令は、都市研究合及地元札幌市 h催、 内務省後援の| ご に七月 七 11 より九日に至 る三 11fMl、札

幌市公令堂 に於て開催せ られ1: 。本年度の協議題闘は 「都市計叢七時日係 tI1百に到し特 iよ要望 I__， 1こ主事

項 J ｾ 自 主題正し 、 加ふるに特別研究報 告及 一 般研究報告である。

先づ昨年寄 Ｑ Ｑ Ｑ 市に於て開催せ られ ＱＺ 第三 回 全闘都市協議合の協議事領及怠 見 拠 ， ｾｬ 1，事 L具に附する農地

報告があっ 1: 。

第 1 1也方針重 を制度化するに闘 し;其の奥骨量的方法

l  地 方 言 十重の広域ｾ如何に考 ふべ き や

2  地方五十輩の内容? こるべき司王噴

3. 法令に於て規定を要する事項の機 H

4. 地方言十輩 仁参考となるべき在、案あ らば )Cの概要

5. 来ーのf也参考となるべき事頃

。 本件に就きでは「地 力百十重 に 測 する調査令 ｾ 設 置し 、 本協議令従 ｬｬｾＷｴｴ 見合参考として具惚案を作

製せら る、機 J 'i 古周に要望し 1: 1) c  

筒 2 中小都市の都市計霊に関する指灘方針 10項

。 以 Ｑ 二 各項に付て ＱＱ 之 がｊＡｉＺ現 ｪｊ ｾ 内務 ＷＲ ・周と 要 宅し ＱＺ 1) 0  

共の他。

次に建議案の提出あり。之を可決せり。

建 議 要 項

ト 地 方言十童全制皮色して確 立す ること

2. 都市吉十重機関の抜充を?園 ること

Ｓ 宮 ｅ 務者養成機 械ｾｾ設置 す ること

4  都 市 吉十主 事業 ｴｾ 国庫補助 金 を刊す額 す ること

( 1 )  特別研究報告

ト 都市防護上の諮問題

1. 遁信並 に動力系統の保全

内務技師 松 井 達 夫

x  7 0  



2. 延焼防止

3: 重要工作物、建築物の保鰻

4 給水杜絡の防止

5  消防施設の充賀

6  漣灘及i故殺施設の充質

7  軍事と共有し得る害者施設の充賀

1吠I昔l に云ひふらし 1: 一端を一指し 7二る科.皮の L のである 。

2 街路補助事業の概況 内務技師 機 谷 直

Ｓ 都 市と児童の健ｾに就て 内務投飾 北 村 徳 太 郎

比の報告は昭和 ＱＰ ｾ Ｑ［Ｚ 皮の小撃児童身骨量検査の成績か ら 、 都市左 Jt の中にヂドーマする児童置の隆康との相

側側係を統計約に制察しれる調査を基礎とし、 都市符{ 主生活と公園給地の必要なることを強調せるも

のである。

4 大規模工場のv _ 地的調資 lこ就L、て 内務技師 伊 東 五 郎

全圏各 ＱｍＧ 際に照令してＺｉｦｾ［町 ＱＰ Ｂ Ｑ 二 ｾ Ｎ ｮ に新設 叉ｻ土移設せられ ＱＺ 、 総工歎有人以七の工場に就きて 、 掛11草

地方一一東京 、 川崎 、 機＿賞金【 Ａｊ 心とする地刀 、 近畿地方ー京都 、 大阪 、 紳戸会ＧＱ Ｑ 心とする Ｒ 地方の Ｕ ｾＶ

工療を都市計遊民成の内外に別ち 、之れを築荘、分散とし、分散工場は249、全惚の46メに常り 、符し

き工場の分散傾向を' ぷノ六し、更に工務の敷地1m質、敷地償格、職工、 工場と動力闘係等の立地閃子を

統計的 に調資せる中間的報告であって、未完成の L のである。 工場は果して分散するかは、各閣に於

ても謝資的論議が illi められて帰る c 地方言十誌の基礎的調査は' J ! ( に工場の集在と分散の傾向及政策の研

究でなげればならぬ。 克 ｬ 二 、 Ｉｾ村工、ｾ化の ｉ 旨導と ｌ なり ｴ 主要なる「ヱキザサイス ｊ であるから 、 各地

)J 委員合に於ては、之と協力して深き調査を加ふるを要する の 大阪地I i 計量f の) j ¥; 嘘調資として、大|仮

Iff ドの比種の調査は進められて侍るから 、 l訳書理めてを苦j:えする時機も あらうと忠、ふ。

5. 姐 j官復興事業に就て 都市計1 l l : 委只令事務官 C-It 海道) ｾ＠ 谷 m 

生守 ＴＰＰ ＱＮ高 刈の火 災復興助成授を得て 、 者工せる 、 士地ｾＮ［［責 ＱＩ 笠 ｉ 弘街路 、 公園 、 1: -7.ki藍{ ま進捗し、土地

ｾ ＧＮ［ＧＺ［ＡｦＱｊ笠 ｔ 堂本 領地の成に ｬ￮ して照る。 復興計設には 盟主次の 災火に鑑み 、 縦憾に数ｻ傑丹幅員 ＵＰ ｦｾ Ｉ 、 ＳＰ 聞 の

「グ リー ン ・ペ ι トJ z. 以て都市を歎1開の防火 r 7・ロック J に阪創 1.... 、 且つ傾めて小規棋の防火地似

合指定し総額60m; 闘を以て 防火建築に補助金金交附す 。

CJf )  一般研究報告

本年度! ま令議終T屯ヒ研究報報背( ま、 委 員 令、府県菜、市、ー閣骨堂一題 t 限定しれる匁め小歎に過ぎな

い。J! Il ち左の如〈である 。

ト 青森喜署前整王宝並 に 街路事、ｾ 都市計量E地 j J 委員令技師〈背広〉越 智 治 .iF. 

2. 千葉都市言1. m:lJJI"i' r $米: 都市言十重土地カ委員令技師〈千奨) 関 原 三 JHl

3 住宅分前2十定 都市計輩地方委員令技師 ( 東 京 〉 吉 村 辰 夫

草作{ 主生活の保健、衛生及火災に及 If す影響z . 詳細研究し、 住宅個# の分散即ち敷地内空地の保有z .

J宵!J 日せしむる所吉野術生地阪の設定念日長官湖し、 その賀施計11I z. 1，漣べ? こまt電なる研究報告で.めるカ ヘ 住

宅地を 5績に分類する: ; <) i - :工事1. ' ( 上困難が{牢ひ、現行法政の運用範囲では六ケ敷いと思ふ。
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4  住宅終{終事業の業績。 同 i悶 令

障も1東 大震火災の善後施設として 小住宅の放の不足と経機 的住宅剣tから1 ! 'J 殺せられ 1:、 同舎 の事 業を

報告し、 貝つアバ ート メン トハウ ス及分譲住宅放 に不夏作宅地区改夏、 住宅の賓の改夏を述べ、平L 企

業 に依る 一般貸家 に到し家賃J t の他貸借の保件に輿ふ る影響を池べ、 "}J!: に叉都市計司rH主に住宅政策 に

幾多の示唆 ぞ奥ム るもの であ る。

5. 接校管終1't. と建策の焼絡化

6. 待殊建築物の改修 の' a絞

東京市技師 古 旋 回 甲 午: NB  

待殊建築物規 則制定に基 きf r . f : 存建築物吹修に就て の借置及聡 に間際 々令 に依る「ア パ ート 」及 百 貨

J. ! i 建築規 則 に主主 き質 施せる改修情況及 Jt の効果 に到す る報告でめる。

7  東京 に於 げる 風致協令の状況 東京府土木投手 香 坂 E日ヨ 男

8. 川崎都 市計童公園事 業 都 市計辺地 ) ) 委員令技師( 市中奈川 1) 大 由 議官
ゴ仁コョ

9  横須 賀市 に於げ る住 宅地治成 紳奈川線建築技師 *- 釘 ' 源 三 郎

一回地 の建築線指定を報告せるものなり。

10. 長 野都市計輩飛行者:}1作業 長野市技師 大 i宰 議

II 熱海街路計重 都市;11・lIt 地方委員令技師( 静岡) J:ft， 岩 隆

12. 名古屋馬事前土地区劃笠問 都市計支地) } 委只令技師 ヨT、 司 食

13. Ｑｾ ＹＮ 橋 都市 計宣下 水 事業 ｾ ｾ橋市技師 永 井 徳 大 旦I{

14. 加淀川改修 = 件 7 都市計主事業 苦ｾｔｉ￯計瓦 地 方委員令事務官Ｈ京都〉佐伯敏男

ＱＵＮ 堺都市計査と ｊｾ の賀現状況 都市戸1' ) 1 } : 地力委員令市%守 〈大阪〕赤 l品1 文 一

16. 下胸港湾事業及協l門型軽道の質施に伶ふ都市計設

都市 立「白地 J i 委員令技師 Clll r n 早 悶 成 雄

17 字 都市都市百I. ll::: 街 路貨現の方法

18. .It 九洲工業用水車事業及若戸海底墜道事業

都市五1" 11t: 地 方委員合技師 CUI U) 早 悶 成 雄

ＱＹ Ｎ 指宿都市計震街路市、ｾと土 地 以劃笠現
者s市計2在地労委員令投 師 ( 鹿 児 島 〉 藤 田 宗 光

CB! )  都市計霊上関係方面に釣 し特に要望し度き事項

都市計 flt 及事業の途h l ニl立、道路、鍛 近、軌 近、河川、 l二|‘ 水道、路 1:工作物、 餓 塔、凶街地、府

大' 改築物、A の他各般に百: 'J  ，各省各所f"係ihに於げる法令久[ まl [ ) ( 締j抑制と交渉を有し、 資務 l二支障少

なからさ' るを 以て法令の i次E 、 交務の簡易化等協! 1 系方面におし要望しにき 事 項俺めて多 い 全凶各都

市立十笠委員合、各都市、警減舵等より提出せる 220貴金イ牛を、蕊に列 "じする 煩を遂げ、都 市建築と特 に齢J

係深 き事 項を摘 ［ ｬｲｾ して 見れ ば 、

l  官公号 号 、 事校共のイ 也 公共建築物及劇場 Ｕ 、 活動潟ｾ鈴 、 遊函地 、 競技ー 均 等 、 兵のｻ也多 数 人の築合 寸 る

建築物又は工作物の位置 に付委員令 に必又は協議する こと

東京都市計辺委員 令

2  吹普ーを? 要する地区内に於 げる 家屋¥l I t 築其のイ也の工作物は待定期間禁止. し得る t禁法 を改正するこ と

警 踊見 限

千葉、熊本、」じ海 道都市計量t地方委員合及呉市
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Ｓ Ｎ 干 ＱＮ ｩ 藍の普監殺を防 Ｑ ＱＭ Ｎ Ｑ ＮＮ， 、 之が統帝 ｉｊ ｾ 言十る然ｬＺｴ築物法第 Ｒ Ｖ 係第 ｬ 項を改正若 ｬ ま這有者し 、 建築線の治定

な く 且 Fl k泌の殺備なき弘遣はm: 築法七道路と認め' さ' るこ主

宅芸 間 t悠

4. 市 街 地 返 築 物J去の運用 に除] し、 所車書官燃と都市首舟との緊符なる注絡を? 闘ること

都 市ilHl l : : JR京地 方 委 員 令、 呉 、 岐 鼻、入申書i I i

う 市街地登築物法及側係法令の攻正には謝資研宛を? 促進すること

E買 京 市

Ｖ Ｎ 士地販制慾 ｔ 里組合の道路計ＩＱＱＺ Ｑ 立 、 ｾｬ］ の 健建築線の指定を受げしむること

幣
誠. 勝

Ｗ Ｎ 土 地 鼠剖弦 ｚ 阜 、 創 ｦ 也 、 馬軍部 ｉ 股貌Ｚ等ヵ 計主主ｻ主ｫＮｾ 霊祭丹霊祭に 支障をＪＧさきるも ｊｩ､ 十鼓 すること

聖子 競 艇

8  書ｾ市及 ＡｴＭ の附近にた工坂ーの設 置を認めさＧる こと

都 市 計 笠 兵 庫 地 方 委 員 令

9  大工場i l l : 設のお合 1こは都市立1. ¥11聞係常周と打合すること

都 市立「註静岡地方委員令

10 雪量殺地師、風 致地 原、;畏園地J 走行楽道路内の工作物 に於 て は、 J好l核廃 lま美観叉 11風致に閥寸る

審議令念青空託して之を議ること

都 市二十災東京地方委員令

本 協 議 令{主主主隣の地北海道にも掬らす，、 主主くは朝鮮、 豆諸号、 内地は 1ｩ 草 Ｓｽｍ ｾＳ 脱 より参令者 ＱＵＰ ｾ 越え

頗る盛令でめっすよo 本協議令は都市， ｩ 十Ｚ［､ ｅｾ＿Ｗ Ｚｌ ｊ 王者のｬＧ ｮ Ｑｦ的 協 Ｗ 品全国 的として昭何 ｊｦ Ｐ Ｑ Ｑ 三静 ｉｾｩｪ dr に開催せら

れ 、 回 全 電ぬる に従 っ て 貧 務 的 協 議 の 方 面 よ り 漸 次 沌 論 的 )j 前1に博じ 、恰も 、 都市| 問題令議より都11i

; 汁来日f . l 1系白日門を?ヲ 1: 1 ' ，し来れるかの如き情勢に進歩しっ、ある股に忠、ふ。 従 っ て 次 回 に は 都 市 計 震 に 深

き齢J係全有する。建築界記替事務者い -進んで意見を霊堂表せ ι る、政希望する
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(2J 建築会物 1" 本 良音寺年、菊 版665頁、

Ｎ Ｕ 閲減南骨 院後行。本Ｂￇ ｾの著者 ＱＱＱ 本氏ば永年 近

江 セールズ合祉にあ って、鋭部I金具等の製作、販

況に従事せられ却しく惚験全つまれれ上に 、 内外

の悶ｾＡｾを成 ｮ 宮内 、 各 ｊ Ｚ￭ｩｎの筆 者 、 専門家等の設

を? 癒かれ、1長k.J 武されれものである 。 内容は全部

を n需に分け、第 一筋 金 融 科 料、第 二 篤l&: 具 、第

三 篤 雄 具金 物、第四: r . ; 袋飾金物、第 五 篇 建 築 金 物

器 ロ 茎 吉 評論となってゐる。最 L参 考 iこな るのは第三の建

Cl J 石 膏 随 筆 岡没朔 邸 者、 l盟六州255賀、 兵金物結で、 スプリ y グ、錠 前、様替等に劃する

1. 8問、 丸善後賢。本替は士木工豊島 71 - の元老同法 詳細 のraC主Eである。 11盟主 ¥， 191頁から 498頁 に波り

ヌド古の本論にキ目 ｲＦｾＧ する 。 錠 前 の種類 、 舶来錠と幽

産錠との比絞、 ! 当o ; 錠め濁待工夫個所、錠 前 の 故

障 、 ｦ 愛支錠前の県側要件と使用標準等はｾ築家と

して必殺の L のである。

土木

C3J 建 築 工 事 施 工 用 機 械 卒聖子弁' i lf 治 杯、

博士の随筆集である。博士lま各工事に1 # .1係 あ る 石

片 を蒐集愛玩し石奮と滅 して} 計られ る。 これ等の

石をして自らその工事の沿革等公務らしめれのが

ーの大阪 天 紳 橋 の;橋台おと橋脚水七万万の針話から

十 の 東 京の皮の門隅 怜 石の石話で 、 その他 ｬｩｾ 率 、

波 傘、 小言舌等全憶 にて50の随筆を集めれものであ

菊 列418 rI 、ヰ2閥、修Z支社後行。抱工用機械に跡J

る。 この中で吾々が設; 九で 一番 興 味 {e;窓くのは、

する ｾ ｌｴ はすでに和， ｉｦ b蚊111ト夜行されてゐる。平野

容史 的 の， ｩ ｅＡ注であ る 。問溢ｼ専七｛立 、 明治コＺ米ｾ ，1: Iー

ＩｪＺＭ氏 ｴ ￭ｴ 幾 ｴｾ Ｎｲｊｉ， z，J }! : f れJ . R J;i 昨i の技師会してゐられ

加の編怜委員長であっ1 :
0

< h の膨えな明治工業史

る人である 。 内谷はおーー続、B1獄 用 機 械、第 二篇 土

ｌ 博士が明治 ＳＳ ｾ ｪ 三から濁カ思ひ ι＿ これて資料全集
工別機棟、 第 三253在泣別機械、第四r . ; 工事と t漫才成

められれ ｌ の ｔ ごそう ｔ ごが 、 博士御内身が明治工ｾ
に分れ、 弁u: 原 J 'l!_， t$;ili 、使用法等について、創

立の生きに暦史である o J.えの門隅怜有会して活ら

合 にxf - 必に" 己主主してめる。 じ測位 ti 上木工事用三

しめれ工部省の工塁塁突の話、 へン リー ダイヤ ー先

測 がill 築 工 事}Hであるが‘ 建築家として一覧 し て

生を訪ふ等の記事は、 我図工業教育の基礎をうか

がひ知らしめる。博士の捌係せられれ) j t都 疏 * の

{泣く L イl 主主の古である。

，.l!Il i い 百 郎 、。 叉 、吾キ建築家にとって洲係の深 ( 4J 工 事事 務 の 取 扱 方 鳥 川 秀 夫 皆、菊タj

L 、のは、2 j S - 安朝時代の人が夜ね る時 l主、 lまTごかに 457氏、I 混 雑誌社 後 行。 土木喰築工事J i l面には

なって、 その1 : 1こ着衣を載せはお ってB1: もので 殆んど 、 参考とすべき納まつ ＱＺ 普 ｩ ， ｉ Ｍ ｾ がな ｌ 、。技術

あるといムｊｪｾ {e普いに「は t:' かでね る話」である JFi 百に比べて 1争、りに食材である。オ王将の手年者、 烏

「長i与輿談 J tま77歳になられ f こl侍博 iごが談され 民民 tH武道省熱海迷投所の庶務ド任として、丹 那

ＱＺ 向叙 ｦｬｩｊ 、 或は ｾｩ ｈＺ 産自 ともいふべきもので「若レ ト Y ネル の完成に多大の必カをされし人である。

時には早 Ｑ 止をしれ正 行 、 フ ー シキン等のｾｪＺ {e考へ 土木工事のみの記述かと いふと左様 でな く、建 築

てゐましにが50 {e越えれら 、 こんど は48でセル 7 91- にも 多大 に役立つ本であ る。内容はtt1- 主主総説

へんプ営者しれセミュール ・スマイルや、老人 に 第二平直結直管 、 第三Ｍ￧ｩＺｾ青武 、 第四竿土地 ｊ 仁イ也の

なって仕事を始めに伊能忠、敬の ｊｾ￯ が考へもれ＿こ ｯ ｾ分 、 第五平他人へ及 ＱＺＢ す損害主事故 、 第六主主性

今日では幼 少 の 時 に素殺をし? 二本の rl' にあっ f こ準 要関係法規の解説となってゐ る。本立? の中 にて最

士及; r . ; ｻ･ ＸＲ で しにと いふ句 を忠 ひ ｾｐｉ してゐま す ｊ ｢ 有金な る は第五平の他人へ及ｻまＧ す扱 ｾ￰ C":J j : 放の

の文 がめる o r涙 ー痕 J t: t_秀オ7こりし pg. 1 : の長男 1;t である 。 第 四 tEの土地 M 也の民主理 bY-E自 に償す

が東京工科大祭建築科卒業の前年病放されれ !]i {e る。 第 五JEの他人へ及 lま寸 til 害 と 事 故l工、第 三 者

脅かれれ文学で、吾等i i J ' 1. じ L のを? して自然に涙ぐ に奥へ仁志1害、m.;J;. の封集とな る7)( について、扱

ましめ る。 要 するに本 警 は、秋 の夜長にく つろ い 害の補償方法、人 命 に 及 ぼす事故の四 つ に分げ漣

で毅んで 、 興味あ り 叉教へられ る ｾ ｢ 多 き ＧＮＱＺ，ｴであ べられてゐ る。第四平中には土地の買牧使用、文

る。 殴電線路、 苦手 l動争議、電 力 の 購 入、火事選類、埋 蔵
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物 に劃して記述があ る。盟議長物 に避する 記主E等、

建 築 家に とっても是非一致『をのぞみれ き ものであ

る。 要する に本性 (1土木i l l : 築界 に於てi . / i 衆の決着

であ る。

C5J 近世便所考 大熊IT邦段修、菊列320頁

Ｓ 閥、 建築知識社後行 。 本 ｾ ｉ Ｎ ｾ はす合 革 総 、 現代 篤の

三大 別 に 分れ 、 ｾｦｬＧ Ｑ 存続Ｈ士 、 日 本便所考ワ ド ヒ一之Ｉ

東 洋 便所 民主去( 同溢泰〉西洋. 明史( 藤島亥治N rO

のご篇よりな る。現 代r . i (1近1lt 便所の構成( 木ド

功一〉近世 「吏所の質例( 2 ! " - 林金吾〉本手11衛 生 工 業

の後主主〈須賀藤五Ａ￯ｾＩ衛生陶砕機設Ｈ菅木三郎〉

衛生陶器附風金具類( 珂i刺骨三〉汚物焼却! 鐙( 矢

野雅雄〕 、減 口 式 k 正使用「に就ての諸稿よ りなる

建 築 家 にと って沿革紡 (1資 料惣常 、行 女 の 妙、閲

殺する に 輿 ｾ ｊ と 津々にるものがめ る 。井上氏のは 文

献 に よ る ｈ 本 ｻ民 所身 、 ｩｪｾ［ ，c，'r L i ; のは西洋! 周皮共 に差是

ｾＮ・ ｉ Ｇ ｾ によられ仁川 注ぅ Ｚ多いのでめるが 、 問主是泰民

の見l ぷ1泊所風ぷ{ 立、 氏の民俗接的採集自主談とい 、

ふべき L ので" 費んでは 一存 |町内 L 、o J ) f ( 球のフ ール

( 豚の飼養と使所をかねにしの〉朝鮮使所嵐長支

那の便所風景とりどりにその風俗性をえはし面白

い。現代篤は所謂稲生ill 築の参考詐で、1主際 建 築

に打ＺＨＡＡま る ｌ の に とり立 ｆ 箇の参考書でみる。統 ［ｾＱ Ｒ Ａ，，ﾭ

林金吾氏の近 jll :便所のi I : 明{ 立、 134頁 一 一222ITに

百: り住宅、 アバ ート メン トより公衆浴脇、 公衆便

ｊｾ ｲ 泊 、 Ｑ Ｒ ｾ 頁に立つての質例調査で設計者の好指針

でゐる。衛生工事跡] 係者心逃のブ' J ( 立、工 事 賀 施 者

の好参考である o llir 漣 の 「 建 築金 物 」 といひ、

「近 ｪ ｬ ｴ 便所考」といひ 、 ｾ築にＱＣＩしれ斯様な特殊

的I ! ' . 版物の :Hるのはよい傾向である 。 7こγ これ等

の Ｚｂ 版物 ｬ 士と ｌ すると ｾ･Ｎ 作家のみの注目を＿慈〈に

と γ ま り、 出版 i二の保J t のとれぬ事のあるのは、

ｩｬｬ 憾である。オ ｅｔ の虫 ｮｾ Ｈ ま建築Ｇ ぷ Ｂ 況の 渓 務のあ

る ｬ ｾｬｾ であ る 。

ｃ Ｖ ｊ 蓋 岸問日 ｈＧｾ 刀帯 、 凶ノミ版 Ｓ Ｒ Ｐ 頁 、 ＲＮ Ｓ 阿

相模官房後行 。 本 Ｇ ［ Ｑ ｾＨ ま ｬ 芋問博士が過去 Ｑ ｏ ｾ ｆＭの聞に

新 聞、雑誌に我せられれ評論、随筆含まとめられ

れものであ る。 内 容 は 「 粂I(f- 法 師 の 注 築 税 J ｾ汁 ｦｦ

めとし、最後の「回虫考」 に至るまで24篇 が 採 録

されてゐる o 建 築 {t? 封象とされにものが多いのは

お然であ るが、 その他にも府い意味の祉合現象の

親 族、所感等の記殺があ る。

過 去 の 建 築、 或 は 日 本lilt 築の{ 事統といムカ面の

女に「日 本の古: @: 築を見 直す J r 日本 の風景と窓

築 J ｲ 主主匠上よ り見 ＱＺ る 法隆寺 ｦｨ ｬｬ ｾ ｭＺ築」等 が あ

る 。 こ の う ち「 日 本 古 ｾ￟Ｚ築を見直 す 」は甚だ有金

であ る、 この文中 に持入さ れ にお況もなかなかよ

い。 r 日本 の 風 気ーと建築 」中に持入さ れ れ潟浜中

に も 「奈瓦商の京の民家 」等は、額百 に入れ て常I

に ながめ? こし、位Tご。

建築: n 匠方面の女に 、 「今日 の社合キ目 とまE築 意

匠 J r建 築 設 匠 J r建 築 と 色 彩 J ｲ 将来のｾ築様

式 J 等がある。沿革史の深 き研究ヒの御意 見 とて

教 へ ι れ る. 1 &太である。

ｊｾＱ 也 、 オ リ ンピック開係のもの Ｓ ｮ があ る ｯ m:  

令攻守主 に到する L のとしては、 ド年賀状 J r悶 タ

ク賞者名 J r古 11 ｾｾより中のシ カ プ屠殺寝」等でめ

る。 問 9 タtf 祭 (1 m京と大阪の 閲 F ク比較もみ り

なかなか商白〈 、 この集中 にでも 、l ! u 鮮のしので

あ る。

ｴＧｾ士の住宅般とい 、 はるべき「こんな家台工で

にい J r或二三の 住宅を採黙する J (1l joi !米津 々で

ある 。

本 ｾＱｾ にも最後に「開史考 ｊ がめる 。

本 ｾ ｉ ｽ の袋阪については「素廠でゐる」と い ふ批

評と r.&紙 の mごげク ロースにしにのは l惜 しい 」

といふこ つの批評合諌んだが、夜、は背の カ ンバス

クロースとすli 地との謝A 1 1 に幾分の革推鮎はあ るが、

クロー スと布地の調和 をめさ" されれ新し い試みは

或複皮のがJ 巣 {t? あげてゐ る と信子る 。

[ 1  ) の石務脳乍(1老人のきであり 、多 〈 過 去 が

語ら れ 、 ｛ＶＩ の伎は青年の ｾ ｉ ｽ で多く米ろ有力 Ｇ ｾ吾巳れ

てゐる 。i l l : 築' ぷの必2買を? 宅み 1:0 、。

絵白録 少し ｬ 徐白 ができ ＱＺ ので Ｍ￮ｴ［ｬｾ き加へる

近頃建築 ｦｎ に主ＱｔｴＧＱ｝ Ｍ［ Ｑ ｴ ｬ ま少 ｌ 、 。訂 正ｊｬｦ補 ｬ 採 が多く ｮ ｾ

る。 機 i波J J i 釘の新刊の続々 :Hるのに比鮫していさ

さかさびし L 、感じカ Zす る。 tt がし L 、我々 は殺む? と

す れ ば、&、凡 や L う得ぬ参考古か、府の こ らぬ陵i

A 在集などでゐる 。予在者最近誠んだ! i l i 'lI t 長で l釘白力、

つ1: のは

天 野 tl. ir.f i 普 近 辺 の 感 健

西問Ａ応大 ｊｾｉｉ 新 綴 忠 実 と 健 験

出 瓦 哲 次 普 枯t光別 ー の 文 義 思 想

瀧 i事 /;jj( - 'l'1' 7 ラン ス通 信

等であ る。この小フラ ンス 泡f吉は、甚 だ 興 米 深 き

L のでめる。
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建 築 申 請 書 及 属 書 雛 形

二位
J 、 の 2  

法 制 委 員 曾

2  京都府の分続き

(  1  )  建築物使用認 可 詮交付願 ( 用途稜更〉

既 存建 物にして用 途娃更を儒 す 場合 、 工事を＿施 す必 要なき 時 ｬ 立 、 ｽｦ 時 間則 様式 ｾ ｾＲ 放 に依

り害額を作製し、建 築物 {克 )IJ 認 可 詮 交付願一通を添付 し、)(.f或は著に提出す。此の場合は

竣コ Ｇ Ｎￎ ，品は ｈｾ ， すに及 ば 令 。本 例 交 付 聞は 伏見 署 ｬ こ提 出。

(  2  )  竣 工j呂

2通提 出 の こと

(  3  ) 簡翠 手続

次に ， ｩ ￨ ， Ｑ 売 す る ｬ 煩届Ｈ立 、 ｬｴｬ 際の ｬｬ ｩｬＮ放に於て簡単手続に 依 る事を件。 刊 し ｊ ｾ の営業が ｬ 肖主管

に属 す るもの ( 10馬 ) J 以 k の工場、私立病院等の如きもの〉を除く。

イ、 工事を地 さY るfli i全徒主E。

ロ、建 築面積 15ヂ 方 メート ル 以 下に して、外壁の雨j 2 メート ル以 下の納 !吾、物 置の類

ハ 、 井 戸屋 ｪ ｲ ｾ

ニ、便 所

例 |はI(.f 建築工場課に 出嬢 提11' ，、 {yIJ Ｒ 、 例 Ｓ Ｈ ま各替安署 ｬ こ 払 ｾｉｉＧ ， のこと。長 ｬ 師には配置ｼ判決

川 の 簡単なるＡ同商 、 見 取 ｬ ｩ ， ｾ ｬ 及 こ ｼ 二 地所イｻ庁 、 家戸 長 所イＧ￭ＱＱＧの承諾の有力 ｜ｾ Ｚ ｩ 己のこと 。 叉代願人扱

の時 ( ま欄外に 共の 住所氏 名、代 制料金を斤己入す るこ と。之等l 1ti '，'伝子f' i l のJI J紙は所轄警察署

及I{.fill 築 工場詳、 lこ1f. 1) 0  

( 此の )1] 紙 は 正本、 高Jj み;を一枚に 印刷 し ミシン同より 切雌す肢に成り居れるものなるも ・

本誌 の 大 さと縮尺のr.il 合 によ り便宜上、切 雛 して掲，1売す。〉

(  4  )  建 築線指定 l打lv

l的 !日則様 式第 l蹴に依 るも 、次 の駄 に注意あ り度 し。

ィ、体制係土地長幌のJF3 しを添付 する こと を要す

ロ 、 ，ｻ ｾ し 幅員明瞭ならざる認定道路 、 水 路等身〉り 、 叉 ｬ まｗｵＧＮ［Ａ 目 整瓜 Ｑ 区域 ｉ～ ｊ 、 叉は者 Ｑ ｜ 市 計 Ｓ ｅ

路線 等 に|剣係 あ る場合は 、i lT土 木局の夫々の課 lこ提1+'，し、支 障なき 設 IIJj を添付す る

こと

ハ、道路 工 事竣 工 しfこる時は、j付細則様 式 第 3放 に 依 り竣工届を提1 ' 11する こ t

ニ、本例は新市域 なる を以て 、所轄聖子祭署即 ち伏見署に提出。
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京 都 府

竣 功 届

京 都 府

建築物使用 aYd，可読交付願

( 工 事 ヲ施サザ ル用途型軽夏 ノ場合 〉
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簡 単 手 続 例 2 ( 裏 )
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簡 単 手 績 例 3 ( 裏)
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1  *  新 建 築 欄 寸

全 長

“ 堺 脳 病 院 " 設計Ｎｾエ・清 水 組 1  x  



中 央 避 難 逼 路

院 長 室

x 2  “ 堺 脳 病 院 " 設計・施工・清 水 級



一 等 病 室

病 室 の 一 部

“ 堺 脳 病 院 "
段許・総工・清 水 組 3 x  



/1-

ー一一一一一γ 一

露 査 と 塔 屋

特 別 病 室

x 4  
μ 堺 脳 病 院 H 設計・施工・ 清 水 組



外 観

屋根 ・北陸叉及剣板Zii き。

外 壁 ・小楚 色モ ，レ9 ノレ吹付

ド昔日杉板二重 張 h。

“ 叡 山 ホ テ ル 設 計 ・ 村 野 趨 築 事 務 所 ・ 施 エ ・ 清 水 組 5 x  



ロ
n

H

H

正 面 玄 関

外 視 の 一 部

x 6  “ 叡 山 ホ テ ル " 段計・村野建築恵務所. ! i ! エ・清 本 組



玄 関 ホ ー J I- 階 段

床 ・燐過煉宝石及3民放き 。

援 ・色モルタノレ吹付げ。

“ 叡 山 ホ テ ル " 設 計 ・ 村 野 建 築 事 務 所 ・ 縫 エ ・ 清 水 組 7 x  



x 8  ‘ 叡 山 ホ テ ル "

ハ ー フ

客 室

床 ・ オ ー ク板 Ｇ 滋 ｾｯ 相: ・杉Wii 皮。

型産 ・栓ペユヤ張り。 天井 ・漆喰塗仕上げ。

段 計 ・ 村 野 建 築 事 務 所 ・ 施 工 ・ 清 水 組



ハ ー フ

床 ・ オ ー クｾ副長り 。

壁 ・色モノレ 9 ノレ吹付げ。

天井及性 ・杉」正怯丸太

霞繁二重量張 h。

“ 叡 山 ホ テ ル "

廊 下

床 ・オー ク板; 長 h。

壁及天井 ・ ｾ［ＺＺＮヤ張り

ペンキ塗り。

設 計 ・ 村 野 建 築 事 務 所 ・ 範 エ ・ 清 水 組 9  x  



1階テレースの一部

大 食 堂

x  1 0 “ 叡 山 ホ テ ル " 設 計 ・ 村 野 建 築 事 務 所 ・ 結 エ ・ 清 水 組



タト

集

. . 0. .  

雷

観

1 陪 ホ ー ) L .

“ 神 戸 瓦 斯 株 式 曾 社 " 設 計 ・ 渡 遜 節 建 築 事 務所・施工・ 清 水 組 1  1  )( 



外 観

オz J t，. 

集 曾 室

x  1 2  “ 神戸市立勧業舘" 政 計 ・ 神 戸 市 替 繕 謀 ・ 施 工 ・ 清 水 組
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l 、

眉

女子 Ｑ Ｇｬｌｾ 者
四等病室

女子患者

保護室

女子島、者

静 養 室

女子患者
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ー上古1I

Jt!ij j J に京都市を展望し、東方 は琵琶

湖を? 術倣する 雄大な る景観。構澄、

地階及一階テ レース は鍛筋 コ y ク リ

ー ト透。 地上は木造建。 外袋、一階

廻 りは杉板二重竪 張、二階廻 hは木

車且を? 表はし、小墜は色モルタ ノレ吹付

11牙は杉丸太桂4尺5寸出杉板二重録。

木昔日は線、て紅妓タレオ Y ー トf火付。

屋根、:1じ陸A 及錆i板卒工E。設備、各

室 に給湯、給水 。 内 6室 に浴 室附属

冬季媛房 には電線器使用。 包話は各

室 に設置。各使所 は水洗 式、屋外の

浄化槽 に接綴。

;放地、2993. 9坪。 雄物、324.5坪。
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I  階 平 面 園

1  ｾ皆 卒商 1:600 320.9坪
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続室{ t > 別にとらす' 、重丹斤及浴室の天'Jt. l ，，3
m

.6 {t> 2  

つ; こ阪匂j つで中 2 階を殺げ 、 こ、を 2 つの線三をとし

てある 。

内部型車及天: J 1 二はすべて臼系統のみのペンキを四 .

五種類の淵子 iこ使ひ分げてゐる。床は部茶色のコル

ク版汲り 、一部ゴ ム 9 イルの上: こ 日本のウスペ リを

張ってゐ るo : ! l 置付の轡棚はマ ホガ = ー仕上、 戸、仕

切り替捌等は背色ペンキ塗。

( Archit ecturzl Review. August. 1937より〕

平 面 圃

断 面 圃 1

断 面 111 2  

( イギリス) 建築家のアパート

室 内 窓 側

室 内 入 口 保tl

寝. から居間を望む

建築家 Wel l s Coat es 1 7  x  



柏、子の費用と袋飾との雨方面 を う

ま 〈組合せれ室内の 1i刻。

Archi t :ctural  F cr um誌で 檎子使用

の頁否ｾ主 ｒ 混 と して 、 最近 竣 工のｾ

築中力、ら選定しれ各種目の懸賞賞選

者の中から特等として選び出さ れ1:

ものでゐ るo

E宣言f 者 のFai dy 及 J urcrsは これによ

って芯築により充分に硝子を使用 す

る・遣を示し、又、建築家の仕事の中

に新しく ｬ ｾ 鍛なる分野を開拓してゐ

る。

CArchi t:ct じに1 Fcrum.  

Aコgu:t 1937より 〉

室 内 I

x  1 8  ( アメリ力 ) シ力耳の Hedri ch - Fressi ng Studi o 

室 内 2

E主計家 Abe l  Fai dy 



外 観

工場として必要な傑件全簡明直裁に解決しに虎

に生じれ硝子の外観でめる。

その機能 と外観の効果とを この程度にかち俳1:

夜 景

ものはピルデイングにも徐り多〈はない。

CArchitectural Forum. August 1937よ り〉

( アメリカ ) デトロイトの工場 Al l est  Ka hn 建葉事務所設計 1 9  x  



FLASHI NG 

SI LL 

窓 断 面 圃

自然 保光の問題を最も切震に 考へなげれば な らないのは祭校の建築であ らう。

従 って懇校 '; ，j t 築にとって精子は その袋飾的効果よりも賞用的な機能の方が第一で

め る。

こ〉にyf; す星島i，交は所矧機能的に充分是認せ られるものでめるが、5郎 、て機能 -t.

殺 をよ 悦 する本な い 禦な泉持で殺計ぜ ら れてゐて 而 も充分な採 光 ｾ件て好 ま し

い草古巣が件 られてゐる 。

(  Archi tectural  F  orum， August  1937よ り〉

x  2 0  ( アメリカ ) ノースビルの小畢校

外 観

遊 戯 室 内 部

建築家 Lyndon 及 Smi t h



マツバリ、ウム内部

石背子 ｾｫｴ 且立てに巨大なる球に ・ ｼ止界地 国営繍 い ＿こ もの 。

球の中央より檎々ドに透明石骨子張の橋が架り られ、 その上から この地図を見る

機 になってゐる o J';Rの背後には照明装置がめ って 、地闘が明瞭に 浮 き/"111 る嫌にな

ってゐる 。 ( Archi t ectura1 F  or um， August， 1937より 〉

( アメリカ ) ボストン基督教科畢出版協曾のマツバリウム

建築家 Ches t er Li nds ay  Churchi l l  2  1  x  



第 1111 居 間 内 部

第 2圏 外 曹R

第 4 圏 居 間 内 部

x  2 2  ( アメリカ) 力リ 7 オル= ヤの 2 つの住宅

PL A S  T E  R - - - +{ '  Jて 二::::"1....1

G'I  FLASHI NG一 一 . J II! r了 一 一

SE CTI ON AT  HEA D 

PL AST E P. 

M3圃謄f 1 j 部分断面E

何れも僅度に lfIfい精 子 窓によ って外承を

充分室内: こ取入れ るJ憶に工夫 しれ住 宅で

める 。

第 1 [司、第 2 聞 は北部 ノ、 リウッド の住

主主で居間 の床近くまで依め殺しの硝 子宮ま

で室 内の換* - は第 3 闘の 如J < 務板 の下に

貫生げ られ1: ガラ リで行ム械 に工夫せ られ

てゐる 。第 4 圏、第 う聞 はバ ーム ・スプ

リy グの住宅で め る。

( Archit ectural F  orum， AugusJ ， 1937より 〉

第 5 圏 外 観

Ri chard J. Neut ra及

建築家 Pet er Pfi sterer 
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都市武装促進委員曾演習部省 ( 第2図 〉

時 8月2S 日午後 l 時30分一2時30分

所 建築材料陳列場j J ll室

出 席 者 演 習 部 長 松 井

委 員 吉 岡 ・本 多 ・浅 釘

喜多村 ・島 最長・問 中

辻 ・rf' 井 ・卒 野

村 7 f ・森 口 ・和 問

l  昭拘 12年度京阪紳防空i宙習に参加の結呆に

付整理極々協議を行ふ

常 務 曾 ( 第 18回 〕

日寺 9月6 日午後6時30分- 7時30分

舟f 建築材料陳列場別室

出 席 者 主 主 司 王 竹 股 制 令 長 松本話IJ 曾 長

常 務 小 川 主記 中 海 主 記

中西 ニ.E ，lt: 樋口 三L U

力日田 子生言1- 清 * 主言十

rl' 村 民 | 伊 藤 編中lj:

新 名 編 緋 姻 fl 編 斡

吉田 総中止

う 床阪規格weー に闘 し材料委員曾より答申の

イ4

6. 工業タイムス社主催皇率慰問資金募集に除l

し本合の後主E者 t: るのイキ

7  給1士1 : 名繍妖採用の件

8. ｾｾ寅鋭屋憾にお する 風ｾの分布状況調変質

寄附者に謝状の件

9  令員詮衡

第 二 回 評 議 員 曾

昭和 12年9.B6 1:l 大阪市北区中之島3丁 目3番泡朝

日ピルヂングに於て評議員舎を閲曾す

出席者次の通り評議員 15名

竹 1妥 健 造 松 本 局 象

小 川 陽 吉 加 国 安 彦

清 水 栄二 新 名 種 夫

伊 藤 武 文

久保岡英雄

内 蕗 亮一

月'i 零IT.t - 郎 中 村 義 雄 樋口辰太郎

堀 口 甚 吉 本 多 正 道 吉 岡 信 武

午後 6 時 15分一 同着席曾長片岡安氏鉄席に IJI，¥IJ

f 1 - 長竹腰陸送氏議長となり関曾金主主す

議長より本日の評議員舎は再度の招集 に付定歎

議 事 第24僚により定数に依らや成立せる旨を告げ直に

1. 9月例曾に附する件 : 議事に入 る

2. 都市武装促進委員台より防空演習参加に付 1 議案第 4 獄事用機献納資金献金 に附する 件

経費支出 j j 要求の件

3. 災害強度委員合より土侵工法研究に付経費

支 出方の件

4. 法制委員曾より こ がf一勝顎届替式を曾誌に

て霊堂表の件

加問主計より説明して 臼 〈

? 吉朝日ピル定話は昭和 10年 10月 より白働式

交換となり f こるが府米 12年 3 月詣 18ヶ月間に

支抑2ひ7こる料金 乃内「詩し中」に謝する反盟主

百十上方 に付ピル憤IJ と遮信省とのl昔i に著しき差

8 3  x  



3  型 枠に闘する イ牛

濯を? 生じ ピノレに謝してキ自営過拐しれ る事後見

し爾来 ピルに於て調育研究し 1: る結呆ー先づ

右過掛金を按分 に より携ひ戻し ＷＵ 提案ｾ 1) 1: 

教 化 委 員 曾 〈第7回)

る も借室入一同協議の結巣比梯戻金全都合大 j 時 9月 16日午後6時一9時

l仮朝 日新聞社取扱 に係 る車用機献納資金 に献 : 所 協合倶楽部室

金す ること 及 12年 4 月分よりは按分 に よ り 扮 : 出 席者 委 員 長 永 潔

ひ戻しを受〈 る事 に決 議 となり f こるを以て本 : 幹 事 篠 原

協 合 L 右 案に賛同し既に献金は決行し ?こり ;  委 員 巣 漆 坂 本

事火念{ ! ' 要 し7こる銭め事後承認となりれるも i 納 戸 高 工 浅 野 繁民

事情{卸諒察の上評議員各位の御承認 を得fこし ; 和歌山工業 今津 吉 祭 民

右 にf寸議長より異議者の有無念問ひ英 議者な 吉 野 工 業

〈可決承認し 1: り 。 兵 庫 工 業

次で議長よ り次の案件を議す る旨を宣す j  都 島 工 業

l  議案第5競合費滞納者民主置に闘す るf牛 :  今 宮 職 工

議長より本件Ｈま ｈｾ 来得る限りの ・ 方法にて納付 Ｚ 西野間職工

間吉E 胸光 民

鶴岡 勝 民

大河原注海氏

宮崎 春夫氏

中村係太郎民

ブJ 督促し f こる も見込なきを 以て定歎により除 協議事項

ト 建 築 製図 に除jする意見の交換を? なし種々研

究を行ふ

名の蕗置を? 取り 1: < 名前Iの 誠み上げは差控へ

ますか ら別紙御覧の上勧 誘見込のゐるも のは

動誘ぜられに き 希望を 述べ除名 品ｾ ｩ￹ＧＮ に 賛否営

問ひ呆言義者五〈可決し 1: り

ト まEに於て議長より議事の終 J {! ' 告げ本評議 n寺

員合の議事録代表署名者 に次の 2 民を? 指名し! 月f

都市計蓋委 員 曾 〈第 12図〉

9  Jl l6 日午後6時 8時

建築材料陳列必

承諾ｻＡＧｾ非苛 ｈｦｻＡＧ 宣 す 「々 に午 後 Ｖ Ｑ 時 Ｓ Ｐ Ｕ 土

力日間安彦民 本多正道氏

材 料 委 員 曾 〈第 15回〉

日寺 9月9 日午 後6時 10分 - 9時20分

断 逮築材料陳列J i ; ，:>JI I室

HJ
I
席 者 幹 事 松 久 保

委 員 秋 開 小 川 嫡 減

作 間 道 問

協議事項

卜 床板規格統ー に附する 件

災害湿度委員曾 ( 第 10回〉

時 9月 14 日午後6時 30分 - 9時

所 建築材料陳列湯f>!il 室

出席者 幹 事 黒 問

委 員 内 藤 中 井 中 島

出 席 者 委 員 長 烏 汗

幹 事 悩 知

委 員 亀 ) 1 ' " 吉 田 匂 坂

1. 前 回より引続き l' 記事項を研究す

CI) 建築合祉法案及住宅法案のイ斗

( 2) 復 興建築助成株式合祉定駄の件

常 務 曾 ( 第 19回〉

時 9H  20 日午後5時- 6時30分

所 建築材料陳列場別 室

出 席 者 理 事 松本則合長

常 務 ジドト =ι ，itJ
小 )11 T ，，11 

rl'i 事 r-.，i[J rl' 西 =1-. dL!

樋 口 二tj l1 加 問 宅百十

中 村 主 計 伊 政 編 斡

新 名 編 輯 姻口 綴 問

吉 岡 編 輯

矢 岡山田械悶 ・ｾ ［ｴ q:: 

2 f - 野 藤 岡 1  災害獄皮委員合より委員 1 :名補級委嚇方の

協議事項 i  件

x  8 4  

l  土留工 法研究資料の件

2. 風堅研究の件

2  激化委員合よ り経質支出方要求の件

3. 床板規持統一 に闘し材料委員合より再度符



申のf牛

4  九月 例合講演者に謝する謝遣のf牛

5. 昭何十三年度舎員名簿調製に日朝す るイ牛

6. 出征協倉員留守宅宛書面安迭のf牛

原田 昇主主旭区新森小路中 4ノ68 ( 野村合名

合社地所課〉

ｾ野 ・ 喜一耳目君 西区雨堀江下逼 2ノ20 内外土木

建築材料合資舎社内( 同社〉

7. 基礎研究合近畿支部事務所全併置願出のf牛 山本多次; F . l ・府 F吹田町山崎3185 ( 都市計道大

8  合員詮衡 。 阪地方委員合〕

報 告 ! 柏 原 竹 夫 君 住 吉 区 天 王 寺 町3161

ト 八月 分合計報告 : 岸 好 雄 君 天 王 寺 区 生 玉 町 9浅沼組大阪支j苫

2  終身賛助員燦岡藤郎民より物品寄贈の件 :  内( 同底〕

九 月 例 曾 ( 講演合〕 特 別 貸 助 員

時

月h'

9刃20日午後7時- 9時 10分

朝日 ピル倶楽部集合室

出 席 者 馬 野 七 登 氏 外49名

高木 登 君 普 通 賛 助 員 よ り 鱒 絡

普 通 貨 助 員

三島清三君港ｾｾ ｬＺ［ 焼川町 Ｒ パ Ｙ

1. 午後 7 符松本副令長関舎の録を遁ベ本刃例 : tili 岡正三 郎 君 北 区 都 島 北 通 2ノ56)f 上尉太郎方

( 大阪工廠技術課瞥遊技ト〉合は時恰も支那司王室華の最中であ るから戦時経

済 の諸法案に腕I し槌威者の講演を孫〈は最も

有金な る催と信するる次第であると英の開催王里

由会主Eべ講師を紹介す ー曾

戦時経湾立法を中心として

大阪朝日新聞社経湊部長

武 内 文 彬氏

逗 曾 者

員

竹本節三君ー 岩 外 正 明 君 大坊後亮ｾ・

市中悶 省三君

11!'. 方 曾 員

l 田武内民は上記題下 lこ2 時間自主 に亘 る帯主簿を

岩 城 積 三 君 市申戸重次君 三 宅 孝 雄 君

揮はれ聴者亦然心に傾聴す

1. 午後 9 時過講波終了松本初l令長より一同を ι 普 通 賛 助 員

代表して l汀重なる謝訴を主主ベ一同拍手を以て : .a車問 久男沼 宮本 利雄岩 井川忠三郎宥

之 に和し散含す

曾 貝 動 静

入 曾 者

曾 員

池野 1丞耳] ¥君 京都市右京阪 111 ノ内中畑町 10 ( 大

阪市役所管終課〉

石 川 儀 有 君 府 I、三島'/1日高槻町亦川 320 ( 大阪

市役所〕

韓 居 韓 勤

曾 員

荒 木 正 巳 君 悩岡市溜原向野J ! l T 989 ( 踊岡際主主

築課〉

E安田 弘 京 住 吉 区 桑 津町 164 佐f自然吉方

中 村 武 雄 君 旭 区 森 小 路町649 松 本 勇方

後 H1 清 範 宥 北 極 東 野 田 町6ノ2熊木園夫j j

中 海 吉 郎 君 旭 凶 北 清 水 町 11 18松森修太カ

永岩 燕君ｾ ｬＺ［ Ｑ 民都島本遁 Ｓ ノ Ｖ Ｓ

関川忠之助君東京市外三鷲村下連雀 230 (  1:1本

711; 闘博覧曾〉

市岡末ｾ君西淀川版ｻ説法町北 ｬ ノ ＴＰ ( 野村合

沼 田 正 雄 君 東 成 区 東 小 橋 南 ノ町 l ノ72戸川均

名合社地所課 )

方

↑亘岡 俊 行 君 住 吉 区 阪 南 町 東2ノ6 ( 大阪府建築

村岡 忠、li'i! 君兵庫県系武庫都大庄村東大島戸弁

謀〉

100 

名

)

A

口

課

村

築

野

建

(

府

日

阪

/

大

8

(

町

伺

本

町

七

立

以

上

寺

区

王

〉

旭

天

社

合

君

君一一

清

乾

尾

本

長

橋

地 方 曾 員

渥美 キ告君 大津市松本高見組988

8 5  x  



小 林 市 太 郎 芯 鹿 児 島 市 組 口 町27 米 石 昇京 岡山市岡山刑務所官舎内

酒 井 喜- 2 東京市目黒鼠高木町1434 111崎吉之奄宕 天王寺高東卒聖子 ｾ Ｖ ノ Ｗ 池永 ｩ 豆男万

伊 蕗 鎖ー君 東京市 中野遥城山町24 ( 株主主曾壮語E木 工 務J苫〉

井 出 松 蔵:需 華 北 市 表 町2了 目 大 阪 商 船 株 式 合 平 岡 康 次 号 篠 山市武田町山九淫輸株式台市1-.徳

社 牽j じ出張 所新築工事蕩大林組 華 北 i 山支f占ー工事部

出張 所 ｩ 甲斐 ｾｦｬ［ ｩｬｉ ｬ Ｚ 湾 住吉凶佐ノ江田r288

江島 正員11君 山口 ｬ 奴字 Ｚ 潟市沖 ノ ＱＱＱ チタン工業字。沢ｾ奥三コ昔、管 ｪｩｧｾ ＧＺｾ ｴ，初江上主主 ＴＯ ＱＰ I : l 本♂イ ，ι

音E工話新築工事弱: 清水組作業所 工業株式合拡大阪出張所

久 松 宮 治 君 長 崎 港 外 端 島 高 島 鍛 業 所 端 島 坑 苦 手

務者 合宿所新築場清水車且作業所

野 本 正 巳 君 札 幌 ， 市 北6線 西6了討近藤万

吉原傍三 郎 君 I者向市社家町21清 水組九州支 j占

普 通 貨 助 員

小 身 成 雄 君 主査 山府資水町3ノ73 松 宮方( 皮肉

南道曾言十Z果替終係〕

曾我昔日幸雄草寺 朝鮮江原道三間ｾＺｬ｛ｦＨｾじ三両信亭皇三

惨開後紘式含量土建築深

開港右門草寺 府 lご北河 内君I( 友呂妓村k m. 1353

煽 岡 亭 吉 方 向山市古京間了39黒岡 ) J

E奈川 忠男潟 西区| ヒ姻江主主 2 / 2 中野工務返内

( 同庖〉

四日 正義君 香 川 駁 坂 出 回f 身数紡績坂出工場建

築主語藤木工務 ｪ 占 ｈｾ 張所

x  8 6  

死 亡

曾 員

依 田 新 三 郎 君 昭 初 124ド8周4日逝去

逗 藤 一 次君 昭 何 12年8月30 日逝 去

地 方 曾 員

内路大 ｈｾ 宕昭和 ＱＲ ｩ ｬ ミ Ｙ 月 Ｑ Ｔ ＱＺｬ逝去

終 身 費 助 員

有山荷重U [IFl 昭如 ＱＲ ｾＱｾ Ｙ￟ＲＰ ＱＺｬ 逝去

普 通 貨 助 員

吉川時三郎沼 日召何 ＱＲｻＱ ｾ Ｙ 月 ＱＹ [1 逝 去

〈謹んで支怖の芯合支す〉



司2

編

後

輯

記

政 事 務 の 簡 易 化、 官 公署 に於 げ る管 終 事 務、民

!日Iに於 げ る 設 計 事務 の 改 善、施 工 者 の 業 務 の 合

地 化 等 こ の 際 我 々の考ふべき問題は頗る多 L、。

安本放をこうし? 二問題の特特務とし 1: 所 以 であ

女 非 常 時 の 色 浪 〈 し て 営 協 令 の 令 長 の 中 か ら も る。

繍 h l j I 務公用者がH1聖堂する 。 幸 に 多 数 慨 威者 の執筆を得て本務待斡の意味 営

責 臨 時資金調 整 法 は 詮 築 界 に 幾分 消 極 的 な 影 響 識者 の部I に徹底し得? 二事lま編鵜の喜びである o

e輿 へ る か L 知 れ な いが、 防空法の1hlJ if:と い ひ 女諮んで執事下さつ? こ言者家に謝意を表 する 。

や が て 起 る で あ ら う 北 支 のm殺 と い ひ 、建 築 界 女 こ の Ｑｫ￪ 心を ｗｾ 、 てゐ る間 ｢ ｾ 言、の 外に は ｬｾ ｾｾ 歳の

の肩iI! i会は寧ろ主主々多事ならむとしてゐ る。 ，躍が断怨する b

女 官公署ーでは非常時緊縮の立場から 、鉄 員 の 補 女 破演が建設の第 一歩 で め る 事 含 忠 ひ っ 、 筆 合

充 に も 制 限 が 加 へ られ る司王に なっ f 二が、 民 間の 捌く 。 〈 新 名 種夫 〉

業界Ｈまｾに非常な手不足を告げてゐる。建築行

建 築 と 社 曾

第 20納 第 10披

1-JJJf 50銭( 郵主党3銭 〉

毎月 l 回 l 目安 行 定償 12般 6 悶 ( * 36銭 〉

昭和 12年 9月25 日印 刷 昭和 12{p 10月 l 目安行

管 行 ・編 椅

印 刷 人

大阪市北毘靭日ピル日本途築協舎内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 刷 祉

大 阪 市 西 民江 戸 腐 南:ii!l 2了間 13署 地

後 行 所 在明 日 本 建 築 協 令

大阪市」じ問 中 之 島 3 ノ 3 朝 日 ピ ル

電 話 長 北 漬( 23) 4501番 ( 9)

援 笹 口 慶 大 阪 39975番

待 約 阪 賢i占 柳々堂 書 ｽｾ ＮＺｩ

大 阪 市 商 瓜 京 町 堀 初 予 板 橋 西

電 話 土 佐 堀 2 4 4 0番

振替口慶大阪2084番

、

j

 

/

 

'"ら
吊板

禁 輔 載

ヱド戒に掲載せるも のは 、 一切 こ れ fe無 衝 に で

樽 載 し又 は .!' il 行 本 に ト 伴ーその {也の 液製 行1暑を?

なすこ とを? 禁子。

-♂… … …  

鹿 告 掲 載 料 金

声合

ι，- 遁 I 1 頁 I 1 回 15. 00 

宣立

口 主主 1 J4頁 I  1  回 8. 00 

男

替 主主 I 1 盲 I 1 回 I 45. ω 

( 前附つ郊nl官 ) I  、 1  一 l  

一 一 一
普 遁 I 1 盲 I 1 回 40.0ω0  

(前I封切 買 ) ・ p 、| ー |  ー ， 一 一

一 一 一
幸ｾ Ｎ 遜 ｉ 1 頁 I 1 回 I 25，ω  

約第 l 且最特1'{) I  -、 |  ー I ー

ア ー ト I y，百 I 1 回 20. 00

( 中 掃 ) I  ' ー，、 l ー | 一

表 紙 2 I  1 頁 I 1 回 I 60. 00 

表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 I 45. 00 

表 紙 4 I  1 頁 I 1 回 80. ω

注 築 事務 所 鍛 I 1 機，1 I  1 回 I  1，50 

( 姐察官位染者案内) I  1 欄 I  1  回 I  5，00 

府 告 掲殺御申込 は本曾へ直接顔ひます。

本言志議讃御 注文はすべて肩ij 金 で本 曾 直 接 又

は 待 約 底 へ、t辰替貯金又はま毒替で御 沸込を

願ひま す 。 郵 安 代 用 は 一 割 増、 代金 引 換 は

お湯i IJ 致します。
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建 築 と 枇 奮 第 20 輯 第 10 競 禽 告 索 引

ア 旭石背子株式含最士一. . … …. . ・… … … … ・ … ・14

浅野エレート株式合祉・… … ・… -…- ・・・・… ...21

朝日建材株式合拡大阪支底 ・・ー・…・…・・・表紙 2

有岡製陶所出引底・・・・…. . . ..・ H ・・…・・・…・・…・… 22
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ク 黒川化皐工業所・・・一. . . . . . . ・ H ・. . . . . . . ・……… 36

久保商庖 … ・・- … H ・H ・.. …・・…・……. . .....・ H ・.30

窪 島プレス工業所 -…- ・… ・ … …・…・・・… 44

コ 後蕗商l占 ・・・・ ・ …・・・・・…. . ・・・. .リ. .・・・ 0 ・.29

サ 佐渡島西底・ ・・・・・・・…・・・・・・… ー・・ー ・・ ー・..25

佐久間バプコ工業株式含祉・・… … … … ....41

坂本商舎大阪支J占.... .... . .. ・・・・…… ・一… 一一23

坂岡インナレ ー ター製作所・・…- …. . . .・H ・..… 28

シ 清水量(:(，'…・・ ・- … ・・・ '"・・・ 0 ・・・・・・・・…ー前附 7

ス 須 賀商 舎・・・・・・・・・ ・・ ・・・ ・・・ ・… ・…・・・・・・… ・.35

セ 政正合資合社・…・・ ・. . . . … ...・ …・ ・・・…・・・… 40
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